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活用・管理業務を犬山市より委託を受け実施。邇波史楽座を２年ぶりに開催。多くの方に
観覧いただいた。子ども向けには、夏休みに古墳のミニチュア作りワークショップや、年間
を通して青塚子ども学芸員の活動を行った。青塚古墳を見守る会との協働で古墳草刈り活動
を継続して実施するとともに、地域住民らとともに大垣市昼飯大塚古墳を見学した。

１. 邇波史楽座・古代音楽絵巻第 8 章　天土風　２. 青塚子ども教室・青塚古墳のミニチュア模型を作ろう！

３. 小学校の青塚古墳見学　４. 青塚古墳まつり　５. 青塚古墳子ども学芸員　６. 草刈りボランティア活動

青塚古墳史跡公園
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堀部邸の蔵空間を生かし、「浅田稔絵画個展」を開催。トークショーなども同時に行った。
「猪之子座」では毎年恒例となっている落語や講談、音楽コンサートを開催、琵琶演奏会
では琵琶の演奏体験も行われた。冬には、東之宮古墳の鏡チョコワークショップを開催した。

１. 猪之子座・上方落語 九雀亭　  ２.「鏡チョコレート」を作ろう　３. 猪之子座・上方講談をたっぷり！　

４. 猪之子座・年金トリオ一座公演　 ５. 企画展・浅田稔絵画個展　６. 猪之子座・琵琶演奏会

木之下城伝承館・堀部邸
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「夜の音楽会 in しだみ古墳群」では大久手エリアの古墳群の前で歌やバイオリンなどの
音楽を上演した。しだみゅー古墳散策は、熱田区や南区エリアの古墳を散策。歴史講演会
には各方面から講師をお迎えし、特にしだみゅー歴史シンポジウムにはたくさんの方にご
来場いただいた。夏休みと春休みにはしだみゅー子ども研究員養成講座を開催した。

１. 夜の音楽会 in しだみ古墳群　２. 子ども研究員養成講座　３. 歴里講座・お庭に埴輪プロジェクト　

４. しだみゅー歴史シンポジウム「土器から考える古墳時代」５. しだみゅー古墳散策　６. しだみゅー闇夜体験

歴史の里・しだみ古墳群
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令和７年度も引き続き岩倉街道をテーマにニワ里ウォーキングを
実施。「入鹿切れ」講座は小牧市の施設で開催した。バスツアーでは
奈良県桜井市や滋賀県守山市・野洲市などに出向いた。

１. ニワ里ウォーキング・岩倉街道を歩く 3, 江南・扶桑　２. ニワ里カレッジ・入鹿切れ―語りと読み聞かせで学ぶ―　3. ニワ里カ

レッジ　4. 石上げ祭り参加　 ５. 栗栖地区発掘調査　６. ニワ里サイクリング・初夏の小川と田園と古墳と藁ぶき屋根の家をめざす

7．ニワ里バスツアー・桜井市　8. ニワ里ウォーキング・岩倉街道を歩く 4, 扶桑周辺　　９. ニワ里バスツアー・野洲市

ニワ里ねっと自主事業 ８

９
７
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自治体など委託を受け文化遺産関連事業を実施。犬山市では東之宮古墳にて土上げ祭ワー
クショップを実施、今年度が最終年度。子ども向けのワークショップも開催した。大垣市
では大垣城や墨俣城の展示スペースにおいてパネル展示の作成を行った。

１.【犬山市】歴史文化ぷらっとフォーム・街道ウォーキング in 善師野　２.【犬山市】東之宮古墳ワークショップ・東之
宮古墳のミニチュア模型を作ろう！　３.【犬山市】土上げ祭ワークショップ

その他 文化遺産関連受託事業

１

２
３
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12 日：ニワ里カレッジ「研究紀要「邇波」掲載論考の発表」
①古川博昭「犬山市内の名鉄線の移り変わり」・兼松泰弘「赤
色立体地図の活用による山茶碗窯跡の発見―犬山市八曽地区
を事例に―」②青塚古墳ガイダンス③ 14 名
13 日：ニワ里ウォーキング「江南の古墳歩き」
②江南市内③ 18 名
19 日：邇波史楽座「古代音楽絵巻第 8 章　天土風」
①古代音楽劇集団「夢舞台」・中野包裕・長江希代子・沖牟田安・
はにわ娘歌姫隊②青塚古墳③ 130 名
25 日：【名古屋市】しだみゅー歴史講演会「古代の知多の塩
づくり」
①楠美代子②しだみゅー③ 54 名
26 日：猪之子座「旭堂南海の上方講談をたっぷり 11」
①旭堂南海②堀部邸③ 12 名
27 日：旭堂南海さん出前授業
①旭堂南海②蜂屋小学校③ 6 年生
27 日〜令和８年１月 31 日：【大垣市】豊臣氏ゆかりの城企
画　大垣城・墨俣一夜城展示パネル作成
②大垣城・墨俣城

11 月
2 日：猪之子座「上方落語九雀亭 10」
①桂九雀②堀部邸③ 22 名
4 日：ニワ里サイクリング「木曽川の渡し船とその周辺」
①古川博昭③ 6 名
8 日：ニワ里ウォーキング「「岩倉街道界隈 4」青木川源流と
前刀の里」
②扶桑町周辺③ 12 名
9 日：「あつまれいぬやまっこ！うきうき大行進」参加
②犬山市民文化会館・南部公民館
9 日：【名古屋市】しだみゅー秋まつり
②しだみゅー③ 2,699 名
12 ～ 24 日：「浅田稔絵画個展」
①浅田稔②堀部邸
14 日：小学校出前授業「入鹿切れ」
①望月友恵②楽田小学校③ 4 年生
16 日：猪之子座「美しき日本の音楽コンサート」
①長江希代子②堀部邸③ 47 名
22 日：おもちゃの広場（おもちゃの図書館）青塚古墳見学会
②青塚古墳③ 11 名
22 日：【名古屋市】しだみゅー歴史講演会「弥生の染織～朝
日遺跡の弥生ムラぐらし～」
①松本彩②しだみゅー③ 39 名
23 日：トークライブコンサート
①浅田稔・中野包裕・ユニット .LOVE NERD「チェロ：窪
田翔椰、ピアノ：石黒和雅、カホン：吉田七海」②堀部邸③
31 名
24 日：犬山市ボランティア連絡協議会「ボランティアのつ
どい」参加
②犬山市南部公民館
25・28 日：小学校出前授業「上街道を歩く」
①服部哲也・望月友恵②楽田小周辺③ 3 年生
30 日：猪之子座「琵琶演奏会」
①野島洋美②堀部邸③ 60 名

12 月
3 日～令和８年 3 月 29 日：企画展「地域に眠る文化遺産 in 栗栖」
②青塚古墳ガイダンス
6 日：青塚古墳こども学芸員「古墳の楽しみ方を考えよう」
①服部哲也・望月友恵②青塚古墳③ 6 名
14 日：しめ縄ワークショップ
①岡部光顕、青塚古墳を見守る会共催②青塚古墳ガイダンス
③ 16 組
20 日：【名古屋市】しだみゅー歴史講演会「古墳葬送儀礼の
諸問題ー食物儀礼を中心に」
①東海古墳時代研究会共催、松永悦枝ほか②しだみゅー③
79 名

1 月
13 日：【名経大】犬山学サロン
①望月友恵②名古屋経済大学③ 50 名
24 日：【名古屋市】しだみゅー歴史講演会「コシキからみた
ミニチュア炊飯具形土器の実態」
①保谷里歩②しだみゅー③ 49 名
25 日：【名古屋市】お庭に埴輪プロジェクト（1 回目）
②愛知県陶磁美術館③ 24 名

2 月
1 日：【名古屋市】お庭に埴輪プロジェクト（２回目）
②しだみゅー③ 24 名
7 日：「鏡」チョコレートワークショップ
②堀部邸③ 11 名
8 日：みやげ話の会
①横井誠「群馬の古墳探訪」・服部哲也「八丈島」②青塚古
墳ガイダンス③ 12 名
14 日：青塚古墳清掃ボランティア活動
①青塚古墳を見守る会共催②青塚古墳③ 51 名
14 日：青塚古墳子ども学芸員「古墳の草刈りに参加しよう」
①服部哲也・望月友恵②青塚古墳③ 5 名
14 日：ニワ里カレッジ「南国高知の古墳文化」
①長尾哲汰②青塚古墳ガイダンス③ 17 名
21 日：【犬山市】歴史文化ぷらっとフォーム「街道ウォーキ
ング in 善師野」
①赤塚次郎②善師野周辺③ 36 名
23 日：【犬山市】東之宮古墳ワークショップ「東之宮古墳の
ミニチュア模型を作ろう！」
①赤塚次郎②犬山市役所③ 8 名
28 日：【名古屋市】しだみゅー歴史講演会「故郷の川　～木
曽川を語る」
①久保禎子②しだみゅー③ 69 名

3 月
1 日：【名古屋市】お庭に埴輪プロジェクト（3 回目）
②しだみゅー③ 24 名
4・５日：栗栖地区発掘調査
②栗栖地区③のべ８名
7 日：ニワ里ウォーキング「栗栖の原風景を歩く」
②栗栖地区③ 14 名
14 日：ニワ里バスツアー「雲出の砂粒・アザカの里」
①和氣清章②嬉野町③ 19 名
20 日：【犬山市】東之宮古墳修復プロジェクト「土あげ祭」
①赤塚次郎・中野包裕・夢舞台ほか②東之宮古墳③ 31 名
26 日：【名古屋市】しだみゅー子ども研究員養成講座
①服部哲也②しだみゅー③ 3 名
27 日：青塚古墳見守る会研修会
①服部哲也②昼飯大塚古墳ほか③ 22 名
28 日：【名古屋市】しだみゅー歴史シンポジウム「土器から
考える古墳時代」
①村木誠・長友朋子・森泰通②しだみゅー③ 98 名

■そのほかの事業
5 月 研究紀要「邇波 12 号」発行
5 月～ 3 月（隔月）
会員通信「さとの四季だより」86 号～ 91 号発行

■管理・運営施設の年間入場者数
【犬山市】青塚古墳史跡公園入館者数
　　　　　11,729 名（昨年度 12,453 名）
　　　　　校外学習 17 校（昨年度 19 校）合計 1380 名

【犬山市】木之下城伝承館・堀部邸入館者数
　　　　　5,194 名（昨年度 4,957 名）

【名古屋市】体感！しだみ古墳群ミュージアム入館者数
　　　　　　100,110 名（昨年度 110,345 名）

■ご寄付
寄付総額：658,935 円

（財）タイム技研社会貢献委員会様より斜面用草刈り機 1 台
分、および個人会員様を含め、主に堀部邸・青塚ガイダンス
での寄付金
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4 月
6 日～ 6 月 29 日：写真展「青塚古墳近くの自然」
①田村裕三②青塚古墳ガイダンス
12 日～ 5 月 11 日：青塚古墳に鯉のぼり
①青塚古墳を見守る会共催②青塚古墳
19 日：ニワ里ウォーキング「岩倉街道を歩く 3」
①赤塚次郎②柏森駅から江南駅③ 16 名
25 日：高校出前授業「蓮池古墳群」
①服部哲也・望月友恵・兼松泰弘②犬山総合高校③日本史専
攻 2・3 年生
26 日：【名古屋市】しだみゅー歴史講演会「伊勢湾を囲む弥
生土器」
①鈴木とよ江②しだみゅー③ 77 名

5 月
5 日：青塚古墳清掃ボランティア活動
①青塚古墳を見守る会共催②青塚古墳③ 48 名
6 日：【名古屋市】しだみゅー春まつり
②しだみゅー③ 2,362 名
11 日：青塚古墳まつり
②青塚古墳③ 620 名
17 日：ニワ里ねっと総会
②堀部邸
23 日：ニワ里サイクリング「初夏の小川と田園と古墳と藁
ぶき屋根の家をめざす」
①古川博昭②岐阜県大野町③ 9 名
24 日：【名古屋市】しだみゅー歴史講演会「お酒とやきもの」
①花木ゆき乃②しだみゅー③ 61 名
30 日：大縣神社参拝
②大縣神社
31 日・６月１日：【名古屋市】しだみゅー闇夜体験「夜の古
墳案内」
①服部哲也②しだみゅー③ 10 組

6 月
7 ～ 21 日：パネル展「入鹿切れ―語りと読み聞かせで学ぶ―」
②ゆう友せいぶ（小牧市西部コミュニティセンター）
8 日：【名古屋市】しだみゅー古墳散策「高蔵古墳群と断夫
山古墳」
①服部哲也②高蔵古墳群、断夫山古墳ほか③ 18 名
14 日：青塚古墳清掃ボランティア活動
①青塚古墳を見守る会共催②青塚古墳③ 22 名
21 日：ニワ里カレッジ「入鹿切れ―語りと読み聞かせで学
ぶ―」
①中野包裕・さくらの里かたつむり・道家晴規・望月友恵・
山田久②ゆう友せいぶ（小牧市西部コミュニティセンター）
③ 42 名
22 日：しおんじやま学び場オンライン＆文化遺産の世界「小
さな展示館」再会企画「古墳の中心で、未来をさけぶ！～遺
跡で語るこれからの文化遺産～」参加
①服部哲也②八尾市立しおんじやま古墳学習館
28 日：【名古屋市】しだみゅー歴史講演会「装飾須恵器を楽
しむ」
①望月友恵②しだみゅー③ 71 名
29 日：猪之子座「年金トリオ一座公演」
①年金トリオ②堀部邸③ 47 名

7 月
1 日～ 8 月 31 日：企画展「古墳俳句展示」
①つれづれ句会②青塚古墳ガイダンス
5 日：【名古屋市】愛知県陶磁美術館コラボ企画「埴輪にお花」
②しだみゅー③ 40 名
11 日：ニワ里バスツアー「伊勢遺跡と大岩山銅鐸（近江路）」
②滋賀県守山市・野洲市　③ 17 名
15 日～ 8 月 31 日：企画展「なにが違うの？犬山市内で作
られた今と昔のお茶碗・お皿」
②青塚古墳ガイダンス
25 日：出前授業「青塚古墳についての学習会と折り紙ワー
クショップ」
①望月友恵・兼松泰弘②楽田児童センター③ 7 名
25 日：小学校教師巡見「名城＆断夫山」
①服部哲也②名古屋城、断夫山古墳③ 16 名
26 日：【名古屋市】しだみゅー歴史講演会「方形周溝墓から
みた朝日遺跡の方位観」
①白川美冬②しだみゅー③ 74 名
30 日：【名古屋市】しだみゅー子ども研究員養成講座
①服部哲也②しだみゅー③ 11 名

8 月
2 日：青塚古墳子ども学芸員「青塚古墳を見学しよう」
①望月友恵②青塚古墳③ 5 名
3 日：石上げ祭参加
②尾張冨士大宮浅間神社③ 15 名
6 日：【名古屋市】しだみゅー子ども研究員養成講座
①服部哲也②しだみゅー③ 11 名
10 日：ニワ里カレッジ
①伊藤佑真「犬山市の古代瓦とその周辺」・小出一麿「織豊
期城郭瓦を見る視点」②青塚古墳ガイダンス③ 14 名
20 日：青塚子ども教室「青塚古墳を見学しよう！」
①望月友恵②青塚古墳③ 7 名
23 日：【名古屋市】しだみゅー歴史講演会「令和の調査から
みえてきた弘法山古墳のすがた」
①小山奈津実②しだみゅー③ 80 名
24 日：青塚子ども教室「青塚古墳のミニチュア模型を作ろ
う！」
①兼松泰弘②青塚古墳③ 8 名
30 日：【名古屋市】夜の音楽会 in しだみ古墳群 7「天空のテ
ノール」
①包金鐘・伊藤明日香・石橋まり子・ウンドス②しだみゅー
③ 360 名

9 月
6 日：考古学落語会「桂九雀となごや西区の古代遺跡」
①桂九雀②名古屋市西文化小劇場③ 223 名
9 日～ 10 月 13 日：史楽座写真展
①中野耕司②青塚古墳ガイダンス
14 日：青塚古墳清掃ボランティア活動
①青塚古墳を見守る会共催②青塚古墳③ 26 名
19 日：小学校出前授業「楽田城を歩く」
①服部哲也・望月友恵②楽田小周辺③ 6 年生
23 日：マルシェ「犬山線ふれんず」出店
② Home ＆ nico ホール（江南市民文化会館）③ 60 名
27 日：考古学研究会東海例会への協賛
②名古屋大学
27 日：【名古屋市】しだみゅー歴史講演会「丹後における巨
大前方後円墳出現の過程」
①高野陽子②しだみゅー③ 93 名

10 月
4 日：青塚古墳子ども学芸員「犬山市内の古墳を見に行こう」
①望月友恵②東之宮古墳③ 9 名
4 日：青塚古墳墓前祭
①大縣神社②青塚古墳
８日：ニワ里バスツアー「「忍阪・磐余」巨石横穴式石室を巡る」
②奈良県桜井市③ 18 名
11 日：【名古屋市】しだみゅー史跡散策「南区の古墳と見晴
台遺跡」
①服部哲也②見晴台遺跡ほか③ 13 名

2025.4　2026.3

日にち：【委託市町村名】行事名・「タイトルなど」
①講師名（敬称略）　②開催場所　③参加者数

青色：ニワ里ねっと自主事業・共催・協力事業
茶色：文化遺産関連受託事業
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１
．
は
じ
め
に

木
曽
三
川
が
流
れ
落
ち
る
濃
尾
平
野
、

美
濃
・
尾
張
の
国
境
を
含
め
木
曽
川
の
流

れ
に
翻
弄
さ
れ
る
人
々
の
生
活
が
そ
こ
に

あ
る
。
そ
れ
は
現
在
の
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト

ル
地
帯
に
広
が
る
広
大
な
平
野
部
、
濃
尾

平
野
を
代
表
す
る
景
観
で
も
あ
っ
た
。
し

か
し
そ
の
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
生
き
た

先
人
た
ち
の
歴
史
を
紐
解
く
に
は
、
現
状

に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
点
で
資
料
不
足
と
言

え
よ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
歴
史
の
舞
台

と
し
て
度
々
登
場
し
、
重
要
な
場
面
と

し
て
描
か
れ
、
伝
承
が
生
み
出
さ
れ
て

き
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
も
あ

る
。
壬
申
の
乱
・
墨
俣
一
夜
城
な
ど
そ

の
代
表
的
な
出
来
事
で
あ
ろ
う
。
で
は

海
抜
ゼ
ロ
に
生
き
る
古
代
の
風
景
ま
で

遡
っ
て
行
く
と
、
ど
の
よ
う
な
景
色
が

見
え
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で

は
後
に
「
美
濃
国
安
八
郡
」・「
尾
張
国

海
部
郡
」
と
さ
れ
る
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト

ル
地
帯
を
一
つ
の
領
域
と
み
な
し
、
そ

の
具
体
像
を
整
理
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

対
象
と
す
る
時
代
は
、
こ
の
空
域
の
遺
跡

が
具
体
的
に
語
り
始
め
る
「
弥
生
時
代
末

期
か
ら
古
墳
時
代
」
に
絞
り
込
む
。
か
つ

て
こ
の
木
曽
三
川
が
流
れ
お
ち
、
伊
勢
湾

の
海
と
で
あ
う
場
面
に
広
大
な
湿
原
・
浅

瀬
を
交
え
た
海
が
広
が
っ
て
お
り
、
そ
れ

を
「
味
蜂
間
の
海
」
と
呼
ん
だ
経
緯
が
あ

り
（
赤
塚
１
９
９
２
）、
こ
こ
で
も
そ
れ

を
踏
襲
し
た
い
。
つ
ま
り
味
蜂
間
の
海
と

海
部
に
住
む
人
々
の
は
じ
ま
り
の
歴
史
で

も
あ
る
。

２
．
味
蜂
間
の
海

現
在
の
地
形
図
を
見
て
い
く
と
、
濃
尾

平
野
の
ど
真
ん
中
を
木
曽
本
流
が
流
れ
て

い
る
。
そ
の
西
に
は
長
良
川
が
、
そ
し
て

揖
斐
川
が
養
老
山
系
と
の
間
に
流
れ
る
。

木
曽
川
を
挟
ん
で
東
側
が
尾
張
国
で
あ
り

反
対
側
が
美
濃
国
と
な
る
。
木
曽
三
川
が

養
老
山
系
側
に
寄
り
添
う
の
は
濃
尾
平
野

の
成
り
立
ち
と
大
き
く
関
わ
り
、
養
老
断

層
よ
っ
て
創
り
出
さ
れ
た
景
観
と
評
価
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
木
曽
本
流
の
流
れ
が
今

日
の
姿
に
な
っ
て
い
く
の
は
天
正
地
震

（
天
正
13
年
）
と
天
正
期
の
洪
水
（
天
正

14
年
・
１
５
８
６
年
）
が
契
機
と
想
定
さ

れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
濃
尾
平
野
が

養
老
山
系
に
向
か
っ
て
大
き
く
傾
斜
す
る

地
形
に
応
じ
て
、
川
の
堆
積
を
伴
い
複
雑

な
地
形
を
形
作
っ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ラ
イ
ン
は
尾
張
国

津
島
か
ら
大
き
く
北
側
に
回
り
込
み
、
現

在
の
大
垣
市
南
部
に
い
た
る
も
湿
原
が
続

い
て
い
た
と
想
定
で
き
る
。
こ
の
伊
勢
湾

最
北
部
の
海
岸
風
景
は
大
き
く
二
つ
に
区

分
で
き
、
一
つ
は
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に

浮
か
ぶ
い
く
つ
か
の
微
高
地
、
浜
堤
を
含

め
た
景
観
を
「
シ
マ
」
と
呼
び
、
海
部

郡
南
部
に
広
が
る
。
今
ひ
と
つ
が
養
老

山
系
か
ら
大
垣
市
南
部
に
大
き
く
入
り

込
む
入
江
状
の
湾
が
存
在
し
、
こ
れ
を

味
蜂
間
の
海
と
呼
ん
だ
。
緩
慢
の
差
が

激
し
い
浅
瀬
や
湿
原
が
周
囲
に
大
き
く

広
が
っ
て
い
た
も
の
と
推
測
で
き
よ
う
。

こ
の
海
部
浜
堤
や
味
蜂
間
の
海
の
海
岸
部

を
復
元
す
る
に
は
、
こ
の
領
域
に
住
む

人
々
の
痕
跡
、
す
な
わ
ち
遺
跡
分
布
を
手

が
か
り
に
す
る
こ
と
に
よ
り
大
枠
が
見
え

て
く
る
。
同
時
に
こ
の
地
の
は
じ
ま
り
の

歴
史
を
ぼ
ん
や
り
と
で
は
あ
る
が
俯
瞰
で

き
る
。
こ
こ
で
は
具
体
的
に
弥
生
時
代
末

期
か
ら
古
墳
時
代
の
遺
跡
分
布
を
基
本
に

し
て
、
そ
の
手
が
か
り
か
ら
出
発
し
て
み

た
い
。

３
．
海
人
の
世
界

味
蜂
間
の
海
は
現
在
の
地
名
で
は
大

垣
市
・
養
老
町
・
輪
之
内
町
・
海
津

市
域
を
含
む
。
美
濃
国
と
し
て
は
多
藝

郡
・
安
八
郡
の
領
域
で
あ
り
、
海
津
市

が
所
属
す
る
石
津
郡
は
８
５
５
年
多
藝

郡
よ
り
、
ま
た
揖
斐
川
流
域
池
田
郡
は

安
八
郡
よ
り
、
遅
く
と
も
９
世
紀
初
頭

に
建
郡
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
所
監
修

１
９
８
９
）。
安
八
郡
は
味
蜂
間
評
よ
り

改
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
今
回
対
象

と
な
る
範
囲
は
多
藝
郡
・
安
八
郡
が
基

軸
で
あ
る
点
は
動
か
な
い
。
た
だ
し
多

藝
郡
域
は
養
老
山
系
か
ら
流
れ
落
ち
る

小
谷
に
よ
る
扇
状
地
形
の
連
続
が
基
本

で
あ
り
、
そ
の
風
景
は
趣
を
異
に
す
る
。

ま
た
味
蜂
間
の
海
の
東
側
は
尾
張
国
海
部

郡
が
広
が
っ
て
お
り
、
現
在
の
地
名
で
は

愛
西
市
・
津
島
市
・
あ
ま
市
域
を
中
心
と

し
、
そ
の
南
側
は
当
時
は
伊
勢
湾
が
広

が
っ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
伊
勢
湾
の
海
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
れ

ば
、
美
濃
国
安
八
郡
、
尾
張
国
海
部
郡
は

味
蜂
間
と
海
部
の
海

海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
と
し
て
の
古
代
の
風
景

Ｎ
Ｐ
О
法
人　

古
代
邇
波
の
里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

赤
塚
次
郎
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一
帯
と
し
て
ま
と
ま
り
あ
る
地
域
と
し
て

把
握
で
き
る
。
こ
こ
で
は
味
蜂
間
の
海
か

ら
海
部
「
シ
マ
」
津
島
に
い
た
る
伊
勢
湾

の
海
辺
地
域
を
「
海
人
の
世
界
」
と
し
て

話
を
進
め
て
い
き
た
い
。
東
端
は
庄
内
川

が
流
れ
込
む
清
須
市
域
と
し
、
因
み
に
名

古
屋
南
部
の
熱
田
台
地
や
ア
ユ
チ
潟
周
辺

は
台
地
面
と
小
河
川
が
入
り
込
む
段
丘
地

形
で
あ
り
、
別
の
括
り
が
必
要
（
土
器
様

式
の
差
を
含
む
）
と
考
え
こ
こ
で
は
除
外

す
る
。
そ
し
て
「
シ
マ
」
と
い
う
景
観
が

連
続
す
る
津
島
か
ら
清
須
に
か
け
て
は
伊

勢
湾
岸
の
浜
堤
列
上
の
微
高
地
と
想
定
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
観
点
か
ら
こ
こ
で
取
り

扱
う
「
海
人
の
世
界
」
は
、
干
満
の
差
が

激
し
い
湿
原
と
遠
浅
の
味
蜂
間
の
海
か
ら

浜
堤
列
に
割
拠
し
た
人
々
の
風
景
と
も
い

え
る
。
や
や
前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、

こ
こ
で
ま
ず
は
浜
堤
列
に
存
在
す
る
遺
跡

群
か
ら
そ
の
動
向
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

４
．
海
部
郡
浜
堤
列
の
遺
跡

図
１
か
ら
明
ら
か
の
よ
う
に
、
津
島
市

域
の
諸
桑
・
寺
野
遺
跡
か
ら
清
須
市
廻

間
遺
跡
に
か
け
て
の
弓
状
の
遺
跡
分
布

が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
浜

堤
列
上
に
点
在
す
る
遺
跡
群
で
あ
る
。

そ
の
中
で
ま
ず
は
拠
点
的
集
落
遺
跡
で

も
あ
る
津
島
市
寺
野
遺
跡
の
動
向
を
見

て
お
き
た
い
（
赤
塚
ほ
か
１
９
９
１
）。

こ
の
遺
跡
の
は
じ
ま
り
は
弥
生
時
代
中
期

前
半
、
た
だ
し
そ
の
動
き
は
明
ら
か
に
単

発
的
で
継
続
性
は
認
め
難
い
。
問
題
は
次

の
集
落
動
向
に
大
き
な
う
ね
り
が
存
在
す

る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
本
格
的
な
定
着

時
期
は
廻
間
式
期
に
あ
り
、
お
お
む
ね
廻

間
Ⅰ
式
期
を
起
点
に
大
き
く
遺
跡
が
展
開

す
る
。
そ
し
て
面
白
い
の
は
廻
間
Ⅲ
式
か

ら
松
河
戸
式
の
間
に
遺
物
が
希
薄
と
な

り
、
そ
の
後
再
び
人
々
が
も
ど
っ
て
く
る

の
が
お
お
む
ね
宇
田
Ⅱ
式
期
（
５
世
紀
後

半
）
と
な
る
。
さ
ら
に
再
び
空
白
期
を
経

て
８
世
紀
の
奈
良
時
代
に
寺
院
建
築
を
は

じ
め
と
す
る
律
令
期
の
集
落
が
成
立
す

る
。
最
後
に
12
世
紀
か
ら
14
世
紀
に
か
け

て
再
び
人
々
の
営
み
が
見
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
遺
跡
の
動
向
は
何
を
意
味
す
る
も
の

で
あ
る
の
か
が
大
変
興
味
深
い
。
遺
跡
の

繁
栄
と
解
体
・
消
失
を
繰
り
返
し
、
そ
の

画
期
と
な
る
時
代
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

こ
の
動
き
が
何
を
意
味
す
る
も
の
か
、

も
う
少
し
他
の
事
例
を
見
て
お
き
た
い
。

あ
ま
市
蜂
須
賀
遺
跡
（
旧
海
部
郡
美
和

町
）
で
は
、
ま
ず
最
古
の
資
料
は
や
は
り

弥
生
中
期
に
求
め
ら
れ
る
が
破
片
資
料
で

あ
り
単
発
的
な
動
き
と
い
え
よ
う
。
次
に

お
お
き
な
ま
と
ま
り
と
し
て
は
廻
間
Ⅰ

式
に
突
然
と
も
い
え
る
遺
物
の
集
中
が

見
ら
れ
る
。
こ
の
時
点
が
寺
野
遺
跡
を

含
め
て
本
格
的
な
集
落
遺
跡
と
し
て
の

は
じ
ま
り
と
位
置
付
け
て
よ
い
。
次
に

５
世
紀
後
半
に
新
た
な
ま
と
ま
り
が
見

ら
れ
、
空
白
域
を
経
て
８
世
紀
後
半
か

ら
９
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
遺
物
群
が

ま
と
ま
る
（
湯
浅
ほ
か
１
９
９
０
）。
蜂

須
賀
遺
跡
を
概
観
す
る
と
特
に
注
目
し

た
い
の
は
、
遺
跡
動
向
の
波
が
ほ
ぼ
寺

野
遺
跡
と
よ
く
似
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。

続
け
て
「
シ
マ
」
の
遺
跡
を
見
て
お
き

た
い
。
愛
西
市
東
西
野
遺
跡
（
旧
海
部

郡
佐
織
町
）
で
は
遺
物
の
中
核
は
廻
間

式
期
で
あ
り
、
や
は
り
廻
間
Ⅰ
式
前
半

期
に
一
つ
の
大
き
な
ま
と
ま
り
が
存
在

す
る
。
そ
の
後
は
８
・
９
世
紀
の
須
恵
器

類
の
出
土
時
点
に
ま
と
ま
り
が
存
在
す
る

（
岩
野
編
１
９
８
７
）。
こ
の
点
は
近
接

し
て
淵
高
廃
寺
が
存
在
し
、
そ
の
動
向
の

延
長
上
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
愛
西
市
定

納
遺
跡
（
旧
海
部
郡
八
開
村
）
で
は
、
こ

こ
で
も
同
じ
よ
う
に
廻
間
式
期
を
中
心
と

す
る
遺
物
群
が
見
つ
か
っ
て
い
る
も
の

の
、
散
見
で
き
る
範
囲
に
お
い
て
は
廻
間

Ⅱ
か
ら
Ⅲ
式
期
に
所
属
す
る
資
料
が
多

い
。
次
の
ま
と
ま
り
は
５
世
紀
後
半
ご
ろ

の
須
恵
器
・
埴
輪
類
の
一
群
で
あ
る
。
ま

た
近
接
す
る
小
判
山
遺
跡
で
は
松
河
戸

式
・
宇
田
式
期
の
資
料
が
目
立
ち
、
５
世

紀
後
半
か
ら
６
世
紀
の
須
恵
器
も
見
ら
れ

る
（
服
部
１
９
９
６
）。
こ
れ
ら
の
遺
跡

を
詳
細
に
比
較
し
て
い
く
と
遺
跡
単
位
で

微
妙
に
所
属
時
期
の
中
心
が
ブ
レ
る
可
能

性
も
指
摘
で
き
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
断

片
的
で
は
あ
る
が
、
遺
跡
動
向
と
し
て

の
大
枠
は
見
え
て
く
る
。
そ
こ
で
こ
こ

で
は
現
状
で
の
海
部
郡
浜
堤
列
の
遺
跡

を
以
下
の
よ
う
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。

１
：
海
部
郡
域
で
の
人
々
が
徘
徊
し

は
じ
め
る
「
は
じ
ま
り
」
は
弥
生
中

期
前
半
期
、
た
だ
し
単
発
的
で
定
住

性
は
低
い
。
そ
の
後
の
弥
生
後
期
に

は
ほ
と
ん
ど
遺
跡
が
確
認
で
き
な
い
。

２
：
最
も
盛
行
す
る
時
期
は
廻
間
式

期
。
古
墳
早
期
で
あ
る
廻
間
Ⅰ
式
前
半

期
に
一
つ
の
画
期
が
想
定
で
き
る
。
こ

れ
は
海
部
郡
浜
堤
列
の
遺
跡
に
ほ
ぼ
共

通
す
る
。
終
息
は
廻
間
Ⅲ
式
期
に
は

じ
ま
り
、
松
河
戸
式
の
４
世
紀
を
最

後
に
そ
の
後
に
空
白
域
が
存
在
す
る
。

３
：
５
世
紀
後
半
に
も
う
一
つ
の
画

期
が
見
ら
れ
、
そ
こ
で
は
土
師
器
に

加
え
て
須
恵
器
・
埴
輪
等
が
確
認
で

き
る
。
た
だ
そ
の
動
向
は
お
お
む
ね

６
世
紀
前
半
代
ま
で
で
収
束
す
る
。

４
：
８
・
９
世
紀
に
古
代
寺
院
の
造
営
を

含
め
て
地
域
開
発
の
動
き
が
認
め
ら
れ

る
。
古
代
寺
院
の
多
く
が
海
部
郡
浜
堤
列
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12

上
に
分
布
す
る
。
そ
れ
に
伴
う
「
街
道

（
東
海
道
）」集
落
が
整
え
ら
れ
て
い
く
。

以
上
の
特
徴
を
概
観
す
る
と
、
大
き
く
見

る
と
特
徴
２
・３
・４
の
三
つ
の
時
期
が
存

在
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
明
ら
か

に
集
落
が
途
切
れ
人
々
の
痕
跡
が
な
か
な

か
見
出
し
に
く
い
時
期
が
存
在
す
る
よ
う

だ
。
そ
の
空
白
時
期
を
ま
と
め
る
と
１
．

弥
生
時
代
後
期
（
山
中
式
期
）、
２
．
５

世
紀
前
半
（
宇
田
Ⅰ
式
期
）、そ
し
て
３
．

７
世
紀
代
が
見
え
て
く
る
。
こ
れ
は
何
を

意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

５
．
味
蜂
間
の
海
、
北
辺
の
遺
跡

次
に
も
う
一
つ
の
海
人
の
世
界
で
あ
る

「
味
蜂
間
の
海
」
海
岸
部
の
遺
跡
を
見
て

い
こ
う
。
ま
ず
周
辺
部
で
最
も
興
味
深
い

遺
跡
と
し
て
輪
之
内
町
四
郷
遺
跡
が
存
在

す
る
。
岐
阜
県
史
で
は
地
下
約
２
メ
ー
ト

ル
か
ら
多
く
の
遺
物
が
見
つ
か
っ
て
い
る

と
し
、
弥
生
後
期
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け

て
所
属
す
る
資
料
が
多
い
と
報
告
さ
れ
て

い
る
（
大
参
・
安
達
１
９
７
２
）。
遺
跡

の
概
要
を
出
土
遺
物
の
観
察
か
ら
見
て
い

く
と
、
ま
ず
１
）
廻
間
式
期
を
起
点
に

集
落
が
構
成
さ
れ
、
遺
物
の
出
土
が
多

い
。
次
に
２
）
５
世
紀
後
半
か
ら
６
世
紀

に
か
け
て
の
遺
物
群
で
ま
と
ま
る
。
須

恵
器
を
含
み
埴
輪
片
も
見
ら
れ
る
（
神

戸
・
浅
野
２
０
２
５
）。
因
み
に
高
蔵
式

の
甕
破
片
が
確
認
で
き
、
や
は
り
単
発
的

だ
が
弥
生
中
期
末
に
は
確
実
に
人
が
や
っ

て
き
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
た
。
す

る
と
海
部
郡
浜
堤
列
の
遺
跡
の
動
向
と
よ

く
似
た
動
き
が
読
み
取
れ
る
。
た
だ
細
か

く
見
て
い
く
と
、
例
え
ば
海
部
郡
浜
堤
列

で
は
「
埴
輪
」
片
の
多
く
が
尾
張
型
埴
輪

が
主
体
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
、
四
郷
遺
跡

で
は
異
な
る
製
作
技
法
が
認
め
ら
れ
る
な

ど
、
出
土
遺
物
の
型
式
・
存
続
時
期
な
ど

微
妙
に
異
な
る
。
こ
の
点
は
後
述
す
る
。

次
に
大
垣
市
米
野
遺
跡
で
あ
る
が
、
調
査

成
果
に
よ
れ
ば
以
下
の
よ
う
な
動
向
と
な

る
（
高
田
２
０
０
７
）。
大
溝
資
料
が
基

本
で
は
あ
る
が
、
廻
間
Ⅰ
式
後
半
か
ら
Ⅱ

式
前
半
期
を
中
心
と
し
て
、
山
中
式
に
遡

る
資
料
を
最
古
と
し
て
廻
間
Ⅲ
式
初
頭
段

階
で
終
焉
す
る
。
そ
の
後
の
遺
跡
動
向
に

つ
い
て
は
情
報
が
な
い
。
次
に
養
老
町
日

吉
遺
跡
は
象
鼻
山
古
墳
群
と
の
関
係
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
興
味
深
い
遺
跡
で
あ
る
。

調
査
成
果
に
よ
れ
ば
、
山
中
式
期
か
ら
は

じ
ま
り
廻
間
Ⅲ
式
に
お
い
て
終
焉
す
る

（
中
島
２
０
１
４
）。
環
濠
が
掘
削
さ
れ

た
山
中
Ⅱ
式
か
ら
廻
間
Ⅰ
式
期
に
か
け
て

が
集
落
の
中
心
と
な
る
よ
う
で
あ
り
、
河

道
の
動
き
と
と
も
に
遺
構
の
変
遷
が
興
味

深
い
。
日
吉
遺
跡
の
周
辺
に
は
多
く
の
遺

跡
が
点
在
し
、
古
墳
時
代
以
降
の
資
料
も

見
つ
か
っ
て
お
り
、
牧
田
川
流
域
の
遺
跡

動
向
と
し
て
改
め
て
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
ろ
う
。
さ
ら
に
近
年
調
査
さ
れ
た
養
老

町
明
徳
遺
跡
は
、
山
中
式
か
ら
は
じ
ま
る

集
落
遺
跡
で
廻
間
Ⅰ
式
後
半
期
を
中
心
と

し
、
や
は
り
廻
間
Ⅲ
式
初
頭
段
階
で
終
焉

す
る
（
澤
村
２
０
２
４
）。

６
．
味
蜂
間
・
海
部
の
海
人
集
落

さ
て
こ
の
よ
う
に
味
蜂
間
の
海
・
海

部
郡
浜
堤
列
を
め
ぐ
る
遺
跡
の
動
向
を

概
観
し
て
き
た
。
そ
こ
か
ら
見
え
て
き

た
風
景
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
そ
の
前
に
こ
の
地
に

は
じ
め
て
人
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
の
は
、
弥
生
時
代
中
期
で
あ
り

僅
か
で
は
あ
る
が
間
違
い
な
く
徘
徊
す

る
小
集
団
の
姿
が
見
え
隠
れ
す
る
。
た

だ
い
ず
れ
も
定
着
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

１
）
人
々
が
集
ま
り
何
ら
か
の
集
落
を

形
成
し
、
海
と
湿
原
の
空
域
を
生
業
と

し
た
生
活
が
本
格
化
し
た
の
は
、
間
違

い
な
く
廻
間
Ⅰ
式
期
（
２
世
紀
）
と
い

え
よ
う
。
こ
れ
を
「
味
蜂
間
・
海
部
の

海
人
集
落
Ⅰ
期
」
と
し
て
お
こ
う
。
も

う
少
し
詳
し
く
述
べ
れ
ば
山
中
Ⅱ
式
の

終
わ
り
頃
か
ら
廻
間
Ⅰ
式
の
初
頭
に
大

き
な
画
期
を
想
定
で
き
、
浜
辺
か
ら
や

や
内
陸
部
に
か
け
て
多
く
の
人
々
が
海

岸
部
で
動
き
始
め
て
い
た
事
が
わ
か
る
。

２
）
次
の
波
は
古
墳
時
代
中
期
後
半
、

５
世
紀
後
半
か
ら
６
世
紀
に
か
け
て

須
恵
器
の
出
土
が
増
加
す
る
。
こ
れ
を

「
味
蜂
間
・
海
部
の
海
人
集
落
Ⅱ
期
」

と
し
て
お
こ
う
。
こ
の
時
期
の
特
徴

は
小
破
片
で
は
あ
る
が
埴
輪
が
伴
う

点
に
あ
る
。
海
岸
部
で
の
古
墳
造
営

の
活
発
化
の
可
能
性
が
想
定
で
き
る
。

３
）
海
部
郡
浜
堤
列
に
お
い
て
は
第

三
波
と
し
て
古
代
寺
院
造
営
を
含
め

８
・
９
世
紀
の
動
き
が
読
み
取
れ
た
。

「
味
蜂
間
・
海
部
の
海
人
集
落
Ⅲ
期
」

し
か
し
「
味
蜂
間
の
海
」
周
辺
で
は

そ
の
よ
う
な
動
き
は
認
め
ら
れ
ず
、

こ
こ
で
は
第
三
波
は
存
在
し
な
い
。

以
上
の
視
点
か
ら
そ
の
意
味
す
る
も
の
を

読
み
取
っ
て
み
た
い
。
ま
ず
「
海
人
集
落

Ⅰ
期
」
は
す
で
に
指
摘
し
て
お
い
た
よ

う
に
弥
生
時
代
の
拠
点
的
集
落
が
こ
と

ど
と
く
解
体
し
は
じ
め
る
、
大
い
な
る

時
代
の
画
期
に
相
当
す
る
。
そ
の
象
徴

的
な
動
き
が
濃
尾
平
野
最
大
規
模
の
朝

日
遺
跡
の
終
焉
と
い
う
出
来
事
性
に
表

れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
主
要
な
要
因

に
長
周
期
変
動
期
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド

が
指
摘
さ
れ
西
暦
１
２
７
年
イ
ベ
ン
ト

を
契
機
に
時
代
が
大
き
く
動
き
始
め
る
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14

（
赤
塚
２
０
２
５
）。
ま
さ
に
味
蜂
間

の
海
・
海
部
郡
浜
堤
列
に
お
け
る
開
発

期
の
嚆
矢
は
こ
こ
に
求
め
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
そ
し
て
そ
の
大
き
な
要
因
が

気
象
変
動
に
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。

次
に
第
２
波
で
あ
る
味
蜂
間
・
海
部
の

「
海
人
集
落
Ⅱ
期
」。
こ
の
動
き
の
背
後

に
見
え
隠
れ
す
る
の
が
「
尾
張
氏
」
台
頭

の
歴
史
で
あ
る
。
名
古
屋
市
熱
田
断
夫
山

古
墳
の
造
営
に
至
る
新
た
な
集
団
の
活
躍

舞
台
と
し
て
「
尾
治
」
な
る
領
域
が
誕

生
す
る
時
期
と
呼
応
す
る
動
き
と
し
て

捉
え
な
の
す
こ
と
が
で
き
よ
う
（
赤
塚

１
９
９
６
）。
因
み
に
海
部
郡
浜
堤
列
の

海
人
集
落
に
点
在
す
る
埴
輪
は
ほ
ぼ
尾
張

型
埴
輪
と
想
定
で
き
る
が
、
味
蜂
間
の
海

に
面
し
た
四
郷
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
埴
輪

は
明
ら
か
に
異
な
る
。
外
面
大
き
く
粗
い

板
状
工
具
に
よ
る
調
整
痕
が
見
ら
れ
る
。

同
様
な
埴
輪
を
探
す
と
、
愛
西
市
川
田

遺
跡
や
諸
桑
遺
跡
（
木
川
・
蔭
山
ほ
か

２
０
０
２
）
で
も
見
ら
れ
、
あ
る
い
は
尾

張
型
埴
輪
が
流
入
す
る
先
行
事
例
と
し
て

把
握
で
き
る
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
第
２
波
の

中
で
尾
張
と
美
濃
の
領
域
を
分
け
る
志

向
性
を
生
ん
で
い
く
素
地
が
生
ま
れ
つ

つ
あ
る
と
推
測
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
し
て
第
３
波
が
海
部
郡
浜
堤
列
に
偏
る

点
は
こ
の
志
向
性
が
明
確
化
し
、
律
令
的

世
界
の
登
場
の
中
で
街
道
整
備
（
東
海

道
）
を
含
め
、
新
た
な
領
域
整
備
が
始

ま
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
あ
る
い
は

こ
の
時
点
で
國
・
郡
域
の
方
向
性
が
明
確

に
整
え
ら
れ
て
い
く
と
評
価
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
は
現
代
ま
で
引
き
継
が
れ
て

き
た
行
政
的
領
域
区
分
の
萌
芽
期
と
し
て

も
位
置
付
け
た
い
。

７
．
島
田
の
「
悪
神
」

と
こ
ろ
で
海
部
郡
浜
堤
列
上
に
大
変
興

味
深
い
文
化
遺
産
が
存
在
す
る
。
代
表
的

な
二
つ
の
前
期
古
墳
の
存
在
で
あ
る
。
一

つ
は
古
式
の
三
角
縁
神
獣
鏡
が
3
面
出
土

し
た
と
す
る
奥
津
社
古
墳
（
愛
西
市
）。

今
一
つ
は
約
80
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る

二
つ
寺
神
明
社
古
墳
（
あ
ま
市
）
で
あ

る
。
両
古
墳
と
も
周
囲
か
ら
「
味
蜂
間
・

海
部
の
海
人
集
落
Ⅰ
期
」
の
遺
物
・
遺
跡

の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
や
は
り
古
墳

造
営
は
廻
間
Ⅰ
式
期
か
ら
は
じ
ま
る
海
人

の
世
界
で
の
部
族
集
団
の
存
在
を
示
す
も

の
と
考
え
る
の
が
良
い
と
思
わ
れ
る
。
現

状
で
は
廻
間
Ⅰ
・
Ⅱ
式
に
遡
る
墳
墓
は

確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
遺
跡
の
動
向

か
ら
は
当
該
期
に
墳
丘
墓
の
造
営
が
始

ま
っ
て
い
る
点
は
容
易
に
推
察
で
き
よ

う
。
で
は
そ
の
ま
と
ま
り
あ
る
集
団
と

は
い
か
な
る
モ
ノ
た
ち
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
あ
る
興
味
深
い
「
反
乱
伝
承
」

の
存
在
が
気
に
掛
か
る
。
そ
れ
は
島
田

の
「
悪
神
」
荒
ぶ
る
神
の
存
在
で
あ
る
。

『
新
撰
姓
氏
録
』
に
よ
れ
ば
、 

成
務
天

皇
の
時
代
に
「
尾
張
国
島
田
の
上
下
二

県
」
に
「
荒
ぶ
る
悪
神
」
が
い
た
。
そ

こ
で
神
八
井
耳
命
の
五
世
孫
と
さ
れ
る

武
恵
賀
前
命
の
孫
、
仲
臣
子
上
（
な
か

の
お
み
こ
か
み
）
が
、
こ
の
悪
神
を
討

伐
し
た
。
そ
の
功
績
に
よ
り
、
仲
臣

子
上
は
「
島
田
臣
」
の
姓
を
賜
っ
た
。

こ
の
記
述
に
は
ま
ず
場
所
と
し
て
「
尾
張

国
島
田
」
が
登
場
す
る
。
島
田
と
は
尾
張

国
海
部
郡
島
田
郷
と
考
え
ら
れ
、
島
田
を

現
在
の
あ
ま
市
（
旧
七
宝
町
、
か
ら
美
和

町
付
近
）
か
ら
津
島
市
周
辺
に
比
定
す
る

こ
と
が
多
い
。
つ
ま
り
こ
こ
で
言
う
「
シ

マ
」
の
世
界
・
浜
堤
列
上
に
位
置
す
る
遺

跡
群
に
相
当
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な

い
。
そ
し
て
そ
こ
に
こ
こ
で
問
題
と
し
た

二
つ
の
前
期
古
墳
が
存
在
し
、
周
辺
に
は

「
海
人
集
落
Ⅰ
期
」の
遺
跡
が
展
開
す
る
。

次
に
「
上
下
二
県
」
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
海
部
郡
に
尾
張
国
邇
波
「
縣
主
」
と

と
も
に
そ
の
存
在
を
推
定
す
る
意
見
も
あ

る
（
福
岡
・
平
野
２
０
１
６
）、
い
ず
れ

に
し
ろ
古
墳
時
代
前
半
期
に
比
較
的
広
い

範
囲
の
枠
組
み
が
存
在
し
、
ま
と
ま
り

あ
る
地
域
が
形
作
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
可

能
性
が
推
定
で
き
る
。
す
る
と
そ
こ
に

現
存
す
る
二
つ
の
古
墳
を
上
下
二
県
の

範
囲
と
仮
定
す
る
と
、「
海
部
の
古
道
」

（
湯
浅
ほ
か
１
９
９
０
）
が
す
っ
ぽ
り
ハ

マ
る
範
囲
と
な
り
、
海
部
郡
域
の
中
核
的

遺
跡
群
が
そ
の
対
象
と
な
る
。
こ
こ
に

「
荒
ぶ
る
神
」
が
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

ア
ザ
カ
の
荒
ぶ
る
神
伝
承
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
、
反
乱
伝
承
に
登
場
す
る
悪
神

の
多
く
は
倭
王
権
か
ら
見
て
の
視
点
で

あ
り
、
地
域
か
ら
の
視
点
は
英
雄
伝
承

と
す
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
二
つ
の
古

墳
造
営
を
廻
間
Ⅲ
式
か
ら
松
河
戸
Ⅰ
式

の
間
と
想
定
す
る
事
が
可
能
で
あ
り
、

そ
の
被
葬
者
と
そ
の
仲
間
達
の
伝
承
を

伝
え
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
海
人

集
落
Ⅰ
期
の
大
き
な
動
向
の
最
後
に
古

墳
造
営
に
至
る
地
域
集
団
の
存
在
が
明

確
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
だ
が
そ

の
直
後
に
こ
こ
で
指
摘
し
た
よ
う
な
空
白

域
が
見
ら
れ
、
集
落
動
向
が
終
焉
す
る
。

で
は
悪
神
を
成
敗
し
島
田
臣
を
賜
っ
た
と

す
る
仲
臣
子
上
は
、
ど
の
よ
う
な
存
在
と

評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
奈
良
市
に

あ
る
「
嶋
田
神
社
」
は
、
こ
の
仲
臣
子

上
を
祀
り
、
悪
神
征
伐
の
伝
承
が
伝
わ

る
（
註
1
）。
し
か
し
周
辺
（
古
市
古
墳

群
）
に
古
墳
時
代
前
期
末
を
中
心
と
し
た
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大
型
墳
造
営
の
力
強
い
動
き
は
見
出
し

に
く
い
（
伊
達
宗
泰
１
９
７
２
）。
そ
こ

で
味
蜂
間
の
海
周
辺
の
古
墳
時
代
前
期
後

半
か
ら
の
大
型
墳
動
向
を
見
て
い
く
と
、

そ
の
最
深
部
と
な
る
大
垣
市
域
に
行
き
当

た
る
。
海
部
の
二
つ
の
前
期
古
墳
の
直
後

と
す
れ
ば
松
河
戸
Ⅰ
式
末
と
想
定
で
き
、

ほ
ぼ
同
期
の
昼
飯
大
塚
古
墳
も
射
程
内

に
な
る
。
す
る
と
造
営
に
至
る
大
型
墳

の
出
現
の
一
つ
の
出
来
事
性
の
中
に
仲

臣
を
登
場
さ
せ
て
も
良
い
か
も
し
れ
な

い
（
註
2
）。
ま
た
海
人
集
落
Ⅰ
期
の
終

焉
に
造
営
地
の
移
動
を
含
め
た
集
落
変

動
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

こ
の
段
階
、「
味
蜂
間
・
海
部
の
海
人
集

落
Ⅰ
期
」
は
味
蜂
間
の
海
か
ら
海
部
郡
浜

堤
列
の
空
域
は
、
ほ
ぼ
同
様
な
遺
跡
動
向

が
み
ら
れ
一
つ
の
ま
と
ま
り
あ
る
領
域
を

形
作
っ
て
い
た
と
想
定
で
き
よ
う
。
そ
し

て
次
の
段
階
「
海
人
集
落
Ⅱ
期
」
に
な
る

と
浜
堤
列
上
の
地
域
と
の
分
離
が
見
ら

れ
、
そ
の
方
向
性
上
に
浜
堤
列
上
が
尾

張
、
味
蜂
間
の
海
が
美
濃
域
と
い
っ
た
区

分
が
出
来
上
が
っ
て
い
っ
た
も
の
と
推
定

し
た
い
。
そ
こ
に
新
た
な
路
（
東
海
道
整

備
）
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
明
確
に

遺
跡
動
向
が
異
な
っ
て
い
く
。
こ
の
方
向

性
を
形
作
っ
た
の
は
上
記
し
た
よ
う
に
宇

田
Ⅰ
式
以
降
に
動
き
を
加
速
す
る
「
尾
張

氏
」
の
台
頭
と
深
く
関
わ
る
出
来
事
で
あ

り
、
そ
の
開
発
史
の
一
コ
マ
と
あ
ら
た
め

て
評
価
し
て
お
き
た
い
。

８
．
気
象
変
動

最
後
に
こ
の
空
域
に
、
集
落
動
向
が
見

え
に
く
く
な
る
空
白
時
期
に
つ
い
て
ま
と

め
て
お
き
た
い
。
大
き
く
分
け
る
と
３
つ

の
時
期
が
存
在
し
た
。
１
．
弥
生
時
代
後

期
（
山
中
式
期
）、２
．
５
世
紀
前
半
（
宇

田
Ⅰ
式
期
）、
そ
し
て
３
．
７
世
紀
代
。

ま
ず
弥
生
時
代
後
期
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

濃
尾
平
野
弥
生
時
代
中
期
末
に
勃
発
し
た

大
洪
水
が
想
定
で
き
る
。
尾
張
部
に
お
い

て
も
高
蔵
式
末
期
に
洪
水
性
の
堆
積
層
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
拠
点
遺
跡
の
朝
日
遺

跡
の
集
落
景
観
を
一
変
さ
せ
た
。
そ
の
後

の
山
中
式
期
の
集
落
遺
跡
動
向
は
、
極

め
て
小
規
模
分
散
的
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
海
部

の
海
人
集
落
に
お
い
て
も
定
着
に
至
ら

ず
、
徘
徊
す
る
断
片
的
な
人
の
動
き
に
と

ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。
木
曽
三
川
が
流
れ
込
む
低
湿
地
帯
に

お
い
て
は
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
閉
塞
感
を
打
ち

破
っ
た
の
が
１
２
７
年
の
洪
水
イ
ベ
ン

ト
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
弥
生
社
会

か
ら
脱
却
し
、
多
様
な
集
落
形
態
と
新

し
い
枠
組
み
を
模
索
す
る
力
強
い
動
き

が
お
お
き
な
う
ね
り
と
な
り
、
海
人
の

世
界
に
も
大
き
な
動
き
が
お
と
ず
れ
た
。

次
に
二
つ
目
の
５
世
紀
前
半
（
宇
田
Ⅰ
式

期
）
に
つ
い
て
。
木
曽
本
流
域
お
よ
び
庄

内
川
水
系
に
お
い
て
広
域
に
洪
水
性
砂
堆

積
が
認
め
ら
れ
る
現
象
が
各
地
で
確
認
さ

れ
て
い
る
。「
大
毛
池
田
層
」
と
呼
ん
だ

洪
水
堆
積
層
の
存
在
で
あ
る
。
大
毛
池
田

遺
跡
で
確
認
さ
れ
た
出
来
事
は
、
松
河
戸

Ⅱ
式
後
半
期
の
土
器
群
を
埋
め
尽
く
す
砂

層
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
砂
層
は

松
河
戸
Ⅱ
式
２
段
階
に
勃
発
し
た
洪
水
層

と
想
定
し
た
（
赤
塚
２
０
２
１
）。
尾
張

低
地
部
で
は
そ
の
後
、
各
地
で
の
集
落
動

向
が
ほ
ぼ
消
失
し
、
再
び
開
発
の
手
が
及

び
始
め
る
の
が
律
令
期
に
な
っ
て
か
ら
で

あ
っ
た
。
味
蜂
間
の
海
人
集
落
Ⅱ
期
ま
で

の
空
白
域
は
こ
う
し
た
災
害
か
ら
克
服
す

る
復
興
へ
の
道
の
り
と
想
定
で
き
よ
う
。

最
後
に
７
世
紀
代
に
つ
い
て
。
６
世
紀
後

半
段
階
か
ら
７
世
紀
に
か
け
て
や
は
り
集

落
・
遺
物
が
認
め
ら
れ
な
く
な
る
。
６

世
紀
後
半
か
ら
７
世
紀
は
継
体
・
欽
明

朝
か
ら
推
古
天
皇
の
時
期
で
、
い
わ
ゆ

る
「
飛
鳥
寒
冷
期
」
に
相
当
す
る
。
６

世
紀
代
は
気
象
変
動
期
で
あ
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
き
た
（
中
塚
２
０
２
４
）。

災
害
が
多
発
し
や
は
り
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー

ト
ル
地
帯
に
は
、
大
き
な
影
響
が
あ
っ

た
と
類
推
で
き
よ
う
。
や
が
て
寒
冷
化

が
治
り
や
や
温
暖
化
に
向
か
う
時
期
が

古
代
寺
院
造
営
に
象
徴
さ
れ
る
８
・
９
世

紀
の
動
き
と
し
て
「
海
人
集
落
Ⅲ
期
」

が
存
在
す
る
。
た
だ
第
三
波
は
海
部
郡

浜
堤
列
で
は
顕
著
で
あ
っ
た
が
、
味
蜂

間
の
海
沿
岸
部
に
は
見
ら
れ
な
い
動
き

で
も
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
留
意
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
第
三
波
の
直
前
に
歴
史
的
事
件

が
起
こ
る
。
６
７
２
年
の
壬
申
の
乱
。
当

地
域
が
そ
の
初
戦
に
お
け
る
舞
台
と
な

る
。
大
海
人
皇
子
に
よ
る
事
件
勃
発
時
に

お
け
る
重
要
な
場
所
と
し
て
「
安
八
磨
郡

湯
沐
」
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
湯
沐

令
の
多
品
治
に
兵
を
挙
げ
て
不
破
道
を
塞

ぐ
こ
と
に
よ
り
大
海
人
皇
子
の
戦
略
が
大

き
く
動
き
始
め
る
。
で
は
安
八
磨
郡
湯
沐

は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
。
諸
説
あ
る
が
お

お
む
ね
安
八
郡
全
域
を
基
軸
に
想
定
す
る

事
が
多
い
（
八
賀
2
0
0
8
）。
と
こ
ろ

が
味
蜂
間
の
海
、
海
岸
部
で
は
、
こ
の
時

期
ほ
と
ん
ど
遺
跡
の
動
向
が
見
出
せ
な

い
。
た
だ
養
老
町
内
や
大
垣
市
域
北
部
で

は
海
人
集
落
Ⅲ
期
を
待
た
ず
に
遺
跡
の
動

き
が
確
認
で
き
る
。
環
境
変
動
が
治
り
新

た
な
集
落
遺
跡
の
動
き
、
復
興
に
向
か
う

時
期
、
歴
史
を
動
か
す
事
件
の
渦
中
に
遭

遇
し
た
人
々
は
新
し
い
時
代
を
い
ち
早
く
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予
見
し
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
渦
中
の
遺

跡
が
ど
こ
で
あ
る
の
か
、
ま
た
登
場
す
る

兵
や
英
雄
た
ち
の
動
き
な
ど
一
気
に
凄
ま

じ
い
勢
い
で
新
し
い
方
向
性
が
整
え
ら
れ

て
い
く
。
そ
の
風
景
は
海
部
郡
浜
堤
列
の

「
東
海
道
」
と
、
味
蜂
間
の
海
を
迂
回
す

る
こ
と
が
な
い
新
た
に
整
備
さ
れ
た
、「
不

破
道
（
東
山
道
）」
に
象
徴
さ
れ
る
大
規

模
な
官
衙
・
集
落
遺
跡
の
動
き
と
ま
さ
に

連
想
す
る
歴
史
的
出
来
事
で
も
あ
る
。

【
註
】

1
）
嶋
田
神
社
に
つ
い
て
は
奈
良
県
史
に
記
述
が
あ

る
が
、
想
定
の
域
を
で
な
い
（
宮
坂
敏
和
１
９
８
９

「
神
社
解
説
」『
奈
良
県
史
』
５
神
社
）。
ま
た
古
市

の
石
立
神
社
と
の
関
係
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
吉
田

東
伍
１
９
６
９『
増
補
大
日
本
地
名
辞
典
』第
２
巻
）。

嶋
田
神
社
が
存
在
す
る
奈
良
市
古
市
・
八
島
に
は
古

墳
時
代
前
期
末
ご
ろ
の
古
墳
が
存
在
す
る
。
例
え
ば

画
文
帯
神
獣
鏡
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
る
古
市
方
形

墳
が
最
も
興
味
深
い
存
在
と
思
わ
れ
る
が
、
大
型
墳

を
含
め
た
継
続
す
る
造
営
内
容
と
は
言
い
難
い
。

 

２
）
６
７
２
年
壬
申
の
乱
が
勃
発
し
、
重
要
な
場
所

と
し
て
「
安
八
磨
郡
湯
沐
」
が
あ
る
。
そ
こ
を
管
理

運
営
し
て
い
た
の
が
多
品
治
。
多
氏
で
あ
る
が
、
そ

も
そ
も
な
ぜ
そ
う
な
の
か
は
問
題
で
も
あ
る
。
し
か

し
こ
の
出
来
事
以
前
に
、
早
く
か
ら
仲
臣
子
上
の
物

語
が
後
の
海
部
郡
域
や
大
垣
市
域
に
根
付
い
て
い
た

と
し
た
ら
、「
多
朝
臣
同
祖
」
と
い
う
視
点
が
関
係

付
け
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

【
参
考
文
献
】

大
参
義
一
・
安
達
厚
三
１
９
７
２
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４
章 
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２

所
三
男
監
修
１
９
８
９
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史
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系
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０
「
蜂
須

賀
遺
跡
と
「
海
部
の
古
道
」」『
考
古
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

１　

愛
知
考
古
学
談
話
会

赤
塚
次
郎
・
石
黒
立
人
・
宮
腰
健
司
・
城
ケ
谷
和
広
・

池
本
正
明
１
９
９
１
「
寺
野
遺
跡
の
出
土
遺
物
に
つ

い
て
」『
考
古
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
２
愛
知
考
古
学
談

話
会

赤
塚
次
郎
１
９
９
２
「
海
部
郡
と
三
河
湾
の
考
古
学
」

『
伊
勢
と
熊
野
の
海
』
海
と
列
島
文
化
８
小
学
館

服
部
元
之
１
９
９
６
「
第
７
編
考
古
」『
八
開
村
史
』

資
料
編
２

赤
塚
次
郎
１
９
９
６
「
断
夫
山
古
墳
と
伊
勢
の
海
」

『
伊
勢
湾
と
古
代
の
東
海
』
古
代
王
権
と
交
流
４　

名
著
出
版

木
川
正
夫
・
蔭
山
誠
一
ほ
か
２
０
０
２
『
川
田
遺

跡
』
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第

１
０
３
集

高
田
康
成
編
２
０
０
７
『
米
野
遺
跡
』
大
垣
市
埋
蔵

文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書 
第
17
集

八
賀　

晋
２
０
０
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郡
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究
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史
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史
編
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赤
塚
次
郎
２
０
２
１
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大
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田
層
と
５
世
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景
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波
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８
号　

Ｎ
Ｐ
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人
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波
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・
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産
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ッ
ト
ワ
ー
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一
郎
２
０
２
４
『
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徳
遺
跡
』
岐
阜
県
文
化

財
保
護
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
１
６
６
集

中
塚　

武
２
０
２
４
「
律
令
制
の
成
立
と
解
体
の
背
景

と
し
て
の
気
象
変
動
」『
天
変
地
異
と
病
』
岩
波
書
店

赤
塚
次
郎
２
０
２
５
「
濃
尾
平
野
・
２
世
紀
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集
落

ス
ト
ー
リ
ー
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邇
波
』
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究
紀
要
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Ｐ
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人
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代
邇
波
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戸
孝
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鳶岩

箕岩

図1『尾張名所図会後編六』
（愛知県図書館デジタルアーカイブより）

図２ 大洞池周辺地図
　　（国土地理院電子国土webに加筆）

写真１　地点A「箕岩」か？写真２　地点B「鳶岩」か？（左上に一部拡大）

17 研究紀要「邇波」第１３号

歴
史
好
き
の
方
で
あ
れ
ば
、一
度
は『
尾

張
名
所
図
会
』（
以
下
名
所
図
会
）
の
挿

絵
を
目
に
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
名
所
図
会
は
、
江
戸
時
代
末

か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
編
纂
さ
れ
た
、

名
勝
や
神
社
仏
閣
な
ど
を
挿
絵
と
と
も
に

紹
介
す
る
尾
張
地
方
の
地
誌
で
あ
る
。
現

代
で
い
え
ば
、
絵
付
き
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
よ
う
な
も
の
だ
。
丹
羽
郡
が
収
容
さ
れ

て
い
る
後
編
は
明
治
13
（
1
8
8
0
）
年

に
刊
行
さ
れ
た
。

さ
て
、
名
所
図
会
の
挿
絵
は
細
部
に
至

る
ま
で
丁
寧
に
描
写
さ
れ
て
お
り
、
く
ず

し
字
を
解
読
で
き
な
い
筆
者
の
よ
う
な
者

で
あ
っ
て
も
、
当
時
の
様
子
を
想
像
し
て

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
書
物
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
も
何
度
か
名
所
図
会
に
描
か
れ
た

風
景
を
訪
ね
歩
い
て
き
た
が
、
今
回
は

「
鳶と

び
い
わ岩

」「
箕み

い
わ岩

」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て

い
る
奇
岩
を
ニ
ワ
里
ね
っ
と
の
服
部
哲
也

さ
ん
と
探
し
歩
い
た
記
録
を
報
告
す
る
。

「
鳶
岩
」「
箕
岩
」の
項
は
、「
善
師
野
驛
」

の
項
の
後
に
、
以
下
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

同
村
街
道
の
側
に
あ
り　

共
に
形
ち

を
も
て
名
づ
く　

行
人
杖
を
と
ど
め

て
奇
観
と
せ
り

善
師
野
村
周
辺
の
木
曽
街
道
沿
い
に
あ

り
、
人
々
が
わ
ざ
わ
ざ
足
を
止
め
て
眺
め

る
ほ
ど
の
岩
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

挿
絵
を
見
る
と
、「
箕
岩
」
は
道
沿
い
に

そ
び
え
立
ち
、
岩
の
中
ほ
ど
に
は
観
音
像

の
よ
う
な
も
の
も
描
か
れ
て
い
る
。
一

方
、「
鳶
岩
」
は
道
か
ら
外
れ
た
後
方
の

山
頂
に
描
か
れ
て
い
る
（
図
１
）。

し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
奇
岩
は
、
現
在

で
は
名
所
と
し
て
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い

な
い
。さ
て
、ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
「
箕
岩
」
に
つ
い
て
は
、
善
師
野

宿
か
ら
木
曽
街
道
を
北
上
し
、
大
洞
池
の

手
前
に
あ
る
大
岩
が
該
当
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
（
図
２
地
点
A
）。
名
所
図
会

の
挿
絵
と
比
較
し
て
み
る
と
、
林
立
す
る

樹
木
が
松
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
点
を
除

け
ば
、
ほ
ぼ
往
時
の
風
景
が
そ
の
ま
ま
残

さ
れ
て
い
る
。
今
に
も
荷
物
を
担
い
だ
旅

人
が
坂
を
登
っ
て
き
そ
う
な
雰
囲
気
だ
。

で
は
、「
鳶
岩
」
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

絵
図
で
は
、こ
の「
箕
岩
」の
左
後
方
に「
鳶

岩
」
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
樹
木

が
繁
茂
し
て
お
り
、
街
道
か
ら
岩
を
確
認

す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

「
鳶
岩
」
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
地
点
に

直
接
足
を
運
ん
で
み
る
こ
と
に
し
た
。
無

論
、
明
確
な
道
は
な
く
、
薮
を
掻
き
分
け

て
進
む
こ
と
に
な
っ
た
が
、
ピ
ー
ク
ま
で

登
る
と
「
鳶
岩
」
で
あ
っ
た
可
能
性
の
高

い
岩
盤
の
露
頭
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

た
（
図
２
地
点
B
）。
周
囲
の
木
々
が
な

け
れ
ば
街
道
か
ら
も
見
え
た
で
あ
ろ
う
。

皆
さ
ん
も
『
尾
張
名
所
図
会
』
を
片
手

に
、
往
時
の
風
景
を
訪
ね
歩
い
て
み
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

『
尾
張
名
所
図
会
』
に
描
か
れ
た
「
鳶と
び
い
わ岩

」「
箕み
い
わ岩

」
を
訪
ね
て

Ｎ
Ｐ
О
法
人　

古
代
邇
波
の
里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

望
月　

友
恵



図１　分布図記載古墳と新規推定古墳の位置
　　　(県遺跡分布地図に加筆)

図２　善師野１号墳の可能性ある地点
　　　(マップあいちに加筆)
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１
．
は
じ
め
に

N
P
O
法
人
ニ
ワ
里
ね
っ
と
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ

り
、
新
た
な
古
墳
の
発
見
や
そ
の
可
能
性

あ
る
地
点
の
指
摘
を
重
ね
て
き
た
。
ま

た
、
先
人
が
古
墳
や
そ
の
可
能
性
を
指
摘

し
な
が
ら
も
、
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
と
し

て
記
さ
れ
な
か
っ
た
が
た
め
に
、
忘
れ
去

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
地
点
に
つ
い
て
も

確
認
踏
査
を
進
め
て
い
る
（
文
献
１
～

４
）。近

年
、
愛
知
県
内
の
微
地
形
図
（
赤
色

立
体
地
図
）
が
閲
覧
で
き
る
こ
と
と
な
っ

た
（
註
1
）。
や
み
く
も
に
歩
き
回
る
こ

と
な
く
、
微
地
形
の
「
あ
や
し
い
」
地
点

を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
検
討
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
の
で
あ
り
、
早
速
、
赤
色
立

体
地
図
を
活
用
し
て
現
地
踏
査
を
会
員
諸

氏
と
進
め
て
い
る
。
今
回
は
そ
の
一
端

を
、
①
「
県
遺
跡
地
図
」
に
記
載
さ
れ
て

い
る
が
内
容
不
明
な
古
墳
、
②
今
回
新
規

に
可
能
性
を
指
摘
す
る
古
墳
、
③
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
な
が
ら
「
県
遺
跡
地

図
」
に
は
未
記
載
な
古
墳
の
、
3
つ
に
分

け
て
結
果
を
報
告
し
た
い
。

２
．
「
県
遺
跡
地
図
」
に
記
載
さ
れ
て
い

る
が
内
容
不
明
な
古
墳

善
師
野
1
号
墳（
犬
山
市
善
師
野
小
野
洞
）

包
蔵
地
名
「
善
師
野
1
号
墳
」
は
、

現
在
大
平
山
南
東
麓
の
谷
地
形
の
地
点

に
マ
ー
ク
さ
れ
、「
所
在
地
：
善
師
野
字

伏
屋　

現
況
：
山
林　

遺
物
：
家
型
石

棺　

包
蔵
地
概
要
：
円
墳
」
と
な
っ
て
い

る
（
図
１
の
6
地
点　

註
2
）。
過
去
、

分
布
図
の
ド
ッ
ト
地
点
を
現
地
踏
査
し

た
が
、
そ
の
周
辺
に
古
墳
は
確
認
で
き

な
か
っ
た
（
文
献
2
）。
今
回
あ
ら
た
め

て
赤
色
立
体
図
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
県

分
布
図
の
ド
ッ
ト
地
点
か
ら
西
へ
１
８
０

ｍ
ほ
ど
の
場
所
に
１
辺
10
ｍ
ほ
ど
の
方
形

状
の
高
ま
り
を
確
認
し
た
（
図
1
の
Ａ
地

点
）。
地
形
的
に
は
大
平
山
尾
根
か
ら
南

に
延
び
る
枝
尾
根
上
に
立
地
し
、
分

布
図
に
記
さ
れ
た
地
点
が
谷
地
形
で

あ
る
の
に
比
し
て
、
古
墳
築
造
選

地
に
は
ふ
さ
わ
し
く
感
じ
ら
れ
る

の
で
、
現
地
を
踏
査
し
た
。
標
高

１
４
５
ｍ
。
座
標
値
は
東
経
１
３
６

度
58
分
1
４
・７
５
２
秒
北
緯
35
度

23
分
２
８
・９
７
秒
で
あ
る
。

訪
れ
た
現
地
は
1
ｍ
ほ
ど
の
高
ま

り
で
あ
り
、
西
側
と
北
側
に
は
人
工

的
な
石
積
み
が
あ
っ
た
。
石
積
み
は

人
頭
大
ほ
ど
の
角
の
あ
る
チ
ャ
ー
ト

が
多
く
、
や
や
直
線
的
に
積
ま
れ
て

い
る
た
め
方
形
壇
状
と
な
っ
て
い

る
。
た
だ
し
、
古
墳
に
伴
う
葺
石
や

根
巻
き
石
と
判
断
す
る
に
は
至
ら
な

い
。
中
央
付
近
に
は
1
ｍ
ほ
ど
の
大

き
さ
の
チ
ャ
ー
ト
が
あ
る
。
他
の
石

と
組
ま
れ
て
い
る
様
子
は
確
認
で
き

ず
、
石
室
構
築
材
の
一
部
か
ど
う
か

は
わ
か
ら
な
い
。
さ
ら
に
地
下
に
同

様
の
石
材
の
存
在
も
確
認
で
き
な

か
っ
た
。
ま
た
、
北
か
ら
の
尾
根
と

高
ま
り
と
の
間
に
、
堀
割
状
の
も
の

は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、『
地
歴

学
報
』（
文
献
7
）
に
記
載
さ
れ
て

い
る
大
平
山
４
号
墳
は
、
善
師
野
1

号
墳
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

「
大
平
山
南
側
の
中
腹
に
位
置
し
。

赤
色
立
体
地
図
を
活
用
し
た
「
邇
波
」
エ
リ
ア
の
古
墳
踏
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
新
発
見
と
再
検
討
―

Ｎ
Ｐ
О
法
人　

古
代
邇
波
の
里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

服
部
哲
也
・
近
藤
健
一
・
横
井
誠



図３　地図に記載の古墳と新規古墳の位置
　　　(『羽黒村全図』に加筆)

図４　外山地区、古墳の可能性ある位置
　　　(マップあいちに加筆)

・ （
マ
マ
）
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石
棺
の
一
部
と
思
わ
れ
る
石
が
露
出
し
て

い
る
」
と
あ
る
。
石
棺
と
す
れ
ば
麓
の
善

師
野
で
産
す
る
凝
灰
質
砂
岩
製
と
考
え
ら

れ
る
が
、
現
地
に
同
質
の
石
材
は
確
認
で

き
な
か
っ
た
。

結
果
、
今
回
の
踏
査
で
は
、
古
墳
と
認

定
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
古

墳
の
可
能
性
は
残
し
て
お
き
、
今
後
も
位

置
が
不
明
で
あ
る「
善
師
野
1
・２
号
墳
」

の
調
査
を
継
続
し
た
い
。　

３
．
今
回
新
規
に
可
能
性
を
指
摘
す
る
古
墳

外
山
地
区
の
古
墳
（
犬
山
市
羽
黒
外
山
）

犬
山
市
羽
黒
字
外
山
地
区
は
、
尾
張
富

士
か
ら
北
西
に
延
び
る
丘
陵
の
端
に
あ
た

る
。
地
区
よ
り
東
側
は
、
県
道
１
８
８
号

線
と
開
発
さ
れ
た
大
規
模
団
地
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
島
状
に
残
さ
れ
た
森
の
よ
う

な
景
観
と
な
っ
て
い
る
。
外
山
地
区
内
に

は
、
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
と
し
て
登
録
さ

れ
て
い
る
古
墳
は
無
い
が
、『
羽
黒
村
全

図
』（
文
献
8
）に
は
、現
在
住
宅
地
に
な
っ

て
い
る
辺
り
に
３
つ
の
古
墳
の
印
が
あ
る

（
図
３
の
古
墳
と
し
た
地
点
）。
ま
た
、

『
遺
跡
分
布
調
査
報
告
―
尾
張
編
―
』（
文

献
9
）
に
は
「
戸
山
古
墳
」
の
遺
跡
名
と

「
羽
黒
小
学
校
調
査
」
の
記
載
が
あ
り
、

さ
ら
に
名
古
屋
市
博
物
館
に
は
「
犬
山
市

羽
黒
外
山
出
土
の
金
環
1
点
」
が
「
水
野

茂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
寄
贈
収
蔵
さ

れ
て
い
る
（
文
献
10
）。
こ
れ
ら
の
地
点

が
今
回
踏
査
の
地
点
と
一
致
す
る
か
は
確

認
で
き
な
い
が
、
地
区
内
に
古
墳
が
あ
っ

た
こ
と
は
認
め
て
よ
か
ろ
う
。

外
山
地
区
で
は
、
以
前
の
踏
査
に
よ

り
、
地
区
北
側
の
稲
荷
の
祠
が
建
つ
地
点

を
石
材
が
抜
き
取
ら
れ
た
古
墳
の
可
能
性

が
あ
る
と
マ
ー
ク
し
て
い
た
（
図
３
の
Ａ

地
点
）。
今
回
、
赤
色
立
体
図
で
注
目
し

た
の
は
稲
荷
の
祠
が
建
つ
地
点
か
ら
南
西

へ
約
40
ｍ
の
地
点
で
、
南
斜
面
が
大
き

く
土
取
り
さ
れ
た
崖
面
に
接
し
た
地
点

（
図
３
の
Ｂ
地
点
）
と
な
る
。
標
高
は

70
ｍ
ほ
ど
、
座
標
値
は
東
経
１
３
６
度

５
７
分
５
８
・
4
5
9
秒 

北
緯
35
度
21
分

０
３
・
５
６
２
秒
で
あ
る
。
現
地
は
直
径

約
20
ｍ
、
高
さ
１
ｍ
ほ
ど
の
円
形
盛
土
が

あ
り
、
盛
土
中
央
か
ら
南
へ
は
大
き
な
抉

れ
が
あ
る
。
そ
の
落
ち
込
み
は
、
幅
2
ｍ

強
、
長
さ
5
ｍ
に
も
及
び
、
横
穴
式
石
室

の
石
材
を
抜
き
取
っ
た
痕
跡
の
よ
う
に
見

え
る
。
石
室
石
材
の
抜
き
取
り
痕
と
仮
定

す
れ
ば
、南
に
開
口
（
Ｓ
―
10
度 

―
Ｅ
）

し
た
横
穴
式
石
室
を
想
定
で
き
よ
う
が
、

周
辺
に
石
材
に
あ
た
る
よ
う
な
石
は
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
。
盛
土
の
周
囲
は
窪
地
と

な
っ
て
お
り
、
特
に
北
側
は
明
ら
か
に
人

工
的
な
掘
削
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
円

形
に
丘
陵
を
カ
ッ
ト
し
て
幅
3
ｍ
ほ
ど
の

周
溝
を
巡
ら
せ
た
も
の
と
推
測
す
る
。
葺

石
や
そ
の
ほ
か
古
墳
に
か
か
わ
る
よ
う
な

遺
物
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
当
地
点

は
、
横
穴
式
石
室
石
材
の
抜
き
取
ら
れ
た

古
墳
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
判
断
す

る
。な

お
、『
羽
黒
村
全
図
』
に
記
さ
れ
た

3
つ
の
古
墳
地
点
は
、
現
在
の
宅
地
造
成

さ
れ
た
場
所
で
あ
り
造
成
に
伴
っ
て
消
滅

し
た
可
能
性
が
あ
る
。
と
す
れ
ば
南
斜
面

に
数
基
が
群
を
成
し
て
い
た
こ
と
と
な

る
。
赤
色
立
体
地
図
の
検
討
で
も
、
古
墳

の
可
能
性
を
指
摘
し
た
Ｂ
地
点
北
東
や
北

西
隣
接
地
に
は
、
わ
ず
か
な
マ
ウ
ン
ド
に

見
え
る
地
点
も
あ
り
、
同
地
区
内
で
の
埋

も
れ
た
古
墳
へ
の
注
意
は
継
続
し
て
必
要

で
あ
ろ
う
。

羽
黒
根
比
敷
の
古
墳
（
犬
山
市
羽
黒
根
比

敷
）明

治
村
駐
車
場
よ
り
北
西
に
向
か
う
谷

地
形
は
、
根
比
敷
川
（
半
ノ
木
川
へ
流

れ
、
五
条
川
へ
と
つ
な
が
る
）
の
は
じ
ま

り
で
あ
り
、
上
流
か
ら
朝
日
池
・
空
池
・

中
池
・
根
比
敷
池
と
た
め
池
が
江
戸
時
代

か
ら
連
続
し
て
築
か
れ
て
い
る
。
赤
色

立
体
地
図
に
て
円
形
の
盛
土
を
朝
日
池

の
南
東
60
ｍ
に
確
認
し
た
（
図
5
）。
標

高
１
０
０
ｍ
。
座
標
値
は
東
経
１
３
６



図５　根比敷地区、古墳の可能性ある位置
　　　(マップあいちに加筆)

図６　「今井道」と古墳 (国土地理院　明治地形図に加筆)

20

度
59
分
０
１
・９
１
１
秒 

北
緯
35
度
21
分

０
８
・
９
９
４
秒
で
あ
る
。
地
図
の
上
で

は
、
池
と
同
様
な
低
地
立
地
に
見
え
た

め
、
古
墳
の
築
造
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い

立
地
と
も
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、
現
地
で

真
っ
先
に
感
じ
た
こ
と
は
、
丘
陵
端
部
は

人
工
的
に
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
あ
ら
た
め
て
周
辺
の
地
形

を
確
認
す
れ
ば
、
他
の
枝
尾
根
が
た
め
池

群
の
際
ま
で
伸
び
て
い
る
の
に
対
し
て
、

こ
の
地
点
の
み
50
ｍ
ほ
ど
手
前
で
不
自
然

に
平
ら
な
低
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気

付
く
。
明
ら
か
に
丘
陵
端
部
を
カ
ッ
ト
し

て
50
ｍ
ほ
ど
の
平
地
を
造
成
し
、
そ
こ
に

直
径
20
ｍ
ほ
ど
の
円
形
盛
土
が
築
か
れ
た

と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
盛

土
を
巡
る
窪
地
も
認
め
ら
れ
、
葺
石
・
埴

輪
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
周
溝
を
伴

う
古
墳
で
あ
る
可
能
性
を
大
い
に
高
め
て

い
る
。

盛
土
中
央
に
は
４
ｍ
×
2
ｍ
、
深
さ
50

㎝
ほ
ど
の
落
ち
込
み
が
あ
り
、
軸
方
向
は

南
東
か
ら
北
西
（
Ｎ
―
45
度 

―
Ｗ
）
方

向
で
あ
る
。
た
だ
、
開
口
方
向
を
想
定
す

る
落
ち
込
み
方
で
は
な
い
た
め
、
古
墳
の

主
体
部
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
竪
穴
状
の

埋
葬
施
設
が
想
定
で
き
よ
う
。
盛
土
の
裾

部
（
古
墳
で
あ
れ
ば
周
溝
の
位
置
）
に
60

㎝
×
80
㎝
、
１
・
２
m
×
60
㎝
の
や
や
大

型
の
石
が
あ
り
、
石
室
石
材
の
可
能
性
も

あ
ろ
う
。

さ
て
、
古
墳
と
す
れ
ば
な
ぜ
こ
の
場
所

に
単
独
的
に
築
か
れ
た
の
か
の
疑
問
が
残

る
。
羽
黒
村
の
明
治
17
年
地
籍
図
に
よ
れ

ば
、朝
日
池
の
北
側
を
「
今
井
道
」
が
通
っ

て
お
り
、
今
井
に
通
じ
る
峠
道
が
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
そ
の
峠
を
東

に
抜
け
た
根
比
敷
取
茸
片
平
の
地
点
に

は
、
７
基
の
古
墳
（
文
献
1
。
赤
色
立
体

図
か
ら
も
確
認
で
き
る
）
の
横
を
通
る
こ

と
に
な
る
。
つ
ま
り
峠
を
挟
ん
で
西
に
は

や
や
大
き
な
一
つ
の
古
墳
が
築
か
れ
、
東

に
は
小
さ
い
が
多
く
の
古
墳
が
築
か
れ
た

こ
と
に
な
り
、
点
が
線
に
結
ば
れ
る
（
図

6
）。
今
井
（
＝
入
鹿
屯
倉
の
推
定
地
で

も
あ
る
）
に
つ
な
が
る
重
要
な
道
す
が



図７　御所山の北方のマウンド (マップあいちに加筆)

図８　鳥坂峠周辺の古墳 (マップあいちに加筆)
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ら
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
峠
の
東
西
に

古
墳
が
築
か
れ
た
理
由
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
よ
う
。
さ
ら
に
は
、
両
地
点
の
古
墳
と

も
盛
土
中
央
が
落
ち
込
む
共
通
性
（
竪
穴

系
主
体
部
構
造
の
可
能
性
）
も
見
逃
せ
な

い
。
根
比
敷
取
茸
片
平
地
点
の
７
基
に
つ

い
て
は
、
5
世
紀
代
の
「
初
期
群
集
墳
」

の
可
能
性
を
指
摘
し
た
が
（
文
献
1
）、

今
回
発
見
の
古
墳
も
同
時
期
頃
の
築
造
と

想
定
し
て
お
き
た
い
。
当
地
域
で
は
古
墳

空
白
の
時
期
で
も
あ
り
重
要
度
は
と
て
も

高
い
。

御
所
山
の
北
方
（
犬
山
市
高
根
洞
）

楽
田
山
か
ら
南
西
に
延
び
る
尾
根
の
先

端
上
に
位
置
す
る
。
赤
色
立
体
図
で
は
、

径
15
ｍ
ほ
ど
の
き
れ
い
な
円
形
墳
と
も
思

わ
れ
、
古
墳
の
立
地
と
し
て
も
最
適
地
で

あ
る
た
め
、
真
っ
先
に
現
地
に
向
か
っ
て

確
認
し
た
。
標
高
１
０
５
ｍ
。
座
標
値
は

東
経
１
３
６
度
57
分
４
７
・８
９
９
秒 

北

緯
35
度
20
分
０
４
・９
２
２
秒
で
あ
る
。

間
違
い
な
く
人
工
的
な
盛
土
で
は
あ
る

が
、
中
央
に
は
「
小
島
大
明
神
」
の
碑
が

立
ち
、
新
し
い
石
組
に
囲
ま
れ
て
お
り
、

残
念
な
が
ら
古
墳
と
の
判
断
に
は
至
ら

な
い
。
た
だ
、
同
様
な
立
地
で
あ
る
約

３
０
０
ｍ
南
東
の
枝
尾
根
上
に
は
、
多
く

の
須
恵
器
を
出
土
し
た
古
墳
が
あ
っ
た
こ

と
は
確
実
（
文
献
14
）
で
あ
り
、
古
墳
築

造
の
好
適
地
で
あ
る
こ
と
を
含
め
て
、
古

墳
を
改
造
し
て
大
明
神
を
祀
っ
た
可
能
性

も
あ
る
と
し
て
お
く
。

な
お
、
周
辺
は
見
事
に
開
墾
さ
れ
た

段
々
畑
で
あ
り
、
大
明
神
の
碑
は
開
墾
に

尽
力
さ
れ
た
「
小
島
」
さ
ん
を
崇
拝
し
た

も
の
と
推
測
で
き
る
。
地
区
の
歴
史
を
考

え
る
上
で
は
こ
れ
も
と
て
も
貴
重
な
文
化

遺
産
と
考
え
る
。

野
口
古
墳
北
地
点
の
古
墳（
小
牧
市
野
口
）

犬
山
・
小
牧
の
市
境
を
走
る
県
道

４
５
３
号
線
（
明
治
村
小
牧
線
）
の
鳥
坂

峠
付
近
に
は「
鳥
坂
古
墳
」（
犬
山
市
）と
、

「
野
口
古
墳
」（
小
牧
市
）
が
道
を
挟
ん

で
対
峙
し
て
お
り
、
こ
の
峠
道
が
古
墳
時

代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
確
実
で
あ

る
。
そ
の
う
ち
の
野
口
古
墳
は
、
現
在
尾

張
白
山
（
２
６
０
ｍ
）
か
ら
西
に
延
び
る

枝
尾
根
の
や
や
谷
側
に
マ
ー
ク
さ
れ
て
い

る（
註
3
、文
献
11
）。
内
容
は「
所
在
地
：

野
口
、
現
況
：
山
林
、
概
況
：
横
穴
式
石

室
、
備
考
：
石
室
の
一
部
が
露
出
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
過
去
の
踏
査
で
は
、
そ
の

地
点
に
古
墳
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、

ひ
と
つ
北
の
尾
根
を
越
え
た
と
こ
ろ
で
15

ｍ
ほ
ど
の
円
形
の
盛
土
を
見
つ
け
、
こ
れ

が
「
野
口
古
墳
」
と
合
点
し
て
い
た
。
遺

跡
地
図
の
地
点
間
違
い
と
の
判
断
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
関
係
者
か
ら
の

話
を
聞
く
に
つ
け
、
野
口
古
墳
所
見
の

「
石
室
の
一
部
が
露
出
」
な
ど
も
な
く
、

ど
う
や
ら
違
う
古
墳
で
あ
る
可
能
性
が
高

ま
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
た
ど
り
着
い
た
盛

土
地
点
を
古
墳
の
可
能
性
あ
り
と
し
て
紹

介
し
て
お
く
。
１
５
０
ｍ
南
南
西
に
鳥
坂

古
墳
、
２
０
０
ｍ
ほ
ど
南
南
東
に
分
布
図
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中
の
野
口
古
墳
が
位
置
す
る
こ
と
と
な
る

（
図
11
）。
標
高
１
２
６
ｍ
。
座
標
値
は

東
経
１
３
６
度
59
分
１
６
・
7
6
4
秒 

北

緯
35
度
19
分
３
７
・
7
8
1
秒
で
あ
る
。

現
状
の
立
地
は
、
尾
張
白
山
か
ら
西
へ

伸
び
る
枝
尾
根
先
の
平
坦
地
で
あ
る
が
、

先
述
の
根
比
敷
の
新
規
古
墳
と
と
て
も
良

く
似
た
様
相
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
丘
陵

端
部
を
カ
ッ
ト
し
て
平
地
を
造
成
し
、
そ

こ
に
直
径
15
ｍ
ほ
ど
の
円
形
盛
土
が
行
わ

れ
た
と
推
測
す
る
。
均
整
な
円
形
で
崩
れ

は
な
く
、
葺
石
の
一
部
で
あ
ろ
う
か
、
人

頭
大
ほ
ど
の
石
が
落
ち
葉
の
合
間
か
ら
わ

ず
か
に
の
ぞ
く
。
横
穴
系
施
設
の
特
徴
で

あ
る
落
ち
込
み
や
盗
掘
に
よ
る
陥
没
は
な

い
。
鳥
坂
古
墳
は
横
穴
式
石
室
で
あ
り
、

野
口
古
墳
も
横
穴
式
石
室
と
想
定
で
き
る

が
、
こ
の
2
古
墳
に
は
先
行
す
る
竪
穴
系

埋
葬
施
設
を
も
つ
古
墳
と
想
定
し
て
お
き

た
い
。

若
宮
八
幡
社
の
古
墳
（
小
牧
市
林
）

入
鹿
池
か
ら
鳥
坂
峠
を
越
え
て
旧
道
に

入
り
林
方
面
に
進
め
ば
鳥
坂
池
に
至
る
。

そ
の
池
の
北
側
に
赤
色
立
体
図
で
15
ｍ
ほ

ど
の
マ
ウ
ン
ド
を
確
認
す
る
。
地
形
的
に

は
尾
張
白
山
か
ら
派
生
す
る
枝
尾
根
の
南

端
に
位
置
す
る
。
標
高
70
ｍ
。
座
標
値
は

東
経
１
３
６
度
59
分
０
４
・３
０
１
秒 

北

緯
35
度
19
分
１
４
・４
８
９
秒
で
あ
る
。

円
丘
は
周
囲
の
崖
面
と
連
続
す
る
た

め
、
高
さ
は
不
明
で
あ
る
が
、
３
ｍ
ほ
ど

は
人
工
的
な
盛
土
と
推
定
す
る
。
盛
土
頂

に
は
小
さ
な
祠
が
あ
り
、
５
０
０
ｍ
南
に

座
す
三
明
神
社
の
摂
社
若
宮
八
幡
を
祀
る

と
い
う
。
盛
土
の
周
り
に
周
溝
状
の
落
ち

込
み
は
認
め
ら
れ
な
い
。
祠
の
左
右
後
ろ

は
人
頭
大
の
礫
を
直
線
状
に
並
べ
基
壇
風

に
す
る
が
、
前
面
は
、
長
さ
１
・
２
ｍ
幅

90
㎝
の
上
部
が
平
た
い
大
柄
な
石
と
、
そ

の
前
に
は
長
さ
50
㎝
幅
60
㎝
の
石
が
ぴ
っ

た
り
と
接
し
て
い
る
。
組
ま
れ
た
時
期
は

不
明
で
あ
る
が
、
横
穴
式
石
室
の
天
井
石

を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
な
く

も
な
い
。
横
穴
式
石
室
の
天
井
石
と
す
れ

ば
南
に
開
口
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
ま
た

祠
基
壇
の
前
に
も
石
室
に
利
用
で
き
そ
う

な
1
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
石
な
ど
が
立
っ
て

い
る
。

驚
い
た
の
は
小
さ
な
祠
に
ひ
っ
そ
り
と

須
恵
器
の
𤭯
（
は
そ
う
）
が
供
え
ら
れ
て

い
た
こ
と
で
あ
る
（
写
真
１
）。
𤭯
は
丸

底
で
座
り
が
悪
い
た
め
か
伏
せ
て
置
か
れ

て
い
た
。
高
さ
９
㎝
口
径
8
㎝
胴
部
回
り

6
㎝
と
小
型
で
、
注
ぎ
口
部
は
突
出
せ

ず
、
穴
の
経
は
6
㎜
と
小
さ
い
。
胴
部
下

半
は
丁
寧
な
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
が
み
ら
れ
、
底

に
は
直
線
2
本
に
よ
る
「
Ｖ
」
字
状
の
ヘ

ラ
記
号
が
あ
る
。
胴
部
に
は
沈
線
に
挟
ま

れ
た
列
線
文
が
あ
り
、
そ
の
刺

突
は
細
い
工
具
で
丁
寧
に
刻
ん

で
い
る
。
口
頸
部
外
面
に
刺
突

は
な
く
、
二
重
口
縁
部
の
段
の

稜
線
は
緩
や
か
で
新
し
い
様
相

を
示
す
。
な
お
口
縁
部
の
半
分

ほ
ど
は
折
損
し
て
い
た
。
年
代

観
は
6
世
紀
後
半
か
ら
7
世
紀

初
め
頃
と
推
定
す
る
。

さ
て
、
𤭯
は
出
土
の
ま
ま
洗

浄
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
埋
没

し
た
土
が
付
着
・
充
填
し
て
い

た
。
黄
白
色
の
細
や
か
な
、
さ

ら
さ
ら
な
土
で
あ
っ
た
。
同
様

な
土
は
祠
の
下
に
も
み
ら
れ
た

が
、
祠
の
あ
る
マ
ウ
ン
ド
の
前

面
が
、
平
坦
に
造
成
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
造
成
地
に
も
同
様
な

土
が
薄
く
覆
っ
て
い
た
。
𤭯
が

こ
の
地
で
、
祠
の
建
立
や
造
成

中
に
出
土
し
た
可
能
性
を
強
く

感
じ
さ
せ
る
。
ま
た
、
口
縁
部

の
欠
損
は
比
較
的
新
し
い
割
れ

口
で
あ
り
、
出
土
時
の
欠
損
と

も
思
わ
れ
た
。
周
辺
に
落
ち
て

い
な
い
か
と
し
ば
ら
く
探
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
見
つ
け
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。

須
恵
器
𤭯
に
つ
い
て
は
、
そ
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の
後
小
牧
市
教
育
委
員
会
に
連
絡
し
、
文

化
財
の
扱
い
に
し
て
い
た
だ
く
べ
く
、
手

続
を
お
願
い
し
た
。
引
き
続
き
、
掘
り
出

し
た
方
を
探
し
出
し
聞
き
取
り
を
行
う
な

ど
の
調
査
は
継
続
し
た
い
。

野
口
神
明
社
の
古
墳
（
小
牧
市
野
口
）

前
述
の
若
宮
八
幡
社
地
点
の
南
東

５
０
０
ｍ
に
位
置
す
る
。
地
形
的
に
は
尾

張
白
山
か
ら
南
北
に
伸
び
る
枝
尾
根
の
最

南
端
で
あ
る
が
、
前
述
の
若
宮
八
幡
地
点

と
は
別
の
枝
尾
根
で
あ
る
。
現
在
は
開
墾

や
道
に
よ
り
丘
陵
か
ら
は
寸
断
さ
れ
、

独
立
し
た
「
神
社
の
森
」
感
が
あ
る
。

標
高
65
ｍ
。
座
標
は
東
経
１
３
６
度
59

分
１
８
・
１
０
９
秒 

北
緯
35
度
19
分
02
・

３
０
９
秒
で
あ
る
。

赤
色
立
体
地
図
で
認
め
ら
れ
た
痕
跡

は
、
神
社
北
東
の
丘
陵
東
斜
面
に
あ
り
、

10
ｍ
ほ
ど
の
盛
土
と
周
り
に
は
溝
状
の
落

ち
込
み
も
確
認
で
き
る
。
現
地
で
は
高
さ

は
１
・
５
ｍ
ほ
ど
で
あ
る
こ
と
、
中
央
は

大
き
く
抉
れ
て
い
る
こ
と
も
観
察
で
き
、

そ
の
落
ち
込
み
は
南
東
が
開
放
し
て
い

る
。
周
辺
に
石
材
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、

南
東
方
向
に
開
口
（
主
軸
は
Ｓ
―
40
度 

―
Ｅ
）
す
る
、
横
穴
式
石
室
の
石
材
を
搬

出
し
た
後
の
様
子
と
考
え
て
齟
齬
は
な

い
。
周
溝
状
の
落
ち
込
み
は
、
丘
陵
斜
面

を
カ
ッ
ト
し
て
作
ら
れ
た
こ
と
が
よ
く
観

察
で
き
る
。
な
お
、
葺
石
は
認
め
ら
れ
な

い
。さ

て
、
神
社
境
内
は
遺
跡
と
は
な
っ
て

い
な
い
が
、
飯
尾
恭
之
氏
が
須
恵
器
な
ど

の
遺
物
を
採
集
し
て
お
り
、 

名
古
屋
市
博

物
館
に
「
野
口
神
明
社
出
土
資
料
19
点
」

と
し
て
寄
贈
収
蔵
さ
れ
て
い
る
（
文
献

10
）。
内
容
は
土
師
器
・
須
恵
器
・
灰
釉

陶
器
・
無
釉
陶
器
で
あ
る
が
、
土
師
器
や

須
恵
器
が
古
墳
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る

も
の
か
は
今
回
確
認
し
て
お
ら
ず
、
今
後

調
査
し
た
い
。
ま
た
、
若
宮
八
幡
社
と
野

口
神
明
社
と
の
間
に
は
、
遺
物
散
布
地
の

鳥
坂
遺
跡
・
勾
當
田
遺
跡
が
あ
る
（
図

11
）。
小
牧
市
の
デ
ジ
タ
ル
地
図
情
報
の

遺
跡
概
要
に
は
鳥
坂
遺
跡
で
須
恵
器
𤭯
と

甕
の
出
土
が
、
勾
當
田
遺
跡
で
も
須
恵
器

甕
の
出
土
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら

も
今
回
は
実
見
し
て
お
ら
ず
、
古
墳
時
代

に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
も
の
か
は
確
認
し
て

い
な
い
が
、
古
墳
に
挟
ま
れ
た
地
区
に
集

落
跡
の
存
在
す
る
可
能
性
も
あ
り
注
目
さ

れ
る
。

北
新
地
古
墳
北
西
の
古
墳（
小
牧
市
野
口
）

赤
色
立
体
地
図
で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た

が
、
踏
査
中
に
古
墳
石
室
の
可
能
性
あ
る

石
組
を
発
見
し
た
た
め
紹
介
す
る
。
小
牧

市
東
北
部
に
位
置
す
る
「
ふ
れ
あ
い
の

森
」
は
、
尾
張
白
山
と
そ
の
南
麓
に
位
置

し
、
森
林
浴
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
が
楽
し

め
る
遊
歩
道
や
展
望
台
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。
紹
介
す
る
古
墳
の
可
能
性
あ
る
地
点

は
、
西
尾
根
を
回
る
散
策
コ
ー
ス
中
の
展

望
台
か
ら
１
０
０
ｍ
北
に
位
置
す
る
。
こ

の
地
点
は
尾
根
上
の
緩
斜
面
で
あ
る
が
、

す
ぐ
北
か
ら
は
急
勾
配
と
な
り
、
そ
れ
を

登
り
き
る
と
東
西
の
尾
根
コ
ー
ス
に
合

流
す
る
。
地
点
は
遊
歩
道
の
東
側
に
あ

り
、
標
高
は
２
０
５
ｍ
。
座
標
値
は
東
経

１
３
６
度
59
分
33
・
２
１
３
秒 

北
緯
35
度
19
分
２
７
・
５
９
０

秒
で
あ
る
。

石
材
は
１
・
１
ｍ
×
60
㎝
の

石
が
最
も
大
き
く
、
そ
の
南
側

に
も
80
㎝
大
ほ
ど
の
石
が
３
・

４
石
集
中
し
て
い
る
。
北
西
側

に
石
と
石
の
隙
間
が
あ
り
、
そ

こ
か
ら
内
部
を
南
へ
覗
く
こ
と

が
で
き
る
（
写
真
2
）。
左
は

天
井
石
が
側
壁
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る

が
、
右
壁
は
不
明
で
あ
る
（
写

真
3
）。
天
井
石
と
側
壁
と
す

れ
ば
、
60
㎝
ほ
ど
の
石
室
幅
と

な
り
、
南
東
に
開
口
す
る
小
型

な
横
穴
式
石
室
が
想
定
で
き
よ

う
。
マ
ウ
ン
ド
は
な
く
、
周
溝

状
の
落
ち
込
み
は
周
囲
に
確
認

で
き
な
か
っ
た
。

結
果
、
横
穴
式
石
室
と
断
言
す
る
に
は

至
ら
な
い
が
、「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
内
に

は
神
尾
前
古
墳
や
大
山
3
・
4
号
墳
な
ど

小
型
の
横
穴
式
石
室
墳
が
偶
然
見
つ
か
っ

て
お
り
、
本
地
点
も
古
墳
で
あ
る
可
能
性

は
高
い
と
考
え
る
。

さ
て
、
可
能
性
あ
る
今
回
の
地
点
を
も

古
墳
と
認
め
た
前
提
で
、
尾
張
白
山
南
斜

面
の
古
墳
を
概
観
す
れ
ば
、
山
頂
か
ら
伸
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び
る
各
枝
尾
根
に
広
い
範
囲
な
が
ら
、
単

発
的
に
築
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

（
図
11
）。
狭
い
範
囲
に
集
中
し
て
築
か

れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
群
集
墳
」
と
は
異

な
る
展
開
で
あ
り
、
眼
下
に
は
内
津
峠

へ
抜
け
る
道
が
想
定
で
き
る
こ
と
を
含

め
て
、
そ
の
在
り
方
は
興
味
深
い
。
そ
し

て
そ
の
後
は
、
古
墳
の
終
焉
と
重
な
る
よ

う
に
し
て
、
大
山
廃
寺
が
創
建
さ
れ
、
ま

た
南
を
広
く
望
む
エ
リ
ア
に
は
尾
北
古

窯
跡
群
が
大
き
く
展
開
す
る
こ
と
と
な

る
。
こ
の
地
区
広
域
に
古
墳
が
築
か
れ
た

こ
と
も
そ
の
後
の
歴
史
と
無
縁
で
は
な

か
ろ
う
。

４
．
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
な
が
ら
「
県

遺
跡
地
図
」
に
は
未
記
載
な
古
墳

安
楽
寺
古
墳
（
犬
山
市
池
野
裏
山
）

『
地
歴
学
報
』（
文
献
7
）
に
は
「
石
室

上
部
が
露
出
し
て
い
る
」
と
記
載
が
あ

る
。
犬
山
市
発
行
の
発
掘
調
査
報
告
書

（
文
献
12
）
挿
入
の
分
布
図
に
も
、
本

地
点
付
近
に
ド
ッ
ト
が
落
ち
「
安
楽
寺

古
墳
」
と
し
て
い
る
が
、
現
在
埋
蔵
文

化
財
包
蔵
地
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
犬

山
市
史
（
文
献
13
）
で
は
「
砕
石
現
場

の
境
付
近
に
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

が
確
認
で
き
な
か
っ
た
」
と
さ
れ
て
お

り
、
同
古
墳
は
す
で
に
破
壊
さ
れ
た
も



図12　安楽寺古墳と鉄塔跡 (マップあいちに加筆)

図13　六郎洞古墳 (マップあいちに加筆)
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の
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
今
回
『
地
歴

学
報
』
の
記
事
「
高
さ
1
２
０
ｍ
の
所
に

立
つ
鉄
塔
か
ら
北
東
へ
20
ｍ
ほ
ど
行
っ
た

所
に
あ
る
」
を
頼
り
に
、
赤
色
立
体
地
図

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
鉄
塔
跡
ら
し
き
平

地
（
現
在
鉄
塔
は
な
い
）
の
北
東
20
ｍ
に

わ
ず
か
な
盛
土
を
確
認
し
、
学
報
の
記
事

に
一
致
す
る
こ
と
か
ら
現
地
に
赴
い
た
。

標
高
１
２
５
ｍ
。
座
標
値
は
東
経
１
３
６

度
58
分
４
７
・５
８
７
秒 

北
緯
35
度
20
分

２
７
・０
１
７
秒
で
あ
る
。

現
地
は
尾
張
富
士
か
ら
南
へ
延
び
る
急

な
枝
尾
根
斜
面
が
終
わ
り
、
な
だ
ら
か
な

緩
斜
面
に
な
っ
た
地
点
で
、
1
ｍ
ほ
ど
の

高
ま
り
を
確
認
す
る
。
盛
土
は
東
西
10

ｍ
・
南
北
５
ｍ
と
細
長
い
楕
円
風
で
あ
る

が
、
周
り
に
溝
状
の
落
ち
込
み
は
認
め
ら

れ
な
い
。
盛
土
の
中
心
に
は
１
・
４
ｍ
×

70
㎝
と
、
65
㎝
の
石
２
個
が
あ
り
、
そ
の

周
辺
に
は
20
～
30
㎝
の
石
が
20
個
ほ
ど
散

在
し
て
い
た
。
一
部
の
石
は
組
ん
で
あ
る

よ
う
に
見
え
る
も
の
の
は
っ
き
り
と
は
し

な
い
。
こ
れ
ら
の
石
は
、
周
辺
に
あ
る
花

崗
岩
が
多
く
を
占
め
る
が
、
中
心
の
大
柄

な
２
石
は
花
崗
岩
で
は
な
く
運
ば
れ
た
石

と
思
わ
れ
た
。
石
室
を
構
築
し
た
石
材
と

考
え
て
も
違
和
感
は
な
い
。
な
お
、『
地

歴
学
報
』
で
は
東
西
方
向
の
石
室
と
さ
れ

る
が
、
軸
方
向
は
不
明
で
あ
る
。

結
果
的
に
は
地
歴
学
報
記
載
当
時
と
変

わ
ら
ぬ
様
子
が
現
在
も
確
認
で
き
、
古
墳

と
し
て
の
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
思

う
。

六
郎
洞
古
墳
（
犬
山
市
善
師
野
六
郎
洞
）

『
地
歴
学
報
』（
文
献
7
）
に
「
六
郎
洞

古
墳
」
と
し
て
記
載
が
あ
る
が
、
現
在
埋

蔵
文
化
財
包
蔵
地
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

赤
色
立
体
地
図
で
は
径
20
ｍ
ほ
ど
の
き

れ
い
な
円
形
盛
土
が
確
認
で
き
る
。
標

高
１
１
４
ｍ
。
座
標
値
は
東
経
１
３
６

度
58
分
３
０
・
１
１
９
秒 

北
緯
35
度
22
分

５
９
・１
９
５
秒
で
あ
る
。

現
地
踏
査
の
結
果
、
半
世
紀
以
上
前
の

『
地
歴
学
報
』
の
記
事
が
、
現
在
も
有
効

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
敬
意
を
表
し

そ
の
ま
ま
転
載
す
る
。「
善
師
野
の
南
側

の
丘
陵
地
帯
の
一
角
に
立
地
し
、
六
郎
洞

第
二
池
東
側
の
峰
の
先
端
に
存
在
す
る
。

善
師
野
集
落
が
見
お
ろ
す
こ
と
が
で
き

る
。
昔
、
神
社
で
あ
っ
た
と
い
う
所
で
あ

る
た
め
、
神
社
で
あ
っ
た
時
の
石
組
が

残
っ
て
い
る
。墳
丘
が
あ
り
、直
径
20
ｍ
、

高
さ
６
ｍ
ほ
ど
の
円
墳
と
思
わ
れ
る
。
墳

丘
は
だ
い
ぶ
削
ら
れ
て
い
て
上
部
に
神
様

が
祭
ら
れ
て
い
る
そ
の
西
側
に
は
比
較
的

大
き
な
石
が
2
個
あ
り
、
お
そ
ら
く
石
室

に
利
用
さ
れ
た
石
と
思
わ
れ
る
。
古
墳
と

い
う
確
た
る
証
拠
は
な
い
」（
註
4
）。
補

足
す
れ
ば
、「
大
き
な
石
2
個
」
は
１
ｍ

ほ
ど
の
チ
ャ
ー
ト
。
マ
ウ
ン
ド
の
南
西
部

に
凹
み
が
あ
り
、
横
穴
式
石
室
と
す
れ

ば
、
こ
の
方
向
の
開
口
と
推
定
で
き
る
。

ま
た
、
マ
ウ
ン
ド
周
り
に
、
溝
の
よ
う
な

落
ち
込
み
は
見
当
た
ら
な
い
。

墳
丘
上
に
は
善
師
野
石
製
の
小
さ
な
祠

が
あ
る
が
、
こ
の
他
に
も
善
師
野
石
お
よ

び
そ
の
断
片
が
、
マ
ウ
ン
ド
周
辺
に
散
在

し
て
い
た
。
善
師
野
石
は
古
墳
時
代
後
期

の
家
形
石
棺
に
も
採
用
さ
れ
る
地
元
石
材

（
凝
灰
質
砂
岩
）
で
あ
る
が
、
近
世
以

降
も
灯
篭
や
か
ま
ど
、
さ
ら
に
は
石
垣

な
ど
地
元
で
多
用
さ
れ
て
お
り
、
古
墳
時

代
の
石
棺
の
一
部
と
の
判
断
は
で
き
な

い
。結

局
『
地
歴
学
報
』
同
様
に
「
古
墳
と

い
う
確
た
る
証
拠
は
な
い
」
と
結
ば
ざ
る

を
得
な
い
が
、
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
と
し

て
記
載
し
、
注
視
す
べ
き
か
と
思
う
。

ヒ
ヨ
ト
リ
塚
（
小
牧
市
岩
崎
）

『
東
春
日
井
郡
誌
』（
文
献
15
）
の
「
岩

崎
山
の
古
墳
」
の
項
に
は
「
岩
崎
山
嶺
に

あ
り
し
を
「
ヒ
ヨ
ト
リ
塚
」
と
云
ひ
、
其

の
他
数
ヵ
所
に
存
在
せ
し
が
、
今
は
僅

に
一
ヶ
所
石
廓
の
露
出
し
た
も
の
が
あ



図14　岩崎山周辺 (マップあいちに加筆)
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る
の
み
に
し
て
、
他
は
悉
く
取
除
か
れ
た

り
」
と
あ
る
。「
一
ヶ
所
石
廓
の
露
出
」

は
岩
屋
古
墳
を
指
し
、
現
在
は
50
ｍ
ほ
ど

北
へ
移
築
保
存
さ
れ
て
い
る
。「
ヒ
ヨ
ト

リ
塚
」
に
つ
い
て
は
「
岩
崎
山
嶺
」
と
あ

る
の
で
、
高
い
位
置
で
の
立
地
と
思
わ
れ

る
が
、
現
在
、
山
頂
近
く
に
残
る
マ
ウ
ン

ド
を
「
ヒ
ヨ
ト
リ
塚
」
と
推
定
す
る
。
実

際
、
現
地
に
は
「
ヒ
ヨ
ド
古
墳　

伝
承

地
」
と
の
手
作
り
看
板
が
「
岩
崎
山
自
然

と
石
の
会
」の
名
で
立
て
ら
れ
て
い
る（
註

５
）。
以
前
、
地
元
の
方
に
「
出
土
品
と

か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
昔
か
ら
こ
の
場
所

は
古
墳
だ
と
伝
わ
っ
と
る
」
と
も
お
聞
き

し
た
。
現
在
、
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
と
は

な
っ
て
い
な
い
が
、
昨
今
岩
崎
山
が
大
き

く
改
変
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
想
う
と
、

速
や
か
に
包
蔵
地
へ
の
記
載
が
望
ま
れ

る
。
標
高
52
ｍ
。
座
標
値
は
東
経
１
３
６

度
56
分
０
０
・９
７
６
秒 

北
緯
35
度
18
分

４
７
・９
０
５
秒
で
あ
る
。

現
地
は
径
約
20
ｍ
高
さ
１
ｍ
ほ
ど
の
円

形
盛
土
が
あ
る
。
赤
色
立
体
地
図
で
も
明

瞭
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
方
形

状
に
見
え
な
く
も
な
い
。
盛
土
に
は
中
央

か
ら
南
西
方
向
に
大
き
な
抉
れ
が
あ
る
。

そ
の
抉
れ
は
南
西
端
が
開
放
さ
れ
て
い

る
の
で
、
元
は
南
西
に
開
口
（
Ｓ
―
30

度 

―
Ｗ
）
し
た
横
穴
式
石
室
が
あ
っ
た

と
想
定
で
き
よ
う
。
抉
れ
は
、
幅
５
ｍ
長

さ
10
ｍ
を
超
え
る
大
規
模
な
も
の
で
あ
る

が
、
ち
ょ
う
ど
麓
の
岩
屋
古
墳
の
石
室
を

据
え
付
け
た
掘
り
込
み
と
同
等
規
模
で
あ

り
、
大
柄
な
石
材
を
使
っ
た
岩
屋
古
墳
と

同
規
模
の
横
穴
式
石
室
が
あ
っ
た
と
想
定

し
て
も
あ
な
が
ち
間
違
い
で
は
な
い
と
思

う
。
頂
の
古
墳
と
麓
の
古
墳
、
同
規
模
な

二
つ
の
古
墳
が
存
在
し
た
可
能
性
を
考
え

る
と
、
古
墳
時
代
の
岩
崎
山
の
ま
た
違
っ

た
景
色
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。さ

て
、
岩
崎
山
は
花
崗
岩
の
山
で
あ

り
、
近
世
名
古
屋
城
の
石
材
産
地
と
し
て

盛
ん
に
切
り
出
さ
れ
て
運
ば
れ
て
い
る
。

唯
一
残
っ
た
岩
屋
古
墳
石
室
の
天
井
石
に

も
矢
穴
の
残
る
石
が
あ
り
、
一
旦
は
切
り

出
そ
う
と
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

（
な
ぜ
途
中
で
や
め
た
の
か
は
不
明
）。

「
ヒ
ヨ
ト
リ
塚
（
ヒ
ヨ
ド
古
墳
）」
を
含

め
て
「
悉
く
取
除
か
れ
た
」
時
代
は
名
古

屋
城
に
石
材
が
運
ば
れ
た
時
代
に
相
当
す

る
可
能
性
も
あ
ろ
う
（
註
６
）。

５
．
お
わ
り
に

Ｎ
Ｐ
О
法
人
ニ
ワ
里
ね
っ
と
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
り
、

新
た
な
古
墳
の
発
見
や
そ
の
可
能
性
あ
る

地
点
の
指
摘
を
重
ね
て
き
た
。
た
だ
し
、

組
織
の
信
頼
性
が
低
く
み
ら
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
、
残
念
な
が
ら
埋
蔵
文
化
財
包

蔵
地
と
し
て
追
加
記
載
を
行
っ
て
い
た
だ

け
た
例
は
全
く
な
い
。
引
き
続
き
試
掘
な

ど
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
調
査
を
行
う

こ
と
が
で
き
れ
ば
・
・
と
も
思
う
が
、
正

直
と
て
も
歯
が
ゆ
い
思
い
が
あ
る
。
今
回

も
「
古
墳
の
可
能
性
」
を
指
摘
す

る
の
み
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
ろ

う
。た

だ
、
今
回
は
「
赤
色
立
体
地

図
」
と
い
う
、
新
た
な
散
策
ア
イ

テ
ム
を
手
に
入
れ
た
こ
と
で
、
遺

跡
を
歩
く
面
白
さ
を
再
認
識
さ
せ

て
く
れ
た
。
や
は
り
現
地
に
立

ち
、
そ
こ
に
生
き
た
人
々
を
想
像

す
る
こ
と
は
と
て
も
楽
し
い
！
地

域
に
残
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
、

今
に
活
用
し
て
未
来
に
伝
え
る
。

そ
ん
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
に
誇
り
を

も
っ
て
、
め
げ
ず
に
重
ね
て
い
き

た
い
と
思
う
。

本
稿
は
現
地
踏
査
し
た
各
人
の

観
察
結
果
を
突
き
合
わ
せ
て
検
討

し
、
服
部
が
と
り
ま
と
め
て
記
述

し
た
。

ま
た
、
兼
松
泰
弘
氏
・
望
月
友

恵
氏
・
中
嶋
隆
氏
に
は
現
地
踏
査

等
に
て
ご
協
力
を
得
ま
し
た
。
記
し
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
註
】

１　
『
マ
ッ
プ
あ
い
ち
』（
愛
知
県
統
合
型
地
理

情
報
シ
ス
テ
ム
）
内
の
「
森
林
情
報
マ
ッ
プ
」

https://m
aps.pref.aichi.jp/m

ap/view
/m

ap.
jsp?m

id=21378

ま
た
、
前
号
の
研
究
紀
要
「
邇
波
」
に
お
い
て
も
、

兼
松
泰
弘
氏
が
赤
色
立
体
地
図
を
活
用
し
て
新
規
の

窯
跡
を
多
く
発
見
し
た
こ
と
を
報
告
し
た（
文
献
5
）。



写真４　鵯鳥塚古墳の看板
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２　

現
在
は
、
愛
知
県
が
公
開
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

『
マ
ッ
プ
あ
い
ち
』
の
「
愛
知
県
文
化
財
マ
ッ
プ
（
埋

蔵
文
化
財
・
記
念
物
）」
で
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
が
、

大
縮
尺
で
細
か
な
地
点
が
確
認
で
き
な
い
た
め
、
地

点
確
認
に
お
い
て
は
現
在
で
も
紙
ベ
ー
ス
の
『
愛
知

県
遺
跡
地
図
』（
文
献
6
）
が
有
効
で
あ
る
。

３　

小
牧
市
の
遺
跡
分
布
図
は
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て

お
り
、
細
か
に
遺
跡
位
置
と
そ
の
概
要
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
小
牧
市
の
地
図
情
報
（
公
開
型

GIS

）

https://w
ebgis.alandis.jp/kom

aki23/w
ebgis/

index.php/autologin_jsw
ebgis?ap=jsW

ebGIS
&m

=2&u=guest12

４　

な
お
、
位
置
表
記
の
「
六
郎
洞
第
二
池
東
側
」

は
「
六
郎
洞
第
二
池
西
側
」
の
間
違
え
で
あ
る
。

５　

２
０
０
４
年
当
時
に
建
て
ら
れ
て
い
た
看
板
に

は
「
鵯
鳥
塚
古
墳
」
と
書
か
れ
、「
１
号
塚
↓
２
号

塚
→
」
と
あ
っ
た
が
、
２
号
塚
は
わ
か
ら
な
か
っ
た

（
写
真
４
）。

６　

文
献
16
「
岩
崎
山
石
槨
」
の
項
に
は
、「
岩
崎

山
頂
、
ヒ
ヨ
ド
リ
塚
を
始
め
所
々
に
古
墳
が
点
在
し

た
の
は
明
治
初
年
頃
で
以
後
次
々
に
盗
掘
さ
れ
、
こ

わ
さ
れ
…
」
と
丹
羽
欽
治
著
「
続
々
田
県
宮
見
聞
録
」

か
ら
の
文
を
引
用
掲
載
し
て
い
る
。
地
元
の
方
か
ら

も
「
石
材
は
尾
張
富
士
へ
の
献
石
な
ど
に
す
る
た
め

に
全
て
抜
き
取
ら
れ
た
」
と
も
聞
い
た
。

【
文
献
】

１　

服
部
哲
也
・
近
藤
健
一
「
入
鹿
池
周
辺
の
古
墳

踏
査
成
果
に
つ
い
て
」『
研
究
紀
要
「
邇
波
」
創
刊
号
』

２
０
１
４
年

２　

服
部
哲
也
「
大
平
山
周
辺
の
古
墳
踏
査
成
果
に

つ
い
て
」『
研
究
紀
要
「
邇
波
」
３
号
』
２
０
１
６
年

３　

服
部
哲
也
・
近
藤
健
一
「
蓮
池
・
西
山
古
墳
群

周
辺
の
新
規
発
見
古
墳
に
つ
い
て
」『
研
究
紀
要
「
邇

波
」
４
号
』
２
０
１
７
年

４　

服
部
哲
也
・
近
藤
健
一
「
高
橋
古
墳
群
と
天
道

塚
古
墳
」『
研
究
紀
要
「
邇
波
」
５
号
』
２
０
１
８
年

５　

兼
松
泰
弘
「
赤
色
立
体
地
図
の
活
用
に
よ
る
山

茶
碗
窯
跡
の
発
見
」『
研
究
紀
要
「
邇
波
」
12
号
』

２
０
２
５
年

６　

愛
知
県
教
育
委
員
会
『
愛
知
県
遺
跡
地
図
（
Ⅰ
）

尾
張
地
区
』
１
９
９
４
年

７　

愛
知
県
立
犬
山
高
校
地
歴
ク
ラ
ブ
『
地
歴
学
報　

第
９
号
』
１
９
７
１
年

８　
『
丹
羽
郡 

羽
黒
村
全
圖
』
１
９
５
１
年

９　

愛
知
県
教
育
委
員
会
『
遺
跡
分
布
調
査
報
告
―

尾
張
編
―
』
１
９
５
９
年

10　

名
古
屋
市
博
物
館
『
名
古
屋
市
博
物
館
館
蔵
品

目
録
第
１
分
冊　

総
集
・
考
古
編
』
１
９
９
６
年

11　

小
牧
市
教
育
委
員
会
「
小
牧
市
遺
跡
分
布
地
図

（
Ⅱ
）」
１
９
９
１
年

12　

犬
山
市
教
育
委
員
会
『
十
三
塚
第
３
号
墳　

熊

野
神
社
第
1
号
墳
』
１
９
７
２
年

13　

犬
山
市
『
犬
山
市
史
』
史
料
編
３　

考
古　

古

代
・
中
世　

１
９
８
３
年

14　

大
塚
友
恵
「
犬
山
市
字
北
洞
出
土
の
須
恵
器
に

つ
い
て
」『
研
究
紀
要
「
邇
波
」
５
号
』
２
０
１
８
年

15　

東
春
日
井
郡
役
所
『
東
春
日
井
郡
誌
』

１
９
２
３
年
（
１
９
７
２
年
復
刻
）

16　

小
牧
市
教
育
委
員
会
『
小
牧
の
文
化
財　

第
１

集
』
１
９
７
０
年



写真１　楽田追分を南側より（2026年４月）
　　　　左が稲置街道、右が木曽街道

写真２　
石仏に刻まれた追分の地名
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は
じ
め
に
（
楽
田
追
分
の
歩
み
）

広
辞
苑
（
第
七
版
）
で
「
追お

い
わ
け分

」
を
引

い
て
み
る
と
、

①
道
の
左
右
に
分
か
れ
る
所
。
分
岐
点
。

　

各
地
に
地
名
と
し
て
残
る
。

②
追
分
節
の
略
。

と
あ
る
。
犬
山
市
楽
田
の
追
分
地
区
は
こ

の
①
の
例
に
漏
れ
ず
、
木
曽
街
道
と
稲
置

街
道
の
分
岐
点
「
楽
田
追
分
」
か
ら
字
名
・

集
落
名
が
生
ま
れ
て
い
る
（
写
真
１
）。

木
曽
街
道
は
元
和
元
年
（
１
６
１
５
）、

尾
張
藩
が
徳
川
幕
府
か
ら
木
曽
山
を
拝
領

し
、
同
地
へ
通
じ
る
道
が
必
要
と
な
っ
た

た
め
開
か
れ
た
い
わ
ゆ
る
藩
道
で
あ
る
。

開
通
の
時
期
は
元
和
９
年
（
１
６
２
３
）

頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
註
１
）。
ま
た

稲
置
街
道
は
犬
山
と
名
古
屋
を
結
ぶ
た

め
、
寛
永
年
間
（
１
６
２
４
～
４
４
）
に

犬
山
城
主
・
成
瀬
正
虎
が
開
か
せ
、
木
曽

街
道
に
接
続
し
た
道
で
あ
る
（
註
２
）。

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、
楽
田
追
分
の
歴
史

は
江
戸
時
代
の
初
め
、
寛
永
年
間
に
始

ま
っ
た
と
い
え
る
。

江
戸
時
代
の
追
分
の
様
子
を
伝
え
る
資

料
は
多
く
な
い
が
、
拾
い
出
し
て
み
る

と
、
享
保
11
年
（
１
７
２
６
）
作
図
・
明

治
16
年
写
の
「
旧
犬
山
附
御
山
細
見
絵

図
」
に
お
い
て
追
分
三
差
路
の
周
辺
に

家
並
み
が
描
か
れ
（
図
１
）、
文
政
５
年

（
１
８
２
２
）
完
成
の
『
尾
張
徇
行
記
』

楽
田
村
の
条
で
は
同
村
の
出
屋
敷
と
し
て

追
分
の
名
を
挙
げ
「
両
街
道
ノ
岐
ナ
リ
」

と
記
す
（
註
４
）。
ま
た
現
在
、
三
差
路

の
少
し
北
に
残
さ
れ
て
い
る
石
仏
群
に
は

享
保
以
降
の
年
号
が
刻
ま
れ
、
そ
の
中
に

は
「
安
永
九
子
六
月
吉
日　

追
分
講
中
」

と
刻
ま
れ
た
庚
申
像
（
１
７
８
０
年
）
や

「
諸
神
諸
佛
諸
菩
薩　

文
化
三
丙
寅
二
月　

追
分
村
」
と
あ
る
石
碑
（
１
８
０
６
年
）

な
ど
が
含
ま
れ
る
（
写
真
２
）。
こ
れ
ら

の
資
料
か
ら
、
遅
く
と
も
江
戸
時
代
の
中

頃
に
は
三
差
路
周
辺
に
追
分
と
い
う
名
の

集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
旅
人
が
楽
田
追
分
の
こ
と

を
道
中
記
に
書
い
て
い
る
（
註
５
）。

○
尾
張
藩
士
で
俳
人
の
横
井
也
有

（
１
７
０
２
～
８
３
）、
成
瀬
氏
の
祝
賀
の

た
め
葉
月
に
名
古
屋
か
ら
犬
山
へ
行
く
。

「
…
楽
田
村
を
過
て
追
分
の
茶
店
に
休
む
。

は
や
日
も
西
山
に
か
た
む
き
て
、
木
の
間

も
る
日
田
家
の
屋
根
を
か
す
り
、
夕
顔
に

風
も
ち
て
波
打
が
ご
と
し
。

　

夕
皃
の
這
ひ
か
ゝ
り
た
る
藁
屋
哉

こ
ゝ
を
立
出
行
ば
は
や
羽
黒
村
な
り
…
」

○
尾
張
藩
士
の
細
野
要
斎
、
弘
化
２
年

（
１
８
４
５
）
４
月
に
名
古
屋
か
ら
徒
歩

で
継
鹿
尾
山
と
岩
屋
観
音
に
詣
で
る
。

「
…
小
牧
村
の
出
は
な
れ
に
、
岩
崎
村
の

出
店
あ
り
、
藤
花
を
架
し
て
可
観
…
追
分

に
て
握
飯
を
喫
し
、
犬
山
城
下
に
至
り
、

城
郭
を
一
望
し
、
継
鹿
尾
山
に
至
る
…
帰

道
は
内
田
の
渡
し
を
越
へ
て
、犬
山
に
出
、

追
分
に
て
握
飯
を
喫
す
。
先
き
に
過
れ
る

藤
花
の
茶
店
に
至
て
…
」

こ
れ
ら
の
わ
ず
か
な
記
述
か
ら
、
追
分

が
旅
人
の
休
憩
所
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

明
治
に
入
る
と
木
曽
街
道
は
藩
道
で
は

な
く
な
っ
た
が
、
名
古
屋
・
犬
山
間
の
最

短
経
路
と
し
て
引
き
続
き
重
視
さ
れ
た
。

木
曽
街
道
「
楽
田
追
分
道
標
」
の
今
と
昔

Ｎ
Ｐ
О
法
人　

古
代
邇
波
の
里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

近
藤　

健
一



①自
然
石
、
高
さ
60
㎝
、
東
西
25
㎝
、
南
北

24
㎝

【
南
】
右
き
そ

　
　

 

左
犬
山　

み
ち

②不
整
形
の
角
柱
、
高
さ
１
０
０
㎝
、
東
西

12
．
５
㎝
、
南
北
22
．
５
㎝

【
東
】
追
分
交
番
所
址

【
北
】
昭
和
五
十
年
一
月
㐂
寿
吉
野
…

図１　楽田追分の周辺図
上…旧犬山附御山細見絵図（享保11年、註３）
中…明治24年地形図（今昔マップon the webより）
下…現在（国土地理院電子国土Webより）

写真３　楽田追分道標（2026年４月）
　　　　手前から ① ② ③ ④

29 研究紀要「邇波」第１３号

こ
の
頃
の
楽
田
追
分
の
様
子
を
『
楽
田
村

史
』『
追
分
誌
』『
犬
山
市
史
』
を
参
考
に

し
て
述
べ
る
と
、
明
治
初
期
以
降
は
旅
籠

屋
、
煮
売
屋
、
薬
屋
、
履
物
屋
、
髪
結
床

な
ど
が
軒
を
並
べ
て
繁
昌
し
、
人
力
車
の

丁
場
（
車
夫
の
待
機
所
）
も
あ
っ
た
。
三

差
路
の
東
側
に
は
弘
法
堂
が
ま
つ
ら
れ
て

い
た
。
明
治
20
年
に
追
分
巡
査
駐
在
所
を

設
置
。
明
治
後
期
に
は
定
時
馬
車
（
時
間

馬
車
）
が
名
古
屋
・
犬
山
間
を
１
日
５
往

復
し
、
追
分
に
乗
場
が
あ
っ
た
。
そ
の
後

時
代
の
変
遷
と
と
も
に
定
時
馬
車
は
大
正

９
年
頃
、
人
力
車
は
同
13
年
頃
姿
を
消
し

た
。
昭
和
６
年
に
は
三
差
路
の
東
に
名
鉄

大
曽
根
線
（
現
・
小
牧
線
）
が
開
通
、
同

12
年
に
は
三
差
路
の
西
１
５
０
ｍ
の
所
に

道
路
付
け
替
え
に
よ
る
新
し
い
犬
山
街
道

（
の
ち
国
道
41
号
、
現
在
は
県
道
）
が
開

通
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
追
分
三
差
路
を
含

む
旧
街
道
筋
は
主
要
道
と
し
て
の
役
割
を

終
え
た
。

現
在
、
三
差
路
付
近
は
住
宅
地
と
な
っ

て
お
り
商
店
な
ど
は
残
っ
て
い
な
い
。
昔

を
し
の
ぶ
物
は
、
ま
ず
１
つ
は
左
右
に
分

か
れ
る
道
路
の
形
で
あ
る
。
明
治
17
年
の

地
籍
図
に
よ
る
と
両
街
道
と
も
道
幅
は
３

間
で
あ
り
（
約
５
．
５
ｍ
、
註
６
）、
現

在
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
れ

と
も
う
１
つ
、
三
差
路
に
石
道
標
が
残
さ

れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
道
標
に
つ
い

て
詳
し
く
見
て
い
き
た
い
。

１
．
追
分
道
標
の
現
況
と
由
来

現
在
、
追
分
三
差
路
の
北
側
に
は
キ
リ

ス
ト
教
の
教
会「
チ
ャ
ペ
ル
犬
山
」が
建
っ

て
い
る
。
そ
の
敷
地
西
側
、
隣
地
と
の
境

界
沿
い
に
４
本
の
石
柱
が
密
接
し
て
並
べ

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
が
道
標
で
あ
る

（
写
真
３
）。
位
置
を
も
う
少
し
詳
し
く

述
べ
る
と
、三
差
路
の
北
角
か
ら
北
西（
稲

置
街
道
側
）
へ
７
ｍ
ほ
ど
進
ん
だ
地
点
と

な
る
。
２
０
２
６
年
３
月
、
チ
ャ
ペ
ル
犬

山
お
よ
び
隣
地
の
地
主
の
方
に
許
可
を
い

た
だ
き
、
道
標
群
の
調
査
を
行
っ
た
。
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

石
柱
に
南
（
道
路
側
）
か
ら
順
に
①
～

④
の
番
号
を
付
け
、
以
下
に
そ
れ
ぞ
れ
の

形
状
、
大
き
さ
、
銘
文
を
記
す
。



③角
柱
、
高
さ
80
㎝
、
東
西
20
．
５
㎝
、
南

北
22
㎝

【
南
】（
紋
）
左 
三
光
神
…

　
　
　
　
　
　

  
此
よ
り
壱
里
十
…

【
東
】
右 

善
…

【
北
】
世
話
人
…

【
西
】　　
　
　

伊
勢
國
三
重
郡
四
日
…

　
　
　

願
主　
　
　

富
田
屋

　
　
　
　
　
　
　
　

櫻
井

④ 角
柱
、
高
さ
40
㎝
、
東
西
18
㎝
、
南
北

18
．
５
㎝

【
東
】
☝
黒
平
山
…

『
愛
知
県
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
Ⅴ
』

１
９
９
１
年
、
愛
知
県
文
化
財
課
編

道
標
は
高
さ
五
六
㌢
、
幅
二
四
㌢
の
角

柱
の
「
右
き
そ
左
犬
山
み
ち
」
や
「
右

善
光
寺
左
三
光
神
社
」「
尾
張
富
士
道
従

是
二
十
丁
」「
黒
平
山
秋
葉
道
」
な
ど
が

あ
る
。

『
犬
山
の
石
仏
・
梵
鐘
』

１
９
９
７
年
、
横
山
住
雄
編
（
註
７
）

旧
木
曽
街
道
の
楽
田
追
分
三
叉
路
に
は

四
基
の
道
標
が
立
っ
て
い
る
。

明
治
二
年
五
月
、
黒
平
山
秋
葉
道
、
名

古
屋
区
政
司
町
高
橋
仲
右
衛
門
、
八
寺

町
後
藤
勘
助
、

明
治
三
十
四
年
六
月
、
尾
張
富
士
山
従

是
二
十
丁
、

（
欠
年
月
日
）
善
光
寺
道
、
施
主
伊
勢
国

三
重
郡
四
日
市
…　

世
話
人
稲
置
村
麻

屋
兵
右
衛
門
、

（
欠
年
月
日
）
右
き
そ
、
左
犬
山
、

で
あ
る
。

図２　追分駐在所（1967年刊『楽田村史』より、註８）

30

＊
「
…
」
は
埋
没
も
し
く
は
狭
い
た
め
に

銘
を
読
み
取
れ
な
い
部
分

＊
記
載
の
な
い
方
角
に
つ
い
て
も
銘
が
隠

れ
て
い
る
可
能
性
あ
り

こ
れ
に
加
え
、
過
去
の
文
献
に
記
録
さ
れ

て
い
る
道
標
の
銘
文
を
示
す
。

さ
て
、
道
標
１
つ
１
つ
に
つ
い
て
検
討

す
る
と
、
ま
ず
②
は
道
標
で
は
な
く
「
追

分
交
番
所
」
の
跡
地
を
示
す
標
石
で
あ

る
。
こ
れ
は
か
つ
て
存
在
し
た
「
追
分
駐

在
所
」（
楽
田
北
駐
在
所
、
図
２
）
を
記

念
す
る
た
め
に
個
人
が
造
立
し
た
も
の
と

み
ら
れ
る
。
駐
在
所
の
位
置
は
、
字
追
分

28
番
地
の
１
に
あ
り
旧
名
古
屋
犬
山
街
道

の
三
叉
路
に
位
置
す
る
、
と
の
『
楽
田
村

史
』
の
記
述
や
地
元
の
方
の
話
か
ら
、
現

在
の
教
会
の
位
置
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
昭

和
36
年
お
よ
び
40
年
に
撮
影
さ
れ
た
空
中

写
真
で
は
現
在
の
教
会
敷
地
と
隣
地
に
ま

た
が
る
東
西
に
長
い
建
物
が
見
え
る
こ
と

か
ら
、
図
２
は
三
差
路
付
近
か
ら
北
側
を

撮
影
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
駐

在
所
は
昭
和
42
年
４
月
に
廃
止
さ
れ
（
註

９
）、
44
年
５
月
撮
影
の
空
中
写
真
で
は

建
物
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ま
で

に
取
り
壊
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

続
い
て
③
は
記
録
に
お
け
る
「
右
善
光

寺
左
三
光
神
社
」
に
あ
た
る
と
み
ら
れ

る
。
年
号
は
な
い
よ
う
だ
が
、
稲
置
村

（
現
・
犬
山
市
犬
山
）
の
名
が
見
え
る
こ

と
か
ら
同
村
が
存
在
し
た
明
治
５
～
22
年

の
期
間
に
造
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
光
神
社
は
現
在
犬
山
城
の
入
口
に
あ
る

三
光
稲
荷
神
社
に
あ
た
る
。
江
戸
時
代
に

は
城
下
の
坂
下
中
切
村
（
願
入
寺
南
西
付

近
）
に
あ
っ
た
が
、
明
治
９
年
に
三
光
寺

山
へ
移
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
39
年
に

現
在
地
へ
再
度
移
転
し
て
い
る（
註
10
）。

道
標
は
神
社
や
城
下
町
へ
人
を
呼
び
込
む

目
的
で
造
立
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
ま
た
願
主
（
寄
進
者
）
は
富
田
屋
の

櫻
井
氏
な
の
か
、
富
田
屋
・
櫻
井
の
両
者

な
の
か
不
明
だ
が
、
四
日
市
と
い
う
遠
方

か
ら
寄
進
し
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。

④
は
記
録
に
お
け
る
「
黒
平
山
秋
葉

道
」
で
あ
ろ
う
。
黒
平
山
は
入
鹿
池
の

東
に
広
が
る
八
曽
山
地
の
主
峰
（
標
高

３
２
７
ｍ
）
で
、
明
治
時
代
に
は
宗
岳
寺

と
い
う
寺
院
が
存
在
し
て
い
た
。
秋
葉
信

仰
の
寺
と
し
て
知
ら
れ
、毎
年
12
月
の「
秋

葉
の
火
祭
り
」
は
人
々
の
信
仰
を
集
め
て

盛
大
に
行
わ
れ
た
と
い
う
（
註
11
）。
道

標
は
こ
の
宗
岳
寺
の
参
拝
者
の
た
め
に
造

立
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
寺
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の
建
立
は
明
治
11
年
頃
と
さ
れ
、
ま
た
銘

文
中
の
「
名
古
屋
区
」
も
明
治
11
～
22
年

に
存
在
し
た
行
政
区
名
で
あ
る
た
め
、
明

治
２
年
と
い
う
年
号
に
は
疑
い
が
残
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
現
在
の
黒
平
山
に
は

寺
の
存
在
を
示
す
石
垣
や
石
碑
が
わ
ず
か

に
残
る
の
み
で
、
史
料
も
乏
し
い
た
め
、

こ
の
道
標
は
忘
れ
ら
れ
た
歴
史
を
伝
え
る

貴
重
な
存
在
と
い
え
る
。

こ
の
ほ
か
、
①
と
④
の
頂
部
に
は
す
り

鉢
状
の
浅
い
穴
が
開
い
て
い
る
の
が
認
め

ら
れ
る
。
こ
れ
は
人
為
的
に
開
け
ら
れ
た

も
の
で
、
盃
状
穴
（
は
い
じ
ょ
う
け
つ
）

と
呼
ぶ
。
国
内
外
に
広
く
分
布
し
、
こ
の

近
辺
で
は
御
日
塚
神
社
に
あ
る
自
然
石
や

街
道
に
面
し
た
寺
社
の
手
水
石
等
で
も
見

ら
れ
る
。
穴
を
開
け
た
意
図
に
つ
い
て

は
、
何
ら
か
の
信
仰
や
ま
じ
な
い
と
す
る

見
方
、
子
供
の
遊
び
と
す
る
見
方
が
存
在

し
て
い
る
が
、
年
代
も
含
め
て
は
っ
き
り

し
た
こ
と
は
分
か
っ
て
い
な
い
。

最
後
に
、
記
録
で
は
も
う
１
つ
「
尾
張

富
士
道
」
と
い
う
道
標
の
存
在
が
示
さ
れ

て
い
る
が
、
追
分
三
差
路
で
は
現
在
見
当

た
ら
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
２
・
３

節
で
述
べ
る
。

２
．
追
分
道
標
の
60
年

現
在
、
道
標
群
は
目
立
た
ず
、
案
内
標

識
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
機
能
し
て
い
な
い

状
態
で
あ
る
。
し
か
し
地
元
の
方
の
話
に

よ
れ
ば
、
か
つ
て
は
街
道
か
ら
よ
く
見
え

る
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
筆

者
は
そ
の
時
代
を
知
ら
な
い
が
、
文
献
に

掲
載
さ
れ
た
写
真
で
当
時
の
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
本
節
で
は
そ
の
う
ち
い
く

つ
か
を
紹
介
し
、
道
標
の
変
遷
に
つ
い
て

見
て
い
き
た
い
。

ま
ず
図
３
の
Ａ
（
１
９
７
０
年
頃
）
で

は
道
標
が
「
尾
張
冨
士
山
道
」
を
先
頭
に

縦
列
に
並
ん
で
い
る
。
写
真
か
ら
は
詳
し

い
位
置
が
分
か
ら
な
い
が
、
図
２
に
お
い

て
駐
在
所
の
入
口
脇
に
立
つ
柱
の
よ
う
な

も
の
が
道
標
に
も
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
と
同
じ
位
置
、
す
な
わ
ち
三
差
路
か
ら

木
曽
街
道
を
数
ｍ
北
上
し
た
地
点
で
は
な

い
か
と
筆
者
は
考
え
た
。
し
か
し
地
元
の

方
の
話
に
よ
れ
ば
、
道
標
は
駐
在
所
が

あ
っ
た
時
代
か
ら
三
差
路
の
北
角
に
立
っ

て
お
り
、
図
２
で
は
画
面
外
に
見
切
れ
て

い
る
と
の
こ
と
。
Ａ
も
同
じ
く
三
差
路
角

に
あ
る
の
か
、
ほ
か
の
場
所
に
移
さ
れ
て

い
た
の
か
、現
時
点
で
は
不
明
瞭
で
あ
る
。

続
い
て
Ｂ
～
Ｅ
（
70
年
代
後
半
～
90
年

代
初
頭
）
で
は
道
標
が
間
隔
を
空
け
て
横

並
び
に
な
っ
て
い
る
。
向
か
っ
て
右
か
ら

「
尾
張
冨
士
山
道
」、「
黒
平
山
秋
葉
道
」、

「
右
善
光
寺
左
三
光
神
社
」、「
右
き
そ

左
犬
山
み
ち
」、
背
後
に
「
追
分
交
番
所

址
」
と
い
う
配
置
に
な
っ
て
い
た
と
み
ら

れ
る
。
こ
れ
も
詳
細
な
位
置
が
分
か
ら
な

い
が
、
地
元
の
方
の
話
や
後
年
の
写
真
Ｈ

か
ら
、
三
差
路
の
北
角
に
立
っ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
写
真
の
う
ち
Ｄ

で
は
道
標
群
全
体
が
な
ぜ
か
後
ろ
に
傾
い

て
お
り
、
こ
れ
は
同
じ
85
年
に
刊
行
さ
れ

た
別
の
文
献
の
写
真
（
註
13
）
で
も
同
様

で
あ
る
。
道
路
の
突
き
当
た
り
に
あ
る
た

め
自
動
車
が
衝
突
し
て
こ
の
よ
う
な
形
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
想
像
す

る
が
、
地
元
の
方
の
話
で
は
特
に
事
故
の

記
憶
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

続
い
て
Ｆ
～
Ｈ
（
90
年
代
半
ば
）
で
は

引
き
続
き
道
標
が
横
並
び
に
な
っ
て
い
る

が
、
向
か
っ
て
右
端
に
あ
っ
た
「
尾
張
冨

士
山
道
」
が
な
く
な
り
、
石
柱
が
４
本
に

減
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
こ
と

は
Ｆ
の
説
明
文
に
お
い
て
「
黒
平
山
秋
葉

道
」
を
「
右
端
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
に

よ
っ
て
も
証
さ
れ
る
。
ま
た
Ｇ
で
は
「
黒

平
山
秋
葉
道
」
の
下
部
に
何
か
が
取
り
付

け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
（
図

４
）、
こ
れ
は
近
く
に
現
存
す
る
「
樂
田

城
裏
門
旧
跡
」
の
石
碑
と
同
様
、
四
隅
に

鉄
骨
を
あ
て
針
金
を
巻
く
方
法
で
補
強
を

施
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
事
故
等

で
損
傷
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

最
後
に
Ｉ
（
２
０
０
０
年
代
）
で
は
道

標
が
間
隔
を
空
け
ず
に
並
べ
ら
れ
た
様
子

が
見
え
る
。
こ
れ
は
フ
ェ
ン
ス
の
有
無
な

ど
の
違
い
は
あ
る
が
、
現
在
の
道
標
群
を

東
側
か
ら
見
た
景
観
と
ほ
と
ん
ど
同
じ

で
あ
る
。
チ
ャ
ペ
ル
犬
山
の
方
の
話
に

よ
れ
ば
教
会
の
建
物
が
完
成
し
た
の
は

２
０
０
１
年
と
の
こ
と
で
あ
る
た
め
、
そ

の
頃
に
道
標
が
現
在
の
位
置
に
並
べ
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
写
真
右
端

に
わ
ず
か
に
見
え
て
い
る
の
が
「
黒
平

山
秋
葉
道
」
だ
と
す
れ
ば
、
現
在
は
こ

れ
よ
り
も
背
丈
が
低
く
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
え
る
。
地
表
下
の
部
分
も
含
め

て
本
来
１
ｍ
ほ
ど
の
長
さ
が
あ
る
と
み

ら
れ
る
こ
の
道
標
が
現
状
で
は
地
上
40

㎝
ほ
ど
し
か
な
い
こ
と
や
、
Ｇ
に
見
え

る
補
強
の
様
子
か
ら
、
下
部
が
完
全
に

折
れ
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

３
．
道
標
「
尾
張
冨
士
山
道
」
の
ゆ
く
え

追
分
三
差
路
に
あ
っ
た
道
標
「
尾
張
冨

士
山
道
」
が
い
つ
し
か
姿
を
消
し
た
こ
と

は
前
節
で
述
べ
た
が
、
そ
れ
で
は
こ
の
道

標
は
一
体
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
に
つ
い
て
、
筆
者
が
以
前
か
ら
気
に

な
っ
て
い
た
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
ま
さ

し
く
銘
文
に
記
さ
れ
た
尾
張
冨
士
の
ふ
も

と
、
石
上
げ
祭
で
有
名
な
大
宮
浅
間
神
社



Ａ．1970年刊『楽田　追分誌』

Ｂ．1978年刊『犬山　中学校社会科資料集』

Ｃ．1984年刊『ぼくらの愛知県』

Ｄ．1985年刊『歴史と文化のふるさと犬山』

Ｅ．1991年刊『愛知県歴史の道調査報告書V』

Ｆ．1995年刊『犬山市史　通史編下』

Ｇ．1995年刊「なごや懐古街道記８」

Ｈ．1998年刊『扶桑町史　上』（右下「'94．12．2」と印字）

Ｉ．2008年刊『稲置街道散策まっぷ』

図３　文献の掲載写真から見た過去60年の楽田追分道標（註12）
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角
柱
、
高
さ
１
０
０
㎝
、
幅
19
．
５
㎝
、

奥
行
18
㎝

【
右
面
】
明
治
丗
四
年
六
月
建
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
ぢ
区

【
正
面
】
☝
尾
張
冨
士
山
道

【
左
面
】
従
是
二
十
丁

図４　石碑の補強の例
左…黒平山秋葉道　右…樂田城裏門旧跡

写真４　大宮浅間神社入口（道標は中央下）

写真５　道標「尾張冨士山道」
 　　　（2026年３月）

写真６　美濃路と岩倉街道の
追分道標（清須市指定文化
財、註17）
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の
境
内
入
口
脇
に
立
っ
て
い
る
石
道
標
で

あ
る
（
写
真
４
・５
）。
指
差
し
記
号
の
浮

き
彫
り
の
下
に
「
尾
張
冨
士
山
道
」
と
大

き
く
刻
ま
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
以
下
の

通
り
。

指
差
し
に
従
っ
て
右
へ
進
む
と
尾
張
冨
士

の
山
道
に
通
じ
る
た
め
、
道
標
が
こ
こ
に

あ
る
こ
と
に
特
に
違
和
感
は
覚
え
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
筆
者
は
こ
の
道
標
に
つ
い

て
、
以
下
の
３
点
の
理
由
か
ら
も
と
も
と

追
分
三
差
路
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
と
考
え
る
。

①
銘
文
の
う
ち
「
尾
張
冨
士
山
道
」「
従

是
二
十
丁
」
の
部
分
が
、『
愛
知
県
歴
史

の
道
調
査
報
告
書
Ｖ
』
に
記
載
さ
れ
た
追

分
道
標
の
銘
文
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と

（
註
14
）

②
こ
の
道
標
と
過
去
の
写
真
に
見
え
る
追

分
の
「
尾
張
冨
士
山
道
」
と
を
比
較
す
る

と
、
外
形
が
よ
く
似
て
い
る
こ
と

③
現
在
の
「
尾
張
冨
士
山
道
」
と
追
分
の

道
標
群
と
の
大
き
さ
の
比
率
が
、
過
去
の

写
真
に
お
け
る
そ
れ
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ

と

  

＊
「
尾
張
冨
士
山
道
」
…
幅
19
．
５
㎝

　
　
「
黒
平
山
秋
葉
道
」
…
幅
18
．
５
㎝

こ
の
道
標
が
い
つ
か
ら
こ
こ
に
あ
る
の

か
、
ま
た
立
て
ら
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
浅

間
神
社
の
宮
司
に
尋
ね
た
が
、
い
ず
れ
に

つ
い
て
も
分
か
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
他
方
、
道
標
が
追
分
三
差
路
か
ら
持

ち
出
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
図
３
に
示

し
た
過
去
の
写
真
か
ら
推
察
で
き
る
。
ま

ず
Ｅ
で
は
「
尾
張
冨
士
山
道
」
が
見
え
て

い
る
が
、
こ
の
文
献
は
愛
知
県
が
平
成
２

年
度
に
木
曽
街
道
の
現
況
を
調
査
し
た
報

告
書
で
あ
る
た
め
、
写
真
は
１
９
９
０
～

９
１
年
の
間
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
Ｆ
・
Ｇ
で
は
「
尾
張
冨

士
山
道
」
が
な
く
な
っ
て
い
る
と
み
ら

れ
、
Ｈ
で
も
お
そ
ら
く
同
様
で
あ
る
が
、

Ｆ
・
Ｇ
の
文
献
は
い
ず
れ
も
95
年
３
月
の

刊
行
、
Ｈ
は
右
下
に
94
年
12
月
の
撮
影
を

示
す
印
字
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
点
か

ら
、「
尾
張
冨
士
山
道
」
は
１
９
９
０
年

か
ら
95
年
３
月
の
間
、
お
そ
ら
く
は
94
年

12
月
ま
で
に
追
分
三
差
路
か
ら
持
ち
出

さ
れ
た
と
考
え
る
（
註
15
）。
当
時
ど
の

よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
の
か
追
分
地
区
の

方
に
尋
ね
た
が
、
持
ち
出
し
の
事
実
も
含

め
て
記
憶
に
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ

る
。さ

て
、
道
標
の
銘
文
に
つ
い
て
検
討
す

る
と
、「
従
是
二
十
丁
」
は
「
こ
れ
よ
り

20
丁
（
２
．
２
㎞
）」
と
い
う
道
程
を
意

味
す
る
。
こ
れ
は
追
分
三
差
路
か
ら
浅
間

神
社
入
口
ま
で
の
距
離
３
．７
㎞（
34
丁
、

木
曽
街
道
と
桜
海
道
を
経
由
し
た
場
合
）

よ
り
も
か
な
り
短
い
が
、
古
い
道
標
は
距

離
の
記
載
が
不
正
確
な
場
合
も
多
い
た
め
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問
題
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
右

面
の
銘
は
明
治
34
年
６
月
に
「
ふ
ぢ
区
」

す
な
わ
ち
尾
張
冨
士
ふ
も
と
の
富
士
地
区

が
造
立
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
年
の
石
上
げ
祭
（
当
時
は
旧

暦
６
月
１
日
の
開
催
）
に
合
わ
せ
て
造
立

し
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
、
ま
た
浅
間
神
社

関
連
の
石
造
物
は
他
地
区
の
篤
志
家
や
講

社
に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
も
の
が
多
く
を

占
め
る
な
か
で
、
こ
れ
は
地
元
住
民
の
手

で
造
立
し
た
と
い
う
こ
と
も
分
か
る
。

こ
の
石
上
げ
祭
は
明
治
か
ら
大
正
に
か

け
て
隆
盛
を
極
め
た
と
い
う
が
、
そ
れ
に

伴
う
街
道
の
混
雑
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
資

料
（
新
聞
記
事
）
を
い
く
つ
か
紹
介
し
た

い
（
註
16
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
読
点

を
追
加
し
た
）。

『
新
愛
知　

明
治
41
年
６
月
30
日
』

「
…
即
ち
昨
二
十
九
日
は
有
名
な
る
尾

張
富
士
大
宮
浅
間
神
社
の
石
持
祭
で
あ
っ

た
の
で
、
二
十
八
日
の
夜
か
ら
登
山
し

た
、
当
日
は
灰
色
の
雲
は
一
天
に
漲
り
、

生
憎
の
雨
天
で
あ
っ
た
に
も
拘
は
ら
ず
、

二
人
三
人
の
同
者
連
が
東
西
南
北
よ
り
押

し
寄
せ
て
く
る
、
ゴ
ザ
を
背
負
ふ
た
者
、

握
り
飯
を
提
げ
た
者
、
十
人
十
色
の
ス
タ

イ
ル
で
足
早
や
に
並
木
を
縫
ふ
て
行
く
、

小
富
士
土
産
の
名
物
外
良
の
本
場
、
藤
の

棚
清
流
亭
で
は
盛
ん
に
外
良
を
蒸
し
て
ゐ

る
、
朝
帰
り
の
同
者
当
込
み
で
あ
る
、
久

保
一
色
を
離
な
れ
る
と
、
左
り
手
に
田
縣

神
社
の
杜
が
ボ
ン
ヤ
リ
見
た
る
…
楽
田
村

の
中
程
に
犬
山
へ
岐
れ
る
追
分
が
あ
る
、

右
方
遥
か
の
山
巓
に
光
⁉
星
⁉
を
認
め
た

の
は
、
是
れ
小
富
士
山
上
に
火
祭
を
し
て

樹
梢
に
煌
た
る
灯
火
を
点
じ
た
の
で
あ

る
、
山
脚
を
一
大
迂
回
し
て
漸
く
麓
に
着

い
た
…
」

『
新
愛
知　

大
正
５
年
７
月
１
日
』

「
…
火
振
り
が
始
ま
る
頃
か
ら
麓
の
地

野
、
羽
黒
の
村
や
近
郷
近
在
の
人
々
が
光

の
山
と
化
し
た
小
富
士
を
目
が
け
て
押
寄

せ
る
、
名
古
屋
か
ら
来
る
小
牧
街
道
、
美

濃
路
、
犬
山
よ
り
通
ふ
名
古
屋
街
道
は
草

鞋
脚
絆
に
足
を
固
め
た
参
拝
の
人
々
が
蟻

の
や
う
に
続
い
た
…
」

地
名
な
ど
か
ら
、
記
事
は
木
曽
・
稲
置
両

街
道
の
様
子
を
述
べ
て
い
る
も
の
と
推
察

さ
れ
る
。
楽
田
追
分
も
祭
の
人
出
で
ご
っ

た
返
し
た
と
み
ら
れ
、
道
標
が
必
要
と
さ

れ
た
状
況
が
想
定
で
き
る
。

お
わ
り
に

浅
間
神
社
の
入
口
に
立
つ
道
標
は
楽
田

追
分
か
ら
移
転
し
た
も
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
数
年
前
か
ら
抱
い
て
い
た
考
え
を

話
し
た
と
こ
ろ
、
勧
め
ら
れ
て
今
回
の
記

事
を
執
筆
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
早
速
調

査
を
進
め
る
と
、
思
っ
て
い
た
以
上
に
多

く
の
文
献
で
追
分
道
標
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
お
り
、
こ
こ
が
街
道
の
風
情
を
よ
く
残

す
場
所
、
ま
た
街
道
の
存
在
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
の
に
適
し
た
場
所
と
み
な
さ

れ
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
た
し
か

に
他
地
区
で
は
道
標
が
移
転
し
て
い
た

り
、
そ
の
場
に
残
っ
て
い
て
も
道
路
の
形

が
変
わ
っ
て
い
た
り
し
て
、
資
料
を
参
照

し
な
い
限
り
そ
の
意
味
す
る
所
を
正
し
く

理
解
で
き
な
い
場
所
が
少
な
く
な
い
。
対

し
て
楽
田
追
分
で
は
二
股
に
分
か
れ
る
道

路
の
形
が
残
っ
て
い
て
、
道
標
も
土
地
利

用
や
事
故
？
な
ど
の
影
響
を
受
け
つ
つ

も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
三
差
路
の
一
角
に

立
ち
続
け
て
地
域
を
見
守
っ
て
お
り
、
街

道
を
感
覚
的
に
理
解
で
き
る
場
所
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
非
常
に
代
え
が
た
い
こ

と
で
あ
る
と
思
う
。

道
標
は
各
地
で
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
扱
わ
れ
、
文
化
財
指
定
さ
れ
て
い
る
も

の
も
存
在
す
る
（
写
真
６
）。
楽
田
追
分

の
道
標
群
に
つ
い
て
も
、
現
在
に
至
る
ま

で
保
存
さ
れ
て
来
た
こ
と
に
敬
意
を
表
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
「
追
分
」
地

区
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
大
切
に
さ
れ
る
こ

と
を
期
し
、
拙
稿
も
そ
の
一
助
と
な
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

最
後
に
、
調
査
や
執
筆
に
あ
た
り
以
下

の
方
々
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
改
め

て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

追
分
地
区
の
皆
さ
ん
・
尾
張
冨
士
大
宮
浅

間
神
社
・
鈴
木
伸
太
郎
・
チ
ャ
ペ
ル
犬
山
・

服
部
哲
也
・
望
月
友
恵
・
山
内
勇
夫

【
註
】

（
１
）
愛
知
県
教
育
委
員
会
文
化
財
課 

１
９
９
１
『
愛

知
県
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
Ｖ
‐
木
曽
街
道
‐　

愛

知
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
60
集
』
愛
知
県
教
育
委

員
会

＊
上
街
道
、
本
街
道
、
小
牧
街
道
、
善
師
野
街
道
、

殿
様
街
道
な
ど
の
異
称
が
あ
る
。

（
２
）
犬
山
市
教
育
委
員
会
・
犬
山
市
史
編
さ
ん
委

員
会 

１
９
９
７
『
犬
山
市
史　

通
史
編
上　

原
始
・

古
代
、
中
世
、
近
世
』
犬
山
市

＊
犬
山
街
道
と
も
呼
ば
れ
る
。

（
３
）
犬
山
市
教
育
委
員
会
・
犬
山
市
史
編
さ
ん
委

員
会 

１
９
７
９
『
犬
山
市
史　

史
料
編
１　

近
世
絵

図
集
』
犬
山
市

（
４
）
名
古
屋
市
教
育
委
員
会 

１
９
６
７
『
名
古
屋

叢
書
続
編　

第
６
巻　

尾
張
徇
行
記
（
３
）』
編
者

に
同
じ

（
５
）
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
『
名
古
屋
叢
書
三
編　

第
17
巻　

横
井
也
有
全
集 

中
』
名
古
屋
市
教
育
委
員

会　

Ｐ
３
５
６

名
古
屋
市
教
育
委
員
会 

１
９
６
０
『
名
古
屋
叢
書　

第
19
巻　

随
筆
編
（
２
）』
編
者
に
同
じ　

Ｐ
56
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（
６
）『
地
籍
図　

丹
羽
郡
学
伝
村
』（
愛
知
県
公
文

書
館
所
蔵
）

（
７
）
横
山
住
雄 

１
９
９
７
『
犬
山
の
石
仏
・
梵
鐘　

犬
山
の
歴
史
散
歩
（
二
）』
濃
尾
歴
史
研
究
所

（
８
）楽
田
村
史
編
纂
委
員
会 

１
９
６
７『
楽
田
村
史
』

編
者
に
同
じ

（
９
）
吉
野
深
市 

１
９
７
０
『
楽
田　

追
分
誌　

明

治
百
年
記
念
』
編
者
に
同
じ

（
10
）
犬
山
市
教
育
委
員
会
歴
史
ま
ち
づ
く
り
課 

２
０
１
６
「
犬
山
市
の
公
共
施
設
の
変
遷
」（
犬
山

市
Ｈ
Ｐ
に
て
２
０
２
６
年
４
月
15
日
閲
覧
）

＊
江
戸
時
代
後
期
に
は
三
狐
神
社
、
社
宮
司
の
社
、

ヲ
チ
ャ
セ
ン
な
ど
と
称
し
た
（
犬
山
里
語
記
）。

（
11
）
犬
山
市
教
育
委
員
会
・
犬
山
市
史
編
さ
ん
委

員
会 

１
９
９
５
『
犬
山
市
史　

通
史
編
下　

近
代
・

現
代
』
犬
山
市

（
12
）

Ａ
．
註
９
の
文
献　

口
絵

Ｂ
．
犬
山
市
教
育
研
究
会 

１
９
７
８
『
犬
山　

中
学

校
社
会
科
資
料
集
』
犬
山
市
教
育
委
員
会　

Ｐ
75

Ｃ
．
松
井
貞
雄 

１
９
８
４
『
ぼ
く
ら
の
愛
知
県
‐
郷

土
の
地
理
と
歴
史
‐
』
ポ
プ
ラ
社　

Ｐ
１
４
１

Ｄ
．
尾
張
文
化
研
究
会 

１
９
８
５
『
歴
史
と
文
化
の

ふ
る
さ
と
犬
山
』
大
正
堂
兼
松
書
店　

Ｐ
66

Ｅ
．
註
１
の
文
献　

Ｐ
20

Ｆ
．
註
11
の
文
献　

Ｐ
71

Ｇ
．
鈴
木
一
七
子 

１
９
９
５
「
な
ご
や
懐
古
街
道
記

８　

“
殿
様
街
道
〞
に
た
た
ず
む
桜
と
石
仏　

木
曽

（
上
）
街
道
・
上
」『
名
古
屋
商
工
会
議
所
月
報　

那

古
野　

３
月
号
（
５
５
９
）』
名
古
屋
商
工
会
議
所　

Ｐ
33

Ｈ
．
扶
桑
町
教
育
委
員
会
・
扶
桑
町
史
編
集
委
員
会 

１
９
９
８
『
扶
桑
町
史　

上
』
扶
桑
町　

Ｐ
３
３
６

Ｉ
．北
区
民
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会 

２
０
０
８『
稲

置
街
道
散
策
ま
っ
ぷ
‐
名
古
屋
城
か
ら
犬
山
城
‐
』

編
者
に
同
じ　

Ｐ
31

＊
こ
の
ほ
か
、
筆
者
の
知
る
限
り
で
は
以
下
の
文
献

に
楽
田
追
分
道
標
の
写
真
（
遠
景
含
む
）
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

Ｊ
．
犬
山
市
教
育
委
員
会
・
犬
山
市
史
編
さ
ん
委
員

会 

１
９
８
５
『
犬
山
市
史　

別
巻　

文
化
財
・
民
俗
』

犬
山
市　

Ｐ
５
０
７

Ｋ
．
愛
知
県
社
会
科
教
育
研
究
会
尾
張
部
会 

１
９
８
８
『
尾
張
の
文
化
財
と
く
ら
し
』
浜
島
書
店　

Ｐ
１
５
５

Ｌ
．
犬
山
市
教
育
委
員
会 

１
９
９
３
『
犬
山
市
の
文

化
財
』
編
者
に
同
じ　

Ｐ
55

Ｍ
．
犬
山
市
教
育
研
究
会 

１
９
９
３
改
訂
『
わ
た
し

た
ち
の
ま
ち
犬
山
』
犬
山
市
教
育
委
員
会　

Ｐ
81

Ｎ
．
中
根
洋
治 

１
９
９
７
『
愛
知
の
歴
史
街
道
』
愛

知
古
道
研
究
会　

Ｐ
１
０
７

Ｏ
．
愛
知
県
社
会
科
教
育
研
究
会
尾
張
部
会 

２
０
１
２
『
尾
張
の
街
道　

探
訪
尾
張
の
歴
史
シ

リ
ー
ズ
第
２
集
』
浜
島
書
店　

Ｐ
65

（
13
）
註
12
の
文
献
Ｊ

（
14
）『
犬
山
の
石
仏
・
梵
鐘
』
所
載
の
銘
文
と
は
年

月
も
一
致
し
て
い
る
が
、
こ
の
文
献
は
１
９
９
７
年

の
刊
行
、
す
な
わ
ち
「
尾
張
冨
士
山
道
」
が
三
差
路

か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
時
期
よ
り
数
年
経

過
し
て
お
り
、
何
に
基
づ
い
て
銘
を
記
載
し
た
の
か

不
明
瞭
な
た
め
判
断
の
根
拠
に
用
い
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

（
15
）
こ
の
ほ
か
、
１
９
９
３
年
３
～
４
月
に
刊
行

さ
れ
た
註
12
の
文
献
Ｌ
・
Ｍ
の
写
真
で
も
石
柱
は
４

本
し
か
見
え
な
い
が
、
い
ず
れ
も
「
黒
平
山
秋
葉
道
」

の
す
ぐ
右
で
見
切
れ
て
い
る
た
め
「
尾
張
冨
士
山
道
」

の
有
無
は
判
断
で
き
な
い
。

（
16
）「
尾
張
富
士　

石
持
祭　

雨
中
の
壮
観
」『
新

愛
知　

１
９
０
８
年
６
月
30
日　

朝
刊
』
新
愛
知
新

聞
社　

Ｐ
５

「
尾
張
富
士
の
宵
祭　

満
山
の
火
光　

石
吊
祭
の
始

ま
る
迄
」『
新
愛
知　

１
９
１
６
年
７
月
１
日　

朝

刊
』
Ｐ
４

（
17
）
文
化
財
と
し
て
の
登
録
名
は
「
美
濃
路
道
標
」。

【
参
考
文
献
】

（
１
）
桜
井
芳
昭 

１
９
９
７
『
尾
張
の
街
道
と
村
』

著
者
に
同
じ

（
２
）鈴
木
一
七
子 

２
０
０
２『
な
ご
や
懐
古
街
道
記
』

志
考
社

（
３
）
春
日
井
市
文
化
財
友
の
会 

２
０
０
７
『
木
曽

街
道
を
歩
く　

ひ
と
り
歩
き
の
案
内
書
』
編
者
に
同

じ（
４
）
街
道
研
究
友
の
会 

２
０
１
０
『
古
道
２
７
７

㎞
と
堀
川
の
今　

名
古
屋
開
府
４
０
０
年
記
念
』
新

日
本
印
刷

（
５
）
犬
山
市
教
育
委
員
会 

２
０
２
０
『
尾
張
冨
士

の
石
上
げ
祭
調
査
報
告
書
』
編
者
に
同
じ

（
６
）
増
田
修 

２
０
２
１
『
美
濃
・
尾
張
の
石
碑
を

訪
ね
て
』
産
經
新
聞
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー

（
７
）
村
上
哲
生 

２
０
２
３
「
木
曽
街
道
の
給
水
施

設
遺
構
」『
水
利
科
学　

67
巻
３
号
』
日
本
治
山
治

水
協
会
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１
．
は
じ
め
に

昨
年
度
よ
り
、
筆
者
は
犬
山
市
域
で
過

去
に
お
こ
な
わ
れ
た
発
掘
調
査
等
出
土
遺

物
の
再
検
討
や
、
赤
色
立
体
地
図
を
活
用

し
た
窯
跡
の
踏
査
を
通
し
て
、
主
に
古
代

か
ら
中
世
に
お
け
る
本
市
域
の
窯
業
生
産

の
実
態
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
活
動
を
続

け
て
い
る
（
兼
松
２
０
２
５
ａ
・
ｂ
）。

詳
細
は
後
述
す
る
が
、
本
市
域
に
は
既
に

周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
と
し
て
登
録

さ
れ
て
い
る
窯
跡
が
複
数
存
在
す
る
も
の

の
、
発
掘
調
査
事
例
が
少
な
く
、
分
布
調

査
の
記
録
・
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
地
点

も
必
ず
し
も
多
い
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の

た
め
、
宅
地
開
発
等
で
明
ら
か
に
滅
失
し

て
い
る
も
の
は
除
く
が
、
残
存
の
可
能
性

が
あ
る
窯
跡
に
つ
い
て
は
改
め
て
そ
の
地

点
の
踏
査
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
実
態
の

解
明
に
近
づ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
稿
は
、
そ
の
一
環
で
お
こ
な
っ
た
犬

山
市
・
明
治
池
古
窯
（
県
遺
跡
番
号
：

０
５
０
０
７
７
）
の
踏
査
報
告
で
あ
る
。

本
窯
は
『
愛
知
県
史
（
註
１
）』
で
は
「
白

瓷
」が
、『
犬
山
市
史（
註
２
）』で
は「
碗
」

が
出
土
遺
物
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
以
外
に
本
窯
に
関
す
る
記
述
は

な
く
、
実
際
の
遺
物
も
確
認
で
き
な
い
た

め
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
も
の
が
出
土
し

た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
加
え
て
、
上
述

し
た
２
つ
の
文
献
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
分

布
図
を
み
て
み
る
と
、
僅
か
で
は
あ
る
が

そ
の
位
置
に
ず
れ
が
認
め
ら
れ
る
（
第
１

図
）。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
本
窯
の

性
格
と
そ
の
正
確
な
位
置
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
し
た
い
。

２
．
立
地
と
周
辺
の
遺
跡

犬
山
市
の
東
部
に
は
、
標
高
１
３
０
～

２
０
０
ｍ
ほ
ど
の
丘
陵
地
（
東
部
丘
陵
、

愛
岐
丘
陵
な
ど
と
呼
ば
れ
る
）
が
広
が
っ

て
お
り
、
丘
陵
内
に
は
農
業
用
と
し
て
数

多
く
の
灌
漑
用
た
め
池
が
造
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
内
の
１
つ
に
「
明
治
池
」
が
あ

り
、
本
窯
は
そ
の
付
近
に
所
在
す
る
と
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
周
辺
は
ち
ょ
う

ど
丘
陵
地
か
ら
平
野
部
へ
と
開
け
て
い
く

場
所
で
あ
り
、
標
高
は
東
か
ら
西
へ
と
な

だ
ら
か
に
低
く
な
っ
て
い
る
。

犬
山
市
域
に
は
、
東
部
丘
陵
内
を
中
心

に
複
数
の
窯
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
の
多
く
は
灰
釉
陶
器
、
も
し
く
は

山
茶
碗
を
生
産
し
た
窯
跡
で
あ
る
。
灰
釉

陶
器
窯
が
平
野
部
に
比
較
的
近
い
場
所
を

中
心
に
南
北
の
分
布
が
認
め
ら
れ
る
の
に

対
し
て
、
山
茶
碗
窯
は
岐
阜
県
境
に
沿
う

よ
う
な
東
西
の
分
布
を
示
し
て
い
る
。
た

だ
、
発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
窯
跡
が

少
な
い
た
め
に
詳
細
は
不
明
で
、
本
窯
の

南
西
方
向
に
位
置
す
る
「
赤
坂
古
窯
跡

群
」
の
赤
坂
１
～
３
号
窯
が
貴
重
な
発
掘

調
査
事
例
で
あ
る
（
註
３
）。
既
に
包
蔵

地
と
な
っ
て
い
る
窯
跡
が
約
50
基
存
在
す

る
が
、
こ
れ
に
加
え
て
、
近
年
の
踏
査
に

よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
も
の
も
存
在
す
る

（
大
塚
２
０
２
０
・
兼
松
２
０
２
５
ａ
）。

ま
た
、
本
市
域
は
周
辺
を
一
大
窯
業
生

産
地
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
南
方
の
小
牧

市
・
春
日
井
市
に
は
「
尾
北
古
窯
跡
群
（
以

下
、
尾
北
窯
）」
が
、
北
方
の
各
務
原
市

に
は
「
美
濃
須
衛
古
窯
跡
群
（
以
下
、
美

濃
須
衛
窯
）」
が
、
東
方
の
可
児
市
・
多

治
見
市
に
は
「
東
濃
西
部
古
窯
跡
群
（
以

下
、
東
濃
窯
）」
が
存
在
す
る
。
尾
北
窯
・

美
濃
須
衛
窯
は
古
代
に
、
東
濃
窯
は
主
に

古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
活
発
に
窯
業
生

産
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
本
市
域
を
含
め

た
尾
張
北
部
～
中
濃
・
東
濃
地
域
が
、
当

時
の
東
海
地
域
に
お
け
る
窯
業
生
産
の
一

翼
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

特
に
、
東
濃
窯
に
つ
い
て
は
東
部
丘
陵
と

尾
根
続
き
の
近
接
し
た
場
所
に
、
同
時
期

の
窯
跡
の
分
布
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
注
目

し
て
お
き
た
い
（
第
２
図
）。

犬
山
市
・
明
治
池
古
窯
の
踏
査
報
告

愛
知
学
院
大
学
大
学
院　

文
学
研
究
科　

歴
史
学
専
攻　

博
士
前
期
課
程　

一
年

兼
松
泰
弘
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第２図　犬山市と岐阜県境付近の灰釉陶器・山茶碗窯跡

第３図　遺物散布地点周辺の地形図
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踏
査
報
告

①
現
況

遺
物
の
散
布
が
確
認
で
き
た
地
点
は
明

治
池
の
北
東
方
向
に
位
置
し
て
お
り
、
西

か
ら
伸
び
る
丘
陵
南
側
斜
面
の
中
腹
付
近

の
狭
い
範
囲
で
あ
る
（
第
３
図
）。
こ
の

場
所
は
、
先
に
述
べ
た
『
犬
山
市
史
（
註

２
）』
の
分
布
図
の
位
置
と
ほ
ぼ
一
致
す

る
。
標
高
は
約
１
１
５
ｍ
で
、
周
辺
は
山

林
が
広
が
っ
て
い
る
。
八
曽
地
区
で
み
ら

れ
た
よ
う
な
窯
体
の
凹
み
や
、
前
庭
部
の

平
坦
面
と
い
っ
た
地
形
の
痕
跡
は
ほ
ぼ
認

め
ら
れ
な
か
っ
た（
兼
松
２
０
２
５
ａ
）。

確
認
で
き
た
遺
物
は
、
東
海
地
域
の
代

表
的
な
中
世
陶
器
で
あ
る
山
茶
碗
で
、
そ

の
中
で
も
薄
手
で
均
質
な
胎
土
が
特
徴
の

「
東
濃
型
（
註
４
）」
山
茶
碗
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
に
、
窯
道
具
で
あ
る
焼
台
や
窯

壁
と
思
わ
れ
る
破
片
も
散
布
し
て
い
た
。

②
採
集
遺
物

採
集
遺
物
に
は
碗
と
小
皿
が
あ
り
、
ど

ち
ら
も
や
や
深
い
形
状
で
あ
る
。
底
部

外
面
に
は
回
転
糸
切
り
痕
が
み
ら
れ
、



1 2 3

4 5 6
0 10(S=1/3) (cm)

器器高高 口口径径（（残残存存率率）） 底底径径（（残残存存率率））

1 R80202 明治池－１ 山茶碗 碗 5.9 14.1（10%） 6.0（90%） 回転糸切り痕 良好 灰白 極密・黒斑少 内面全体にうすく自然釉かかる

2 R80202 明治池－２ 山茶碗 碗 5.4 14.6（20%） 6.0 回転糸切り痕 良好 灰白 極密・黒斑少 内面全体に自然釉かかる・ボロ付着

3 R80202 明治池－３ 山茶碗 碗 5.4 14.2（30%） 6.3（70%） 回転糸切り痕 良好 灰白 極密・黒斑少 外面褐色に焼きあがる

4 R80202 明治池－４ 山茶碗 小皿 2.2 8.1（45%） 3.8 回転糸切り痕 良好 灰白 極密・黒斑少 底部外面に板目状圧痕あり

5 R80202 明治池－５ 山茶碗 小皿 2.2 8.3（10%） 4.2 回転糸切り痕 良好 灰白 極密・黒斑少 外面全体と断面に自然釉かかる

6 R80202 明治池－６ 山茶碗 小皿 2.1 8.3（25%） 4.0 回転糸切り痕 良好 灰白 密・黒斑少 内面全体に自然釉かかる・ボロ付着

胎胎土土 備備考考焼焼成成 色色調調実実測測図図番番号号 注注記記 器器種種
法法量量（（ccmm））

底底部部外外面面調調整整種種別別

第４図　明治池古窯採集の山茶碗

第１表　採集遺物観察表

38

体
部
か
ら
口
縁
部
に
か

け
て
は
直
線
的
で
あ

る
。
碗
に
つ
い
て
は
口

縁
部
が
や
や
内
湾
し
、

高
台
は
ど
れ
も
付
高
台

で
三
角
も
し
く
は
つ
ぶ

れ
た
台
形
状
で
、
端
部

に
は
籾
殻
痕
が
み
ら
れ

る
。
東
濃
型
山
茶
碗
編

年
（
註
５
）
の
５
ｂ
～

５
ｃ
型
式
期
に
相
当
す

る
と
考
え
ら
れ
、
実
年

代
で
は
12
世
紀
末
葉
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
（
第

４
図
・
第
１
表
）。

４
．
お
わ
り
に

今
回
の
踏
査
に
よ
っ

て
、
明
治
池
古
窯
は
12

世
紀
末
葉
に
東
濃
型
山

茶
碗
を
生
産
し
た
窯
跡

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
岐
阜
県
境

か
ら
や
や
離
れ
、
平
野

部
に
近
い
場
所
に
単
独

で
築
か
れ
る
立
地
は
、

こ
れ
ま
で
に
踏
査
を
お

こ
な
っ
た
八
曽
地
区
の

そ
れ
と
は
大
き
く
異
な

る
。
隣
接
す
る
東
濃
窯
の
動
向
を
み
て
み

る
と
、
当
該
期
に
は
窯
数
が
著
し
く
増
加

す
る
と
も
に
平
野
部
か
ら
離
れ
た
急
峻
な

山
中
に
も
窯
が
構
築
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
む
し
ろ
本
窯
の
よ
う
な
立
地
の
窯
の

方
が
少
数
派
と
な
っ
て
い
る
。
山
内
伸
浩

氏
は
、
こ
の
山
茶
碗
窯
の
「
高
地
化
」
が

原
料
（
薪
木
・
陶
土
）
を
求
め
た
工
人
移

動
の
結
果
の
み
で
は
解
釈
し
き
れ
な
い
要

因
が
あ
る
と
指
摘
し
、
そ
の
一
例
と
し

て
多
治
見
市
の
北
小
木
地
区
を
取
り
上

げ
、
特
に
14
世
紀
以
降
に
は
永
保
寺
の

所
領
拡
大
と
経
営
形
態
に
影
響
を
受
け

て
い
た
も
の
と
推
測
し
て
い
る
（
山
内

２
０
０
８
）。
無
論
、
犬
山
市
域
の
山
茶

碗
窯
が
永
保
寺
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と

は
現
状
考
え
に
く
い
。
た
だ
、
改
め
て
第

２
図
を
み
て
み
る
と
、
八
曽
地
区
と
北
小

木
地
区
が
当
時
の
一
体
的
な
窯
場
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
北
小
木
地
区
を

含
め
た
東
濃
窯
の
動
向
に
、
本
市
域
の
そ

れ
は
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
（
与
え

て
い
る
）
可
能
性
が
高
い
。
な
お
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
可
児
市
境
付
近
の
灰
釉
陶
器

窯
に
つ
い
て
も
同
様
の
可
能
性
が
考
え
ら

れ
、
近
年
で
は
大
西
遼
氏
に
よ
る
指
摘
が

あ
る
（
大
西
２
０
１
９
）。

最
後
に
、
今
回
の
踏
査
成
果
は
本
市
域

の
山
茶
碗
窯
跡
が
東
濃
窯
に
近
接
し
た
県

境
付
近
に
集
中
す
る
の
み
で
は
な
く
、
東

部
丘
陵
内
の
広
範
に
わ
た
っ
て
分
布
し
て

い
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
今
後
も
継
続
し
て
踏
査
を
お
こ
な

い
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
べ
く
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
。

【
謝
辞
】

本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
、
以
下
の
方
々

に
は
現
地
の
状
況
・
採
集
遺
物
の
所
見
に

つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し

て
感
謝
い
た
し
ま
す（
50
音
順・敬
称
略
）。

岡
本
直
久
・
中
野
耕
司
・
中
野
晴
久
・

水
野
領
介
・
山
本
智
子

【
註
】

１　

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
（
編
）
２
０
１
５
『
愛

知
県
史 

別
編 

窯
業
１ 

古
代 

猿
投
系
』
愛
知
県

２　

犬
山
市
教
育
委
員
会
・
犬
山
市
史
編
さ
ん
委
員

会
（
編
）
１
９
８
３
『
犬
山
市
史 

史
料
編
三 

考
古 

古
代
・
中
世
』
犬
山
市

３　

そ
の
ほ
か
に
も
、
時
代
は
下
る
が
犬
山
焼
を
生

産
し
た
「
丸
山
窯
」
も
発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
。

４　
「
東
濃
型
」
と
は
山
茶
碗
の
一
類
型
で
あ
る
。

そ
の
生
産
の
中
心
は
可
児
市
や
多
治
見
市
、
土
岐
市

と
い
っ
た
東
濃
地
域
で
あ
る
が
、
愛
知
県
側
の
犬
山

市
や
春
日
井
市
の
内
津
地
域
、
瀬
戸
市
北
部
と
い
っ

た
一
部
の
隣
接
地
域
に
お
い
て
も
東
濃
型
山
茶
碗
を

生
産
し
た
窯
跡
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
も
東

濃
窯
の
範
疇
に
含
ま
れ
て
い
る
（
山
内
２
０
０
８
・

藤
澤
２
０
１
８
な
ど
）。

５　

山
本
智
子
氏
が
掲
示
し
た
編
年
に
依
っ
た
（
山

本
２
０
２
０
）。
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【
引
用
・
参
考
文
献
】

大
塚
友
恵 

２
０
２
０
「
犬
山
市
・
宮
裏
池
採
集
の
灰

釉
陶
器
に
つ
い
て
」『
研
究
紀
要 

邇
波
』
第
７
号
、

Ｎ
Ｐ
О
法
人
古
代
邇
波
の
里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
21
―
25
頁

大
西　

遼 

２
０
１
９
「
愛
知
県
下
の
窯
業
遺
跡
出
土

資
料
に
関
す
る
基
礎
的
調
査
報
告
Ⅱ 

―
猿
投
窯
東
山

地
区
及
び
尾
北
窯
出
土
須
恵
器
・
瓷
器
の
考
古
学
的

調
査
―
（
付
）
美
濃
・
伊
勢
の
窯
跡
出
土
須
恵
器
」『
愛

知
県
陶
磁
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
24
号
、
72
―
85
頁

兼
松
泰
弘 

２
０
２
５
ａ
「
赤
色
立
体
地
図
の
活
用
に

よ
る
山
茶
碗
窯
跡
の
発
見 

―
犬
山
市
八
曽
地
区
を
事

例
に
―
」『
研
究
紀
要 

邇
波
』
第
12
号
、
Ｎ
Ｐ
О
法

人
古
代
邇
波
の
里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
26

―
39
頁

兼
松
泰
弘 

２
０
２
５
ｂ
「
犬
山
市
・
赤
坂
２
号
窯
出

土
の
灰
釉
陶
器
・
山
茶
碗
に
つ
い
て
」『
令
和
７
年

度
考
古
学
フ
ェ
ア
『
あ
い
ち
の
考
古
学
２
０
２
５
』

発
表
資
料
集
』
公
益
財
団
法
人
愛
知
県
教
育
・
ス
ポ
ー

ツ
文
化
振
興
財
団 

愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、 

19
―
20
頁

多
治
見
市
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー
（
編
）
２
０
０
２

『
多
治
見
市
詳
細
遺
跡
地
図
』
多
治
見
市
教
育
委
員
会

長
瀬
治
義
・
田
口
昭
二 

２
０
０
５
「
第
二
部 

窯
業
」

『
可
児
市
史 

第
一
巻 

通
史
編 

考
古
・
文
化
財
』
可
児

市
、
３
９
９
―
６
４
０
頁

藤
澤
良
祐 

２
０
１
８
「
東
海
地
方
に
お
け
る
中
世
窯

の
消
長 

―
中
世
前
半
代
の
様
相
を
中
心
に
―
」『
東

海
窯
業
史
研
究
論
集
Ⅰ
』
東
海
窯
業
史
研
究
会
、
１

―
34
頁

山
内
伸
浩
（
編
）
１
９
９
１
『
北
小
木
古
窯
跡
群
発

掘
調
査
報
告
書
』
多
治
見
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

報
告
書
第
28
号
、
多
治
見
市
教
育
委
員
会

山
内
伸
浩 

２
０
０
８
「
東
濃
地
域
に
お
け
る
灰
釉
陶

器
・
山
茶
碗
生
産
の
一
様
相 

―
窯
の
分
布
と
そ
の
変

遷
か
ら
の
視
点
―
」『
日
本
考
古
学
協
会
２
０
０
８

年
度
愛
知
大
会
研
究
発
表
資
料
集
』
日
本
考
古
学
協

会
２
０
０
８
年
度
愛
知
大
会
実
行
委
員
会
、
５
３
３

―
５
４
７
頁

山
本
智
子 

２
０
２
０
『
中
世
東
濃
窯
の
研
究
』
愛
知

学
院
大
学
大
学
院
博
士
論
文

【
挿
図
・
表
出
典
】

第
１
図　

地
理
院
地
図
電
子
国
土W

eb

に
加
筆
作
成

第
２
図　

地
理
院
地
図
電
子
国
土W

eb

に
加
筆
作

成
。
位
置
は
大
塚
２
０
２
０
、
兼
松
２
０
２
５
ａ
、

多
治
見
市
文
化
財
保
護
セ
ン
タ
ー
（
編
）
２
０
０
２
、

長
瀬
・
田
口
２
０
０
５
、
マ
ッ
プ
あ
い
ち
（
愛
知
県

統
合
型
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
愛
知
県
文
化
財
マ
ッ

プ 

埋
蔵
文
化
財 

記
念
物
（https://m

aps.pref.
aichi.jp/m

ap/view
/m

ap.jsp?m
id=20055

）
を

参
照

第
３
図　

マ
ッ
プ
あ
い
ち
（
愛
知
県
統
合
型
地
理
情

報
シ
ス
テ
ム
）
森
林
情
報
マ
ッ
プ
（https://m

aps.
pref.aichi.jp/m

ap/view
/m

ap.jsp?m
id=21378

）

に
加
筆
作
成

第
４
図　

筆
者
作
成

第
１
表　

筆
者
作
成



図１　官林瓦窯推定位置図
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１
．
は
じ
め
に

官
林
瓦
窯
は
、
木
曽
川
の
左
端
、
小

牧
台
地
の
西
端
部
で
あ
る
犬
山
市
犬
山

字
官
林
に
位
置
す
る
と
さ
れ
（
図
１
）、

現
状
は
森
林
で
あ
る
（
梶
原
２
０
１
０

ａ
）。
発
掘
調
査
は
な
さ
れ
て
い
な
い

も
の
の
、
周
辺
域
で
は
多
量
の
古
代
瓦

を
中
心
と
し
た
遺
物
の
採
集
が
な
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ら
に
着
目
し
た
研
究
も

数
多
く
見
ら
れ
る
（
岩
野
１
９
７
７
、

梶
山
２
０
０
１
・
２
０
０
５
、
梶
原

２
０
１
０
ｂ
･
２
０
１
７
･
２
０
２
３

･
２
０
２
４
）。
し
か
し
、
官
林
瓦
窯
の

詳
細
な
所
在
地
は
現
在
も
な
お
不
明
で
、

周
知
の
遺
跡
登
録
地
点
に
は
ズ
レ
が
生
じ

て
い
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
公

益
財
団
法
人
日
本
モ
ン
キ
ー
セ
ン
タ
ー

２
０
２
１
）。
ま
た
、
採
集
遺
物
に
つ
い

て
も
、
網
羅
的
な
報
告
は
な
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、
官
林
瓦
窯

周
辺
域
で
従
来
採
集
さ
れ
た
遺
物
を
再
整

理
す
る
と
共
に
（
第
２
章
）、
官
林
瓦
窯

の
所
在
地
を
特
定
す
べ
く
実
施
し
た
遺
跡

存
在
予
測
と
（
第
３
章
）
踏
査
成
果
に
つ

い
て
、
報
告
を
行
な
う
（
第
４
章
）。

２
．
採
集
遺
物
の
再
整
理

官
林
瓦
窯
推
定
域
で
は
、
多
量
の
瓦
と

数
点
の
土
器
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
以
下

に
そ
の
概
要
を
示
す
。

軒
丸
瓦

素
文
縁
の
単
弁
蓮
華
文
を
持
つ
軒
丸
瓦

で
あ
る
（
図
２
―
１
）。
周
辺
地
域
（
丹

羽
郡
･
春
部
郡
）
に
同
文
瓦
の
分
布
が

見
ら
れ
（
御
土
井
廃
寺
、
伝
法
寺
廃
寺
、

白
山
瓦
窯
、
川
井
薬
師
堂
廃
寺
、
下
田
南

遺
跡
）、
特
筆
さ
れ
る
。
確
認
さ
れ
て
い

る
個
体
の
残
存
状
況
は
良
好
で
な
い
も
の

の
、
推
定
瓦
当
径
は
１
４
・
９
㎝
で
、
蓮

弁
数
は
八
弁
と
想
定
さ
れ
る
。
丸
瓦
の
接

合
部
分
で
は
、
布
目
の
転
写
が
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
接
合
丸
瓦
先
端

の
凹
面
側
は
未
加
工
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
色
調
は
灰
白
色
（
２
・
５
Ｙ
８
/

２
）
を
呈
し
、
胎
土
は
小
石
（
０
・
３
～

０
・
５
㎝
大
）
を
１
～
２
個
含
む
緻
密
な

砂
粒
で
、
焼
成
は
や
や
軟
質
で
あ
る
。
１

点
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
１
点
の
み
接
合

丸
瓦
と
推
定
さ
れ
る
個
体
も
確
認
さ
れ
た

が
（
図
２
―
２
）、
資
料
状
況
が
不
良
の

た
め
、
詳
細
な
調
整
方
法
に
つ
い
て
は
不

明
で
あ
る
。

軒
平
瓦

直
線
顎
の
三
重
弧
文
軒
平
瓦
で
あ
る

（
図
２
―
３
）。
平
瓦
部
は
粘
土
板
桶
巻

作
り
で
、
凸
面
に
は
、
微
細
で
あ
る
が
縄

叩
き
痕
を
残
す
。
瓦
当
部
は
、
平
瓦
よ
り

さ
ら
に
分
厚
く
な
る
よ
う
補
足
粘
土
が
凹

凸
両
面
に
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
粘
土
の

補
足
が
平
瓦
の
分
割
前
で
あ
る
か
、
分
割

後
で
あ
る
か
は
、
瓦
当
部
及
び
破
面
の
摩

滅
過
多
、
そ
し
て
側
面
の
ケ
ズ
リ
調
整
に

よ
り
明
確
な
判
別
が
つ
か
な
か
っ
た
。
色

調
は
灰
白
色
（
２
・５
Ｙ
８
/
２
）
を
呈

し
、胎
土
は
小
石（
０
・３
～
０
・５
㎝
大
）

を
１
～
２
個
含
む
緻
密
な
砂
粒
で
、
焼
成

は
や
や
軟
質
で
あ
る
。１
点
確
認
さ
れ
た
。

平
瓦平

瓦
は
、
凸
面
調
整
な
ど
か
ら
四
つ
の

型
式
に
分
類
さ
れ
る
。

・
Ⅰ
型
式

凸
面
に
中
程
度
の
縄
叩
き
（
縦
０
・
８

㎝
前
後
×
幅
０
・
４
㎝
前
後
）
を
全
面
に

残
す
粘
土
板
桶
巻
作
り
の
一
群
で
あ
る

（
図
２
―
４
）。
叩
き
の
方
向
は
、
左
肩

上
が
り
の
円
弧
を
描
く
。
凹
面
は
布
目
痕

を
残
し
、
胎
土
は
小
石
を
あ
ま
り
含
ま
な

い
緻
密
な
砂
粒
で
あ
る
。
焼
成
は
や
や
軟

質
で
、
色
調
は
灰
色
?
に
ぶ
い
黄
橙
色

を
呈
す
る
。
56
点
確
認
さ
れ
た
。

・
Ⅱ
型
式

凸
面
に
中
程
度
の
縄
叩
き
（
縦
０
・
８

㎝
前
後
×
幅
０
・
６
㎝
前
後
）
を
や
や
粗

官
林
瓦
窯
採
集
遺
物
の
整
理
と
二
〇
二
五
年
度
踏
査
成
果
報
告

名
古
屋
大
学
大
学
院　

人
文
学
研
究
科　

博
士
前
期
課
程　

二
年

伊
藤
佑
真



0 20cm(S=1/3)

0 20cm(S=1/4)

0 20cm(S=1/6)

図２：官林瓦窯  採集瓦①

(1～ 3：S＝1/3、4・5：S＝1/6、6・7：S＝1/4)

１

２

３

４ ５

６

７

図２　官林瓦窯　採集瓦①
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0 20cm(S=1/4)

0 10cm(S=1/3)

0 10cm(S=1/2)

図３：官林瓦窯  採集瓦②・採集土器

(1～ 4：S＝1/4、5：S＝1/3、6 ～ 10：S＝1/2)

１
２

３

４

５

６ ７

８

９

10

図３　官林瓦窯　採集瓦②・採集土器

42



43 研究紀要「邇波」第１３号

く
残
す
粘
土
板
桶
巻
作
り
の
一
群
で
あ
る

（
図
２
―
５
・６
）。
一
部
個
体
で
は
、
や

や
強
い
叩
き
と
粗
い
ヨ
コ
ケ
ズ
リ
が
施
さ

れ
る
。
凹
面
は
布
目
痕
を
残
し
、
胎
土
は

小
石
を
あ
ま
り
含
ま
な
い
緻
密
な
砂
粒
で

あ
る
。
焼
成
は
硬
質
で
、
色
調
は
灰
色
を

呈
す
る
。
99
点
確
認
さ
れ
た
。

・
Ⅲ
型
式

凸
面
に
細
い
縄
叩
き
（
縦
０
・
６
㎝
前

後
×
幅
０
・
５
㎝
前
後
）
を
残
す
粘
土
板

桶
巻
作
り
の
一
群
で
あ
る（
図
２
―
７
）。

こ
の
型
式
で
は
、
凸
面
に
離
れ
砂
を
留
め

る
個
体
が
い
く
ら
か
確
認
さ
れ
、
側
面
付

近
に
凸
線
と
な
る
立
ち
上
が
り
が
見
ら
れ

る
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
凹
型
成
形
台

の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。
凹
面
は
布
目
痕

を
残
し
、
胎
土
は
小
石
を
あ
ま
り
含
ま
な

い
緻
密
な
砂
粒
で
あ
る
。
焼
成
は
硬
質

で
、
色
調
は
灰
色
?
橙
色
と
多
様
で
あ

る
。
27
点
確
認
さ
れ
た
。

・
Ⅳ
型
式

凸
面
に
太
め
の
縄
叩
き
（
縦
０
・
８
㎝

前
後
×
幅
０
・
７
５
㎝
前
後
）
を
残
す
粘

土
板
桶
巻
作
り
の
一
群
で
あ
る
（
図
３
―

１
）。
凹
面
は
布
目
痕
を
残
し
、
胎
土
は

小
石
を
あ
ま
り
含
ま
な
い
緻
密
な
砂
粒
で

あ
る
。
焼
成
は
硬
質
で
、
色
調
は
灰
色
を

呈
す
る
。
２
点
確
認
さ
れ
た
。

丸
瓦丸

瓦
は
、
平
瓦
に
比
し
て
採
集
点
数

･
型
式
数
が
少
な
い
が
、
凸
面
調
整
な

ど
か
ら
、
2
つ
の
型
式
に
分
類
さ
れ
る
。

・
Ⅰ
型
式

凸
面
に
中
程
度
の
縄
叩
き
（
縦
０
・
８

㎝
前
後
×
幅
０
・
４
㎝
前
後
）
後
、
ナ
デ

調
整
を
施
す
粘
土
板
一
木
模
骨
作
り
で
無

段
式
の
一
群
で
あ
る
（
図
３
―
２
・３
）。

凹
面
は
布
目
痕
と
側
板
痕
を
残
し
、
胎
土

は
小
石
を
あ
ま
り
含
ま
な
い
緻
密
な
砂
粒

で
あ
る
。
焼
成
は
硬
質
で
、
色
調
は
黄
褐

色
で
あ
る
。
42
点
確
認
さ
れ
た
。

・
Ⅱ
型
式

凸
面
に
縄
叩
き
後
、
ナ
デ
（
ケ
ズ
リ
）

調
整
を
施
す
粘
土
板
一
木
模
骨
作
り
で
有

段
式
で
あ
る
（
図
３
―
４
）。
凹
面
は
布

目
痕
を
残
し
、
凸
面
側
に
は
釉
が
多
量
に

付
着
し
て
い
る
。
胎
土
は
小
石
を
含
ま
な

い
緻
密
な
砂
粒
で
あ
る
。
焼
成
は
硬
質

で
、
色
調
は
色
を
呈
す
る
。
１
点
の
み
確

認
さ
れ
た
。
こ
の
製
品
は
、
周
辺
に
所
在

す
る
勝
部
廃
寺
及
び
神
宮
寺
跡
で
出
土
す

る
も
の
と
同
一
製
品
で
、
混
入
の
可
能
性

も
あ
る
。

・
Ⅲ
型
式

凸
面
に
中
程
度
の
縄
叩
き
後
（
縦
０
・

６
㎝
前
後
×
幅
０
・６
㎝
前
後
）、
ナ
デ
調

整
を
施
す
粘
土
板
一
木
模
骨
作
り
で
無
段

式
で
あ
る
（
図
３
―
５
）。
凹
面
は
布
目

痕
を
残
し
、
狭
端
面
は
未
加
工
で
茎
痕
が

見
ら
れ
る
。
胎
土
は
小
石
を
あ
ま
り
含
ま

な
い
緻
密
な
砂
粒
で
、
焼
成
は
軟
質
、
色

調
は
灰
白
色
を
呈
す
る
。
１
点
の
み
確
認

さ
れ
た
。
こ
の
製
品
は
、
勝
部
廃
寺
で
出

土
す
る
も
の
と
同
一
製
品
と
目
さ
れ
、
未

注
記
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
ち
ら
に
つ
い

て
も
混
入
の
可
能
性
が
あ
る
。

・
土
器

土
器
は
総
じ
て
６
点
採
集
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
内
、
古
代
の
も
の
は
５
点
確
認

さ
れ
た
。

・
須
恵
器

坏
の
口
縁
破
片
１
点
（
図
３
―
６
）、

ヘ
ラ
書
き
を
一
部
残
す
蓋
の
破
片
１
点

（
図
３
―
７
）、甕
の
胴
部
破
片
１
点
（
図

３
―
８
）、
壺
も
し
く
は
瓶
類
の
破
片
１

点
（
図
３
―
９
）
が
確
認
さ
れ
た
。
い
ず

れ
も
小
片
の
た
め
、詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

・
灰
釉
陶
器

口
縁
破
片
が
１
点
（
図
３
―
10
）
確
認

さ
れ
た
。
こ
ち
ら
も
小
片
の
為
、
詳
細
は

不
明
で
あ
る
。

小
結採

集
遺
物
に
つ
い
て
、
瓦
は
軒
丸
瓦

･
軒
平
瓦
が
１
点
ず
つ
の
確
認
で
あ
る

も
、
平
瓦
は
複
数
の
型
式
が
存
在
す
る
こ

と
か
ら
、
複
数
の
瓦
工
人
集
団
（
単
位
）

が
瓦
生
産
に
従
事
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
同
時
期
の
所
産
で

あ
る
の
か
、
異
な
る
時
期
の
所
産
で
あ
る

の
か
は
、
現
段
階
で
判
別
で
き
な
か
っ

た
。
ま
た
、
土
器
は
、
瓦
に
比
し
て
ご
く

僅
か
の
確
認
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
産
品

で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
こ
こ
で
は
、

駿
河
の
宮
川
瓦
窯
で
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う

な
、
瓦
工
人
自
身
へ
供
さ
れ
た
も
の
（
静

岡
県
教
育
委
員
会
１
９
８
９
）
で
あ
る
と

想
定
し
て
お
く
。

３
．
官
林
瓦
窯
の
推
定
位
置
予
測

２
０
２
０
年
度
に
赤
塚
次
郎
氏
を
研
究

代
表
と
し
た
官
林
瓦
窯
の
踏
査
が
行
な
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
報
告
に
よ
る
と
、

Ⅰ
：
周
知
の
遺
跡
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い

る
瓦
窯
の
位
置
が
ズ
レ
て
い
る
可
能
性
が

高
い
こ
と

Ⅱ
：
現
場
は
人
為
的
な
改
変
が
進
ん
で
お

り
、
表
採
資
料
等
に
よ
る
遺
構
存
在
の
認

定
に
は
至
ら
な
い
こ
と

Ⅲ
：（
過
去
の
）
遺
物
採
集
地
点
付
近
は
、

礫
を
多
く
含
む
地
質
で
あ
り
、
瓦
窯
の
構

築
に
適
し
て
い
な
い
こ
と

Ⅳ
：
地
形
の
状
況
及
び
、
後
世
の
改
変
か

ら
、
谷
の
東
側
斜
面
が
今
後
の
調
査
対
象

と
な
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
（
公
益
財
団
法
人 

日



図４　官林瓦窯　予測位置図
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本
モ
ン
キ
ー
セ
ン
タ
ー
２
０
２
１
）。
こ

れ
ら
か
ら
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
踏
査
の

み
で
は
困
難
を
要
す
る
状
況
で
あ
る
。

官
林
瓦
窯
の
位
置
予
測

近
年
、
高
解
像
度
の
航
空
レ
ー
ザ
ー
測

量
デ
ー
タ
等
を
用
い
、
地
形
解
析
や
人
工

知
能
の
技
術
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
遺
跡

の
存
在
を
予
測
す
る
研
究
が
進
展
し
て
い

る
（
山
口
２
０
２
５
）。
窯
跡
の
存
在
予

測
は
、
古
墳
や
城
の
縄
張
り
図
の
検
討
事

例
に
比
し
て
低
調
で
あ
る
も
の
の
、
赤
色

立
体
地
図
を
用
い
た
検
討
で
一
定
の
成

果
が
見
ら
れ
る
（
兼
松
泰
弘
２
０
２
５

ａ
･
ｂ
）。
こ
こ
で
も
、
赤
色
立
体
地
図

に
よ
る
存
在
予
測
を
行
な
い
、
踏
査
前
の

ア
タ
リ
を
付
け
る
と
と
も
に
、
窯
跡
存
在

予
測
の
一
事
例
提
示
と
し
て
、
そ
の
内
容

を
列
記
す
る
。
予
測
に
際
し
て
は
、
全
国

Ｑ
地
図
（
国
土
地
理
院
測
量
成
果
）
で
公

開
さ
れ
て
い
る
、
M
P
I
赤
色
立
体
地

図
（
D
E
M
1
A
）
を
用
い
た
。

瓦
窯
構
造
の
予
測

東
海
地
域
の
７
世
紀
後
～
末
に
お
け

る
瓦
窯
構
造
（
瓦
陶
兼
業
窯
を
含
む
）

を
鑑
み
る
と
（
考
古
学
研
究
会
東
海
例

会
･
窯
跡
研
究
会
２
０
１
６
、
小
林

２
０
２
５
、
東
海
埋
蔵
文
化
財
研
究
会

１
９
９
２
）、
基
本
的
に
は
地
下
式
も
し

く
は
半
地
下
式
の
窖
窯
が
見
ら
れ
る
。
し

か
し
、
瓦
窯
に
お
い
て
は
地
下
式
の
も

の
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
か
ら
（
千
葉

２
０
２
４
）、
官
林
瓦
窯
は
地
下
式
の
窖

窯
が
強
く
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
半
地
下
式
の
窖
窯
で
あ
る
可
能
性
も

十
分
考
え
ら
れ
、
以
下
の
項
で
は
、
こ
の

両
構
造
を
念
頭
に
置
く
。

赤
色
立
体
地
図
の
窯
跡
認
定
の
条
件

赤
色
立
体
地
図
に
窯
跡
が
映
る
条
件
に

つ
い
て
は
、
兼
松
氏
に
よ
る
検
討
が
注
目

さ
れ
る
（
兼
松
２
０
２
５
ａ
･
ｂ
）。
ま

と
め
る
と
、
自
然
的
･
人
為
的
改
変
が

あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
①
窯
が
築
か
れ

た
位
置
、
②
窯
の
構
造
、
の
項
目
別
に
条

件
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
①
で
は
、
窯
跡

の
位
置
と
植
生
が
、
②
で
は
、
地
下
式
の

窖
窯
の
場
合
に
お
い
て
見
ら
れ
る
天
井
崩

落
に
伴
う
凹
み
と
、
前
庭
部
お
よ
び
窯
体

に
隣
接
し
て
造
成
さ
れ
た
平
坦
面
の
存
在

が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
半
地
下
式

の
場
合
、
丘
陵
の
斜
面
を
掘
り
く
ぼ
め
た

土
を
利
用
し
て
天
井
を
造
り
付
け
た
と
す

る
な
ら
ば
、
天
井
が
崩
落
し
た
際
に
そ
の

土
は
元
々
あ
っ
た
場
所
へ
戻
る
わ
け
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
時
点
で
凹
み
は
ほ
と
ん

ど
発
生
し
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。」

（
兼
松
２
０
２
５
ｂ 

17
頁
）
と
の
重
要

な
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
赤

色
立
体
地
図
上
に
反
映
さ
れ
る
凹
凸
は
、

過
去
に
湧
水
地
で
あ
っ
た
部
分
が
崩
落

し
た
も
の
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
（
戸

田
２
０
１
４
）、
地
形
上
の
凹
凸
を
一
概

に
窯
跡
と
認
定
す
る
に
は
限
界
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
踏
査
に
際
す
る
ア
タ
リ
と
し

て
、
仮
に
、
官
林
瓦
窯
が
地
下
式
、
も
し

く
は
半
地
下
式
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と

し
、
７
世
紀
後
～
末
頃
の
瓦
窯
と
し
て
広

く
見
ら
れ
る
規
模
で
あ
る
、
５
ｍ
前
後
の

凹
凸
を
対
象
に
、
赤
色
立
体
地
図
か
ら
の

検
討
を
進
め
て
い
く
。

赤
色
立
体
地
図
を
用
い
た
検
証

先
の
前
提
を
念
頭
に
、
赤
色
立
体
地
図

上
の
官
林
瓦
窯
の
所
在
が
推
定
さ
れ
る
エ

リ
ア
概
観
す
る
と
、
Ａ
～
Ｈ
地
点
の
凹
凸

が
抽
出
さ
れ
る
（
図
４
）。
Ａ
地
点
の
凹

み
は
や
や
規
模
が
大
き
い
も
、
周
辺
地
形

に
は
見
ら
れ
な
い
凹
み
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
対
象
と
し
た
。
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４
．
官
林
瓦
窯
の
踏
査
成
果

先
の
、
官
林
瓦
窯
推
定
地
点
を
元
に
、

日
本
モ
ン
キ
ー
セ
ン
タ
ー
の
高
野
智
氏
よ

り
ご
助
力
を
賜
わ
り
、
当
該
エ
リ
ア
の
踏

査
を
２
０
２
６
年
２
月
19
日
（
木
）
に
実

施
し
た
。
す
る
と
、
Ａ
地
点
で
は
、
排
水

管
と
そ
れ
に
伴
う
排
水
に
よ
る
流
路
が
、

Ｂ
～
Ｈ
地
点
で
は
、
地
形
の
凹
み
が
確
認

さ
れ
た
も
の
の
、
遺
物
や
窯
の
操
業
に
伴

う
灰
や
黒
色
土
、
窯
壁
等
の
窯
体
構
築
物

の
検
出
は
一
切
無
く
、
い
ず
れ
も
窯
跡
認

定
の
根
拠
に
足
る
情
報
は
一
切
確
認
さ
れ

な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
か
ら
、
赤
色
立
体
地

図
に
よ
る
窯
跡
検
出
の
難
し
さ
と
、
実
地

調
査
の
重
要
性
が
改
め
て
実
証
さ
れ
る
結

果
と
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
従
来
の

報
告
で
は
、
Ａ
地
点
付
近
で
官
林
瓦
窯
の

存
在
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
た
め

（
梶
山
１
９
９
２
）、
こ
れ
を
基
に
、
Ａ

地
点
の
尾
根
奥
を
中
心
に
再
度
踏
査
を
行

な
っ
た
。
す
る
と
、
集
中
的
に
瓦
の
散
布

が
見
ら
れ
る
地
点
が
検
出
さ
れ
た
（
図

５
）。
採
集
地
点
か
ら
読
み
取
れ
る
よ
う

に
、
か
な
り
限
ら
れ
た
エ
リ
ア
で
集
中
し

て
瓦
が
採
集
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ

こ
か
ら
、
官
林
瓦
窯
の
存
在
が
強
く
想
定

さ
れ
る
エ
リ
ア
を
絞
り
込
む
こ
と
が
で

き
、
従
来
の
指
摘
の
よ
う
に
、
官
林
瓦
窯

の
遺
跡
登
録
地
点
に
は
ズ
レ
が
あ
る
と

言
え
る
。
こ
こ
で
、
採
集
遺
物
に
つ
い

て
概
要
を
示
す
。
採
集
遺
物
は
、
軒
丸

瓦
１
点
、
平
瓦
12
点
、
丸
瓦
１
点
で
あ
っ

た
。
軒
丸
瓦
は
（
図
６
―
１
）、
瓦
当
文

様
部
が
剥
離
し
て
お
り
、
従
来
採
集
の

軒
丸
瓦
と
同
型
式
で
あ
る
か
は
不
明
で

あ
る
。
ま
た
、平
瓦
（
図
６
―
２
～
４
）・

丸
瓦
（
図
６
―
５
）
に
お
い
て
も
、
凸

面
は
摩
滅
過
多
に
よ
り
詳
細
な
叩
き
や

調
整
方
法
は
不
明
で
あ
る
が
、
凹
面
は

ほ
と
ん
ど
の
個
体
で
布
目
痕
が
確
認
さ

れ
る
。
こ
れ
ら
採
集
遺
物
は
、
胎
土
・

焼
成
の
様
相
が
従
来
の
採
集
遺
物
に
酷

似
し
て
お
り
、
特
筆
さ
れ
よ
う
。
最
後

に
、
図
５
で
示
し
た
枠
内
の
地
形
図
も

合
わ
せ
て
掲
載
す
る
（
図
７
）。
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５
．
お
わ
り
に

以
上
、
官
林
瓦
窯
周
辺
域
で
従
来
採
集

さ
れ
た
遺
物
を
再
整
理
す
る
と
共
に
（
第

２
章
）、
官
林
瓦
窯
の
位
置
を
特
定
す
べ

く
実
施
し
た
存
在
予
測
と
（
第
３
章
）
踏

査
成
果
に
つ
い
て
報
告
を
行
な
っ
た
（
第

４
章
）。
以
上
の
成
果
は
、
官
林
瓦
窯
の

所
在
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
指
針
と
な

ろ
う
。
官
林
瓦
窯
は
、
尾
張
で
も
数
少
な

い
古
代
の
瓦
窯
で
あ
る
と
共
に
、
供
給
先

は
不
明
で
あ
る
も
、
周
辺
地
域
の
瓦
生
産

を
考
え
る
上
で
特
筆
す
べ
き
遺
跡
と
言
え

る
。
今
後
も
継
続
的
に
調
査
を
実
施
し
、

官
林
瓦
窯
の
実
態
解
明
に
向
け
て
検
討
を

行
な
う
。

謝
辞本

検
討
･
踏
査
に
あ
た
っ
て
は
、
日

本
モ
ン
キ
ー
セ
ン
タ
ー
高
野
智
氏
、
名
古

屋
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
の
梶
原
義

実
先
生
、
中
川
朋
美
先
生
、
古
尾
谷
知
浩

先
生
、
三
重
大
学
文
学
部
の
金
田
明
大
先

生
、
ニ
ワ
里
ネ
ッ
ト
の
望
月
友
恵
氏
、
犬

山
市
教
育
委
員
会
の
中
野
拳
弥
氏
、
愛
知

学
院
大
学
文
学
部
の
兼
松
泰
弘
氏
よ
り
ご

指
導
･
ご
助
力
を
賜
わ
っ
た
。
ま
た
、

踏
査
に
あ
た
っ
て
は
、
名
古
屋
大
学
大
学

院
人
文
学
研
究
科
の
小
出
一
磨
氏
、
髙
本

涼
平
氏
、
同
大
学
文
学
部
の
大
橋
一
心

氏
、
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しだみゅー歴史講演会
年間スケジュール

青塚古墳を見守る会
清掃ボランティア活動

第 15 回　青塚古墳まつり 歴史講座「入鹿切れ　―語りと
読み聞かせで学ぶ―」

第 37 回　猪之子座
「年金トリオ一座公演」

青塚子ども学芸員・子ども教室 夜の音楽会 in しだみ古墳群７
「天空のテノール」

第 16 回　邇波史楽座
「青塚古代音楽絵巻　第８章」

第 38 回　猪之子座
「旭堂南海の上方講談をたっぷり 11」

第 39 回　猪之子座
「上方落語九雀亭 10」

浅田稔絵画個展
トークライブコンサート

第 40 回　猪之子座
「美しき日本の音楽コンサート」

第 41 回　猪之子座
「琵琶演奏会」

しだみゅー歴史講演会
「古墳葬送儀礼の諸問題　―食物供
献儀礼を中心に―」

東之宮古墳土あげ祭プロジェクト しだみゅー歴史シンポジウム
「土器から考える古墳時代」

48

昨年度のイベントチラシ一覧です！
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《ニワ里ねっと HP》
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SNS でも情報発信しています。
《facebook、X、instagram》 

【ニワ里ねっと会員募集】

〈賛助会員 又は 正会員〉

個人・団体：１口　3,000 円から
・  賛助会員は事業企画への寄付を前提（総会議決権を放棄）。会報の

送付を含めて、他は正会員と同じです。
・正会員は「総会」への出席をお願いいたします。

・会員期間は５月の総会から次の総会日までの一年間
・口座振込確認後、ご住所に会員証等を送付させていただきます。
・ 「会報 さとの四季だより」を年 6 回程度配布。ニワ里ねっとが

実施する事業などの情報をご案内します。
・会員証に「参加印」をためると、オリジナルグッズをプレゼント！

１）青塚古墳ガイダンス施設の窓口で受付
申込書に必要事項をご記入いただき、年会費を添えてお申し込みくだ
さい。
２）お振込（郵便振替口座）による受付
新規会員様は通信欄に「新規賛助会員費」又は「新規会員費」、住所・
氏名等を必ずご明記ください。
手数料は各自ご負担お願いいたします。振込確認後、ご住所に会員証
などを送付いたします。

〈入会の流れ〉

〈ご案内〉
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ニワ里ねっとの活動にご参加・ご支援していただける方を
広く募集しています。

上記口座にて、寄付金も受付けております。
ニワ里ねっとの活動へのご支援をお願い申し上げます。

【郵便振替口座】
口座番号　　　00850-9-198552
口座名称（漢字）　特定非営利活動法人 古代邇波の里・文化遺産ネットワーク
口座名称（カナ）　トクヒ）コダイニワノサト ブンカイサンネットワーク

私たちと一緒に、
文化遺産を活かした
まちづくり活動に

参加してみませんか？
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